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　男子という生き物は、好きな子に意地悪いじわるをしてしまうものだ。

　いつの時代からその『仮説』がもっともらしい『真実』として語られているのか知らないが、少なくとも俺にとってそれは完全に噓うそだった。

　だってそうだろう。意地悪をしたら嫌われるのはちょっと考えなくてもわかることだ。

　常識的に考えて、普通に、優しく接した方がいいに決まってる。

　と、効率厨こうりつちゅうの俺なんかはそう思う。

　いじめっ子が実は好きだったというギャップが有効？

　アホか。

　そんなのＤＶ夫と同じ理屈じゃねえか。もし暴力と優しさのリバーシゲームでコロリと惚ほれる女がいるんだとしたら、付き合うよりも先に説教して目を覚まさせなきゃならんし、そもそも不幸指数高そうなそいつとは絶対にお近づきになりたくない。

　だいたい逆の立場で考えてみろ。

　いきなりシャツの中に生卵なまたまごを流し込まれて、「ごっめーん☆　大好きだから意地悪しちゃったじょ☆」なんてコツンと頭を小突いて舌をペロリ。しかもそれはガチハマりしてるアイドルのリリイベで買ったばかりの至高の一品だ。

　──ぶっ飛ばしたくなるだろ？

　もうひとつ、考えてみてほしい。

　ぬぷぬぷに濡ぬれ湿ったシャツをいつの間にか洗ってくれて、生卵なまたまクソ女に説教してくれて、さらにはグッズの価値暴落にむせび泣く顔をその豊満な胸で優しく抱き止めてくれるんだ。

　──惚れてまうやろ？

　これは男視点の話だが、こんなもんに男女の差なんてない。

　自分に優しくしてくれる相手が好きで、自分に酷ひどいことをする奴やつは嫌い。ごくごく単純な、だけどたったひとつの真理だ。

　だからきっと俺以外の人間も──もちろん女子も──戦略的に、効率的に恋愛戦争を戦おうとしているなら、不合理な意地悪なんて絶対にしないはず。

　そう思っていた。

　好きな相手にわざわざ意地悪するような奴、わざとツンツンするような奴はラノベやアニメの中だけの架空存在で、現実の女子は好きな男にはわかりやすい笑顔を向け、明明白白な恋慕れんぼを覗のぞかせるものだと考えてきた……の、だが。

　もしもそれを『是ぜ』とするならば、ひとつだけ、大きな問題がある。




　俺の周りには、俺のことを大嫌いな女子しかいないってことだ。




　この文章を読んでる人には、あらかじめ忠告しておきたい。

　今から出てくる女どもは、どいつもこいつも美少女ではあるが『ウザい』連中だ。

　やたらとからかってきたり、とんでもなく塩対応だったり、ひどいセクハラをしてきたり。

　もしかしたら何かのタイミングで、うっかり可愛かわいいかもしれないと勘違かんちがいしてしまうこともあるかもしれないが、基本的にはさんざんな目に遭あわされる話だ。

　まあ、もちろん、やられっぱなしってワケでもないけど。

　それでも構わんという猛者もさは、この先を読んでみてほしい。

　俺も、親友のアイツのように、ラブコメの主人公みたいな生活を送れたら最高だったんだが。

　なんでこう、どいつもこいつも、俺にだけウザいんだろうな。





＊






『──っていう俺の現状、友達のお前はどう思う？』

『さぞモテモテで人生が充実してるんだろうなーって思うよ』
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『♪　花街はなまちの暴動、僕達の肛門こうもん、蹴飛ばす君は友達の妹　♪』

　学校から帰ってきて寝室に入ったとき、真っ先に目に飛び込んできたのはふとももだった。

　よく知っている女がベッドの上でうつ伏せになり、リズムに乗って足をパタパタさせている。

　俺の本棚から勝手に拝借はいしゃくしたらしい少年漫画まんがの最新刊を開き、上機嫌のご様子。

　名前は小日向彩羽こひなたいろは。同じ高校に通う、一年生。ひとつ学年が下の後輩だ。

　山吹色やまぶきいろの明るめの髪、首にかけたゴツいヘッドフォンにかかってふんわりと膨ふくらんだ髪型はどこか皇帝こうていペンギンを思い起こさせる。湿気しっけと熱気ねっきのないまぜになった初夏にふさわしい半袖はんそでの制服。涼しげな短いスカート。ソックスを脱ぎ去って白く眩まぶしく輝く、細く、無駄むだのない脚のライン。いかにも今時いまどきの高校生といった風体ふうていだが、ピアスなどの過度かどな装飾そうしょくもなく、ギャル全振りというわけでもない、あくまでも等身大のＪＫ女子高生──。

『♪　尻アスがパンクでソッコー土下座、見えたパンツにぞっこん！　大げさ？　♪』

　教室で快活に笑ってみせれば、きっとすべての男子はこう思うだろう。

　──あ、この子俺のこと好きなんだな。……と。

　そんな悲しき男子どもの勘違いを誘いそうな恵まれた女が、何故なぜか我わが物顔で俺のベッドを占拠せんきょしている。

　しかも……しかも、だ。


『♪　素人しろうと童貞で構わなーい、だけど妹だけには敵わな────────』






「うるっせえぞ！　何大音量でラップ流してやがんだ！」




　ツッコミとともにハイレゾコンポの電源を引っこ抜く。

　空気の振動が目に見えるほどの爆音ばくおんを響かせていたそれが沈黙すると、初めて気づいた、とばかりに女が振り返った。

「お、センパイじゃーん。もー、部屋に入るならノックくらいしてくださいよぅ」

「俺の部屋だ。……てか迷惑だから音量は下げろ。何のためにつけてんだよそれ」

　彼女が首にかけたヘッドフォンを指さして訊たずねる。

　すると彩羽は、にまー、と口元を緩めて。

「あ、訊いちゃいます？　それ、ホントに訊いちゃいます？　ギャルゲーなら個別ルート突入しちゃうレベルでめっちゃ深い理由があるんですけど。やー、そんなに私を攻略したいのかー。ならしゃーなしですねー。じつはこのヘッドフォンはー」

「や、１円ほども興味ない」

「あっはー☆　ホント心の底から無関心なやつキマシター!!」

　ぺし、とおでこを叩たたいて笑う彩羽。

　──うっぜえ……。

　いつものことながら、ヤクでもキメてんのかと問い詰めたくなるハイテンションさだ。

　このウザい女をいかに部屋から追い出そうか、アドレナリンやらエンドルフィンやら全開で考えていると、彩羽がしみじみとした口調で先制攻撃を仕掛けてくる。

「しっかしセンパイ、そろそろ私が先に来てること予想できてそうなのに、まーだノックもしないで入ってくるとは。着替え中だったらどうするつもりだったんです？　ハッ!?　まさかそれが狙い!?　おまわりさーん!!　こっちですよー!!　おまわりさーん!!」

「おう上等だ、呼んでみやがれ不法侵入者。むしろ俺から呼んでやろうか？」

「お、法廷で私に勝てるとでも？」

　俺の取り出したスマホを見て、彩羽が挑戦的に目を細める。

　ふっふーんと、得意げな笑みを浮かべている。

　──勝負事しょうぶごとの匂いを感じると、いつもこうだ。

　小日向彩羽という女は、俺を負かしてマウントを取らなければ気が済まない、そんな星の下に生まれた生き物なのだ。

「だいたい、不法侵入だなんて心外すぎるんですけどー」

「……！」

　ベッドの上にごろりと仰向あおむけになった拍子、たゆんとゆれるものがある。

　だらしなく着崩した制服、ボタンを上３つ外されたシャツの隙間すきまに垣間かいま見えるは、あふれんばかりのたわわな果実。




　──でっか。




　不意打ちで女を主張され、思わず目を逸そらす。

　すると彩羽は「にゅふ♪」とおもちゃを見つけた猫のように目を細め、革の紐ひもで首から下げ、豊かな谷間の隙間にするりと挟まっていた銀色の鍵を指でくりくり弄もてあそんだ。

　この家の、合鍵あいかぎ。

「同意の上なのは明らかですよねー」

「自由に出入りしていいって通行証じゃねえよ。てか、なんでお前が持ってんだその鍵」

「またまた悪い気はしてないくせにぃ～。どうせ私を追い出した後、私の匂いがたっぷり染みついたベッドに顔を埋めてクンクンするんですよね、知ってます！」

「誰がするか。お前の匂いなんか１％も残さねえっての」
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　プシャー！

「きゃっ!?　ちょっ、私まだいるんですけど!?　いきなりぶっかけるとかヒドっ!?」

「はっ、これ以上ファブられたくなかったら、おとなしく自分の部屋に戻ることだな」

「うにゃっ、こ、こんのォ、武器なんてずるい！」

　消臭スプレーを吹きかけられて、ベッドから転がり落ちる彩羽。

　ぶー、と頰ほおを膨ふくらませて、ぎとぎとした不満をまとった目を向けながら、




「これが妹に対する仕打ち!?」

「お前、これっぽっちも妹じゃねえだろ」




「センパイの友達の妹なんだし、実質妹、略して実妹じつまいでいいと思うんですよ」

「いやそれ、他人以外の何者なにものでもないから」

「……ハッ！　お兄ちゃんとセンパイが結婚したら私は晴れて正式な妹に……彩羽さん的にはどっちが受けでも美味おいしくいただけます！」

「お、おい待て。変な想像をするな。身近な人間同士でそういう妄想するのは駄目なんだぞ。ナマモノの扱いには気をつけろ、マジで」

　あまりにも背筋せすじの凍るようなことを言われ、マジトーンでお説教。

　──ホントこいつは、テンションに任せてとんでもないことを言いだしやがる。

　小日向彩羽はただの後輩ではない。

　本人が言ったように、友達の妹である。

　中学時代、たまたま同じマンションの隣の部屋に住んでいた小日向乙馬こひなたおずまと仲良くなったら、コイツもオマケでついてきた。

　合鍵だって本当は乙馬と交換してるものだ。

　母親と妹と同居してる乙馬と違って、俺はひとり暮らしの身。もしも倒れたり、何かしらトラブルがあったりしたら、そのまま死んでしまう。

　己の命を守る効率的な最適解を考えた結果、俺は無二むにの親友に合鍵を託すことにしたのだ。

「……が、こんな悪用をされるとは……」

「あははっ、たーのしー♪　アキ先輩、からかうと、ホントかわいいなぁ」

「こっちは楽しくないんだよ……」

　友情の証あかしたる合鍵を胸の谷間にぬぽぬぽ出し入れして挑発してくる彩羽。

　──このメスガキめ。いずれ奥歯ガタガタいわしたる。

　友達の妹の生意気な狼藉ろうぜきに、血管を太く浮き上がらせていると、




　ヴヴヴヴ、ヴヴ、ヴヴヴヴ……!!




　腿ももに伝わる震える感触。

　ズボンのポケットからスマホを取り出すと、画面には見慣れた名前が──

「……おい、大事な用事だ。今すぐここから出て行くか──」

「はーい、静かにしてまーっす！」

「……本当にわかってるんだろうな……」

　ビシっと敬礼して答える彩羽に一抹いちまつの不安を残しながらも、俺は通話ボタンをタップする。

「あ、もしもし。大星おおぼしです」

『やあやあ。ひ～さしぶりだねえ、明照あきてるくん』

「伯父おじさん……いえ、月ノ森社長」

『他人行儀たにんぎょうぎな呼び方は寂しいなぁ。伯父さん泣いちゃうよ？』

　場末のバーでママを口説いていそうな渋めのダンディーボイス。

　それに似合わぬ少年じみた無邪気むじゃきな口調くちょうが独特のギャップを醸かもし出しているこの男性の名は、月ノ森真琴つきのもりまこと。俺の父親の兄で、今は貴重なコネクション。

　海外赴任かいがいふにん中の両親に代わりお目付役として時々連絡を取っていたのだが、最近はそれだけではなく──

「……連絡くれたってことは、例の件……」

『おお、おお、おうともさ。バッチリ検討しておいたよ』

「本当ですか……！」

『高校卒業後、学歴不問、入社試験なしで我が社に就職させてほしい──だなんて、これまた社会をナメくさった大胆なオネダリをしてくれたモンだが』

「うぐ……ま、まあ、自覚はあります。て、ことは。やっぱり駄目……ですかね？」

『そうは言っとらんだろ？』

「それじゃあ……！」

『条件付きで便宜べんぎを図ろうじゃないか。他ならぬ可愛かわいい甥おいっ子のためだ、ひと肌でもふた肌でも脱ぐ覚悟だよ。僕の下について人事権を握ってる重役は、お堅いキャリアウーマンでねえ。鉄仮面の下に持て余した性欲をちょちょいとくすぐってやれば一発さぁ』

「脱ぐ、ってそっちの意味ですか……や、そういうの社会的にＮＧですよね。最近特に」

『はっはっは！』

「いや笑えないですって」

　ありがたいと言えば、ありがたいのだが。

　肝心かんじんの本人が社長の座から転落してしまったら意味がない。

　このダンディズムあふれる声の持ち主、スマホの通話アプリに表示されている自撮り写真の通りセクシーな髭ひげをたくわえた男──月ノ森真琴は、大手エンターテインメント企業ハニープレイスワークスの代表取締役社長だ。

　日本屈指くっしの、いや、国内のみならず世界にも劣らぬ競争力を発揮する一流企業。

　伯父であり、同時にそんな会社の社長でもある彼に、俺はある『悪だくみ』という名の相談を持ち掛けていた。

　それが──

『しかし縁故採用えんこさいようの打診とは、大人になったねえ、君も』

「効率的な方法を計算したんです。多分たぶんこれが一番早いと思います」

『ただ、実力が追いつかなければ社内に居場所はないよ？』

「べつに、使えないとわかったら切ってくれて構いません。絶対に、後悔はさせませんから」

『言うねえ。僕ぁ好きだよ、そういうの』

　ニヤリと歪ゆがんだ口元が目に見える悪戯いたずらっぽい声で言い、月ノ森社長は続ける。

『だが、無条件に、というわけにはいかない』

「……！」

　──来たか。

　当然、何らかの条件が提示される。それは初めからわかっていた。

　この社会の原則は等価交換とうかこうかん。

　やり方によって効率的非効率的の違いはあるものの、基本的には何かを得ようとすれば、それにふさわしい対価を払わなければならない。

　世界レベルの超大手企業に就職するために越えなければならないハードル、条件とは……？




『まずは第一関門だが──明照くん、キミ……よもやカノジョがいたりしないだろうね？』





「…………………………………………は？」



『なんだいその間は。まさかまだ高校生の分際ぶんざいでズッコンバッコン大騒ぎなのかね!?』

「い、いえ、全然そんなことないです。女っ気ゼロです！」

「……！」

　おい、待て。

　今、鏡に映ってる彩羽のやつが「きゅぴーん☆」って効果音が出そうな顔をしやがったぞ。

　絶対、「センパイを困らせるチャンス到来！」とか考えただろ！

「……んっ！　……んっ！」

　大事な電話の最中なんだよさっさと失うせろ、とアイコンタクトする。

　と、彩羽はますますにまーっと口元を緩ゆるめて。

「ふへへ～。せぇ～んぱい♪」

「ばっ……背中から抱きつくな。離れろっ」

『……そこに誰かいるのかい？　何やら出来立てほやほやカップルのような、唾棄だきすべき桃色オーラを感じるが……』

「実は最近猫を飼いまして（早口）」

『おおっ、いいねえ。種類は？』

「え？　えーっと」

　……やっべ。猫の種類とか全然わからん。

　しかしこの食いつき、伯父さんは間違いなく猫好きだ。テキトーに答えれば噓うそがバレる。

　さりとて沈黙を続ければ不審に思われるだろう。

　ここは素直に彩羽の存在を伝えるべきか？　……否いな、それだけは絶対に駄目だ。

　俺の部屋で甘えた声を出して密着する女子──第三者から見て、コイツがカノジョじゃないと言い張るのはかなり無理がある。時に現実は小説よりも噓くさい。どれだけ真実を訴うったえたとしても、伯父さんは納得してくれないのではなかろうか。

「ね、センパイ。女の子と一緒にいるってバレたら大変なんですよね？」

「……わかってるなら黙れ、アホ」

　耳元で囁ささやいてくる彩羽に振り返り、小声で返す。

　このスリルを心底しんそこから楽しんでいるのか、彩羽は口を「ω」みたいにしながら、

「寝取ねとられプレイみたいで楽しいですね♪」

「おいこらどこで覚えた現役ＪＫ」

「ネットの検索履歴けんさくりれきとか」

「テメエ俺のスマホを覗のぞきやがったな!?」

『明照くん……？』

「あああああああウチの猫がスマホをガリガリ引っ搔かいてきて！　おいこらやめろー！」

『ず、ずいぶん激しい猫だねえ。躾しつけはちゃんとしなよ？』

「ええもう全力で躾けてやりたいですよこのおんｎ──メス猫！」

　危ない、思わず女と言うところだった。間一髪かんいっぱつで回避成功。

　しかし相変わらず背中に密着してくる彩羽の、むにむにとした胸とか腕とかの柔らかい感触、鼻をくすぐる甘ったるい匂いが、冷静な思考力を削そいできやがる。

「ふふ、躾けられてるのはどっちですか」

「……くっ」

「一方的に嬲なぶられてるセンパイ、かわいい♪　痴漢ちかんしてるみたいで、ゾクゾクしちゃいます」

「みたいじゃなくて立派な痴漢行為だろうが。いいからよせ。これは将来がかかって──」

『何やら話し声が聞こえるね。痴漢という言葉も聞こえたが、まさかキミ──』

「い、いえ、違うんです！　ちかん……そう、マンチカン！　猫の種類、マンチカンです！」

　男への痴漢から連想した、というだけじゃない。

　童話『オズの魔法使い』に出てくるこの名前だけは、俺にとって馴染なじみのあるものだった。

『ほう、マンチカンか。好奇心旺盛で遊び好き、眺めているだけで癒やされる』

「鬱陶うっとうしいだけですよ」

『ハッハッハ、ツンデレな飼い主だなぁ。大事にしてあげたまえよ』

「ま、まあ、せいぜいうまく扱うことにします。はは、あはははは……」

『おっと、会議に呼ばれてしまった。──何はともあれ、明照くんにカノジョがいないようで安心したよ』

　よっしゃ！　とガッツポーズ。

　どうやら最後まで伯父さんを誤魔化ごまかし抜くことに成功したようだ。

　……いや、後ろにいるこのウザい女はカノジョでも何でもないんだけどな。

『とはいえまだまだ安心してもらっては困る。前提条件はクリアしてるようだが、本番はこの先だ。後日、時間が空いたら追って条件を伝えるから、すこし待ってほしい』

「あっ、はい。忙しい中、わざわざ連絡ありがとうございました」

『なぁに可愛い甥おいっ子と娘のためだ。この程度のことは屁へでもないよ』

「そう言ってもらえると助かりま……今何か初出の単語が含まれてませんでした？」

『それじゃ、バァイ！』

　──ブツッ。

「……切られてしまった……」

　何かこれまでの会話で出たことのない単語が不自然に挿入されていた気がするのだが……。

　まあ、いいか。何はともあれ、世界的企業への就職の道が拓ひらかれたのだから。

　……いや、まだだ。まだ安心はできない。

「ふんふふふーん♪」

　彩羽は通話が終わるとわかるやすぐに体を離し、ふたたびベッドで漫画を読む作業に戻っていた。

　そう、コイツはこういう奴やつだ。

　さっきの密着甘えモードも断じて俺への好意などという可愛いものではなく。

　ただただ俺の困る姿を見て面白がっているだけなのだ。

　しかも『兄の親友』という絶妙な距離感のせいか、赤の他人に比べてだいぶナメてる。

　我が友達、彩羽の兄たる乙馬曰いわく、「あれはアキに対してだけじゃないかなぁ」とのことだ。




　合鍵で縦横無尽じゅうおうむじんに入り浸びたる侵略者。

　なぜか俺にだけウザい、友達の妹。

　──小日向彩羽。

　月ノ森社長から就職確約をもらうためにも、彩羽の邪魔にだけは細心の注意を払わなければ。

　今までと同じでは駄目だめだ。このなあなあな関係を綺麗きれいに整理し直さなければ。




「ねえねえセンパイ。私、のど渇いちゃった」

「トマトジュースなら冷蔵庫の二段目だ。濃厚１００％カロリーゼロ」

「わーい！　さっすがセンパイ、気遣いの達人！　大好きっ♪」


「……………………」



　ぴょんとベッドから飛び下りて寝室を出て行く背中を見送り、はーっとため息を吐き出す。

　──まあ、明日からでいっか。




　このとき、俺はあまりにも迂闊うかつすぎた。

　去り行く彩羽の口元が「ニヤリ」としていたことにまったく気づいていなかったのだから。





＊






『……ってことがあったんだが』

『いつも思うけどアキって何だかんだで彩羽のこと好きだよね。嫌ならトマトジュースなんて用意しておかなきゃいいのに』

『あれは俺の好物なんだよ。たまたま好きな飲み物が一緒なだけで』

『それをたまたまだと思ってるところが、何ていうか【主人公】だよね、アキは』

『どういう意味だ？』

『……さあね。答えを言っちゃうのはラブコメ的に野暮やぼだからやめておくよ』

『ワケのわからんことを……頼むから、彩羽の奴がうちに居つかないように兄貴のお前から釘くぎを刺しといてくれ。いいな？』

『はいはい』
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　人の一生は短い。

　たったの87万６０００時間。

　今こうして何気なにげなく呼吸する間にも寿命へのカウントダウンは進んでいるというのに、世の中の高校生諸君はずいぶんお気楽なものだ──と、騒がしい二年生の教室の片隅かたすみでひとり思う。

　当然１限目の教科書はすでに用意済み、本日提出予定のノートもビッシリ埋まっている。

　限られた時間を効率的に運用している成果だ。

　教室内を見渡せば、どう見ても遊びまくっていそうなチャラ男が友達に頭を下げてノートを写させてもらっていたり、頭も股も緩ゆるそうなビ●チがすべてを諦めて不満をぶちまけている。

　──どいつもこいつもズレてやがる。

　貴重な時間を無駄に使った自業自得、今更浪費いまさらろうひに気づいたところで時すでに遅しだ。

　奴やつらがＨＲ前のこの時間をノートの複写という単純作業に費ついやしている間、俺は更さらなる学力向上のための勉強に励はげんでいる。

　地味ではあるが、競争社会においてこのアドバンテージは大きい。

　自分で言うのもアレだが、俺こと大星明照おおぼしあきてるという人間は、平均・オブ・平均だ。

　数学、国語、英語、社会科目、理科系科目、体育──あらゆる分野において、80点程度。

　充分優秀だと言われることも多いが、勉強時間を極限まで効率的に運用してこれなのだ。

　ここが限界。そしてただのひとつたりとも１００点やトップに立つ教科がないのは、自分に才が足りないからだと、俺は常に自分をそう評価している。

　目立った欠点はないものの、同時に突出した能力も何もない。もちろん、顔面偏差値がんめんへんさちもその程度。フツメンって具体的に何よ？　と問われたら、「コイツです」と差し出せば十人中十人が納得するような平均顔。

　そんな人間なので、他人よりも一歩前に出ようと思ったら、一分たりとも無駄むだにできない。

　全身全霊ぜんしんぜんれいで将来の安定を勝ち取りに行かねばならないのだ。

　こんな『普通』の俺だが、たったひとつ、他人と違う事があるとすれば──

「消しゴム、落ちたぞ」

「うお、ビックリした!?　なんだよ大星、いたのかよ」

「うわショック。さっきからずっといたのに」

「す、すまんすまん。悪気わるぎはないんだけど……」

　前の席で必死に課題に取り組んでいたリア充男子は、驚いてしまったことを素直に謝った。

　言葉通り悪気はないのだ。実際、この男子生徒はリア充だが悪漢あっかんではない。むしろ普段から爽さわやかで、特に友達というわけでもない俺にも気さくに話しかけてくるイイ奴だ。

　それなのに、俺の存在にまったく気づいていなかった。

　それが示す事実は、ただひとつ──




　──存在感が薄いのだ。




　人間は他人のことを記号で覚える。眼鏡めがねをかけていれば眼鏡クン、派手はでなメイクをしたＪＫ女子高生ならギャル、金髪モヒカンならヤンキー、学年十位以内の成績なら天才だの秀才だの呼ばれるし、話が面白い奴なら芸人として認知される。

　もちろん良い印象ばかりでなく、たとえばデブだのハゲだのブスだの性格悪いだの負の印象もまた、確かな『個』として認知されやすいだろう。

　……だが、そのいずれでもない、嫌なところもないが突出とっしゅつして良いところもない俺は。

　無、個性。

　ゆえに、誰かに特別意識されたりせず、その延長で存在感自体がとてつもなく薄いのだ。

　もちろんそれで無視されたりイジメられるような悪意を受けたことはない。

　ただただ、話題に上がらないだけ。会話に入っていけば普通に混ざれるが、自分から行かなければそもそも会話が始まらない、ただその程度の空気。

　──ああ、なんて効率的な環境だ！

　無駄な会話、不要な交友関係に惑わされることなく、貴重な時間を自分のためだけに使える。

　こんな幸せなことはない！

　とは言うものの、べつに友人の存在を全否定してるわけじゃない。

　ただ、選んでるだけだ。自分の人生において意味のある、付き合っていたい相手を。

　そう、それこそが──

「ふぁ……お疲れー、アキ」

「おう。今日もかったるそうだな、オズ」

「朝までずっと作業してたからねー……ほら見て、目、真っ赤でしょ」

「相変わらずの徹夜体質てつやたいしつだな。まあ安心しろ、ノートなら俺のを見ればいい」

「ありがたみ……ホント、持つべきものは友達だよ……」

　羊を数えながら歩いてきたとばかりにほわほわとあくびをしながら後ろの席に座った男──。

　立てばイケメン、座れば天才、歩く姿は主人公。

　キービジュアルで真ん中に描けば間違いなく絵になる、物語の中心にいるべき奴。

　それこそが、小日向乙馬こひなたおずま。俺は、親しみを込めてオズと呼んでいる。

　俺が生涯しょうがい付き合っていこうと決めた、唯一無二ゆいいつむにの親友だ。

「今度、あんみつ奢おごらせてよ。ほら、駅前に新しくできた……アキ、和菓子好きだよね？」

「マジか。べつにこれくらい、気にしなくていいのに」

「や、普段から滅茶苦茶めちゃくちゃ迷惑かけてるからさ。ちょっとはお返しさせてほしいんだ」


「……ッ！」



　ニッコリ。童話どうわの世界から飛び出してきた王子様のような笑顔で言うオズ。

　雷に打たれた気持ちで、目の奥からじわりと熱いものがこみ上げてくるのを感じながら、

「お前……イイ奴だなぁ……」

　俺はしみじみとつぶやいた。

「反応、大げさ。効率厨こうりつちゅうなのにさりげに感情表現豊かだよね」

「仕方ないだろ、心の底からそう思ってるんだから。自分の感想に噓はつけん」

「ハハ、変なの。ま、そーいう人情味にんじょうみあるトコロが『らしい』んだけどさ」

「いや、人情味はねえよ。自分で言うのもアレだけど、計算だけで生きてるトコあるぞ」

「その計算に僕らのことを含めてくれてる時点で、人情の塊だと思うけどなー」

「まー、なんでもいいじゃんか」

　あまり続けたい話題でもなかったので、さっさと会話を打ち切りにいった。

　すると、空気を察してオズも話題を変える。

「ま、妹の件だけでも迷惑料を払う理由にはなるよ。昨日もアキの所に行ってたんだって？」

「ああー、彩羽アイツな」

「いくら鍵の隠し場所を変えても、勝手に発掘していくんだよね。……ホントごめん」

「謝るなよ。べつにオズが悪いわけじゃねえし」

　小日向乙馬と小日向彩羽こひなたいろは。二人が血の繫つながった兄妹であることを、俺はいまだに納得できない。

　オズは気配りのできる人間だ。空気も読めるし、思いやりもある。こうして、妹の不始末を詫わびるなんていう聖人さながらの所業しょぎょうも何の疑問もなくしてのける。

　あのウザ女とは何もかも正反対。一体神様はどんな遺伝子工作をしやがったんだと、俺が、天界のキャラメイクのナンセンスさに辟易へきえきしていると、ふいにオズがくすりと笑んだ。

「たぶん、彩羽はアキが好きなんだと思うよ」

「は？」

「うわ、心底嫌そうな顔」

「そりゃそうだろ。冗談きついぞ」

「う、うーん。曲がりなりにも身内の僕に、それ言う？」

「仕方ないだろ、心の底からそう思ってるんだから。自分の感想に噓うそはつけん」

「さっきと同じ台詞せりふなのに、不思議と人情を感じない……」

「てか、あいつが俺を好きとかあり得えないだろ。あのウザ絡みは絶対面白がってるだけだ」

「好意の裏返しとか──」

「はい出た。出ました都市伝説。ないない、ないからそんなの。本当に好きなら、ウザいことなんかせずにわかりやすく好意をアピールするに決まってるだろ。俺に嫌われるリスクを冒おかしてまでウザ絡みするとか理屈が通ってないにも程がある」

「乙女心おとめごころって、そういうものじゃないと思うんだけど……」

「男だ女だ考えすぎなんだよ、皆。つーか、女の子に好かれるとか都市伝説だろ」

　正直、漫画やアニメのような甘い青春なんて期待してない。好かれるどころか、これまでの人生で俺が出会い、多少なりとも交流するようになった女はことごとく俺のことが嫌いだ。

　どいつもこいつも好意なんて欠片かけらも示さず、さまざまな方向性で嫌がらせをしてきやがる。

　だからもう、諦めた。

　だいたい仕方ないことなんだよ、だって──

「俺みたいな特徴ゼロな平均男、特に好かれる理由もないしな」

「アキはモテると思うけどなー」

「イケメンに言われても嫌味いやみにしか聞こえん」

「ほら、優しいし」

「はい出た。出ましたイイ人。誰の一番にもなれないやつだろそれ」

「……手ごわいなぁ。なんで男女関係の話になると、こんなに頑固がんこなんだろ……」

　困り顔で肩をすくめるオズ。必死で俺をフォローしようとしてくるあたり、本当にイイ奴だよなぁ、コイツ。容姿端麗ようしたんれいで才覚に恵まれた男が性格までいいんだ、ちょっとイイ人程度では、何の武器にもならない気がする。

　オズは将来絶対にビッグになる男だ。コイツの実力が世界に認められる日が来ると思うと、自分のことでもないのに自然とワクワクしてきてしまう。

　ホント、この縁は大事にしたい。

　──ウッザい妹がセットでついてきてるのは、まあ、御愛嬌ごあいきょうといったところだろう。

　などとしみじみ感じていると、




　ガラッ!!





「「「…………ッ!!」」」



　ドアが開くと同時に浮ついていた教室の空気が一気に凍りついた。

　必死で課題をやっている奴も、特に気にせず友達と駄弁だべってた奴も、誰もが黙る。

　カツカツとヒールの音を響かせ、教卓に向かうのは、フェミニンな印象の若い女性だ。

　頭の上できっちりとまとめた髪、知的で鋭い瞳、芸能人のようなすらりとした体軀たいくと豊満ほうまんな胸を、無駄なく締めつけるスーツ姿。美人女教師という単語を聞かされて、万人が脳内に思い浮かべる『女教師イデア』とも呼ぶべき外見の女性は、席につかず、教室のあちこちに自由に散らばっている生徒達を一瞥いちべつして言い放つ。

「チャイムは鳴ってるはずよね？　時間を守れない豚は今すぐ荷物をまとめて消えなさい」


「「「……………………」」」



「さっさと席につきなさい。それとも、お仕置きされたいのかしら」

　カカッ！　教壇を踏みにじる仕草しぐさで、ヒールの踵かかとが突き刺さる。

　生徒達は顔面蒼白そうはく。気まずそうにしずしずと自らの席に戻っていく。

　──数名、顔を赤らめてハアハア息を荒らげて奴もいた気がするが、気にしないでおこう。

「ヒトは生まれつき等しく豚よ。社会のルールを守れて初めて猿レベル。あなた達は、一体いつ人間になれるの？」

　教育者とは思えない、容赦ようしゃゼロの毒舌どくぜつ。

　教師の体罰たいばつやパワハラが叫ばれ世間からの風当たりが強い昨今さっこん、ここまで怖い物知らずに毒を吐く教師も珍しい。

　うちのクラスの担任兼数学担当教師、影石菫かげいしすみれ。

　容姿端麗ようしたんれい、頭脳明晰ずのうめいせき、入学式の頃は美人教師が担任だと喜ぶ男連中が多かったものだが、今となっては一部のドＭ層以外はそんな目で見ていない。

《猛毒の女王》と呼ばれ恐れられるほどの毒舌、厳しすぎる指導方法、人を殺せるレベルの眼力がんりきで瞬またたく間に恐怖政治を敷き、いまだ遊びたい盛りの高校生を完璧かんぺきに統治してみせていた。

「さあ、ＨＲホームルームを始めるわよ」
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　女王の号令で始まり淡々たんたんと進行していく朝のＨＲ。

　あごに手を当て机に肘ひじをつきながら、

　──偉そうな顔しやがって。威圧的な言葉ひとつで強引にまとめられるんだから、教師って職業はラクなもんだよなぁ。

　と、俺は教室の女王へ向けて内心でぼやいていた。





＊






　放課後。今日も今日とて特別な事件が起こる訳でもなく、退屈な学校生活が終わった。

「よっしゃ、帰ろ──」

　帰ろうぜ、とオズに話しかけようとしたそのとき、

「な、なあ、ちょちょちょ、ちょっと、いいか」

「へ？」

　クラスメイトのひとりから声をかけられて、思わず変な声が出た。

　オズ以外の奴が俺に何の用だ？　というかそもそも誰だっけコイツ。廊下側の席に座ってることは憶おぼえてるんだが、名前と顔がいまいち一致しない。鈴木だったかな。

　滅多めったにないことすぎて困惑していると、相手のクラスメイトも同じように困惑した様子で。

「おおおおおお大星。おおおおおおお前に、お、お、お客さんだぞぞぞぞぞぞぞ」

「何バイブレーションしてるんだ？」

「う、ううううっせ！　こんなふうにもなるっての！　だだだだってよ、今廊下ろうかに来てる女の子、あの滅茶苦茶カワイイ一年なんだぞ!?」

「……あー」

　察した。この学校でこれほど大げさに語られる一年生女子と言えばひとりしかいない。

「めっちゃオシャレなのに全然ケバい印象なくてさ。むしろ誰にでも礼儀正しくて、頭も良い、清楚せいそな優等生なんだよなぁ。あのギャップがマジやばい。──そんな子が訪ねてくるとか大星、前世でどんな善行積んだんだよ!?」

「いや、たぶん俺の前世はカンダタばりの悪人だと思うぞ」

　盛り上がる鈴木（仮）の横をため息とともに通り過ぎ、廊下へ向かった。

　すると──

「こんにちは、大星センパイ♪」

　ニコニコしながらそこに立っていたのは小日向彩羽だった。

　まあ、コイツ以外に俺と交流のある女子なんていないわけだが……突然何しに来たんだ？


「……………………なんでお前がここにいるんだよ」



「何かおかしいでしょうか？」

　澄ました顔で小首を傾かしげる彩羽。

　普段と違う清楚な態度は違和感満載。まるで、礼儀正しい優等生のようだ。

　いやまあ、いまだに信じられないことに、成績と授業態度は実際のところ優等生らしいが。

　──薄皮一枚めくった部分を知ってる俺は、けっして騙だまされたりしない。

「おかしいだろ。オズを呼ぶならともかく、なんで俺をご指名なんだよ」

「それはもちろんお兄ちゃんじゃなくてセンパイに用があるからですよ」

「口調と、声のイントネーションが気持ち悪い。いつもの頭悪そうなハイテンションに戻れ」

「えっ、何の話ですか？」

　生まれたばかりのひよこみたいな目でとぼける彩羽。

　相変わらずの猫かぶりっぷりだな、おい。

　大声など出したことありませんと言わんばかりの落ち着いた物腰ものごし、丁寧ていねいな言葉遣い、教室から出てきてチラチラとこちらを見ていくクラスメイト達は誰も彩羽の本性などわかるまい。

　実際、女子は意外そうな目を、男子は嫉妬しっとを感じさせる目を向けてきていた。

「……何の用だよ。一緒に帰りたいのか？」

「正解です♪」

　ニッコリ即答輝く笑顔。

　コイツの身長が低くてよかった。この学校中の男子羨望せんぼうのスマイルは、俺の体に隠れて教室の連中には見えていないはずだ。

　見られたら絶対に滅茶苦茶目立つ。二人はどういう関係なの、だの、どこまでヤッたの、だの、下衆げすな詮索せんさくの嵐に晒さらされるだろう。「うっせえぞセックスって言や満足か、あァ!?」と威圧的に振り払ってみても、「な、なんでもねえよ」と控え目に否定したとしても、行く先には『詰み』の未来しか見えないわけで。

　せっかくの空気環境が台無だいなしじゃねえかよ。

「はあ……荷物取ってくるから待ってろ。オズも呼んでくる」

　このまま教室前で長話は危険だ。いつ誤解を招くともわからん。そう判断して踵きびすを返し、俺は教室に戻ろうとした。

　が、その背中に。

「あ、お兄ちゃんはいらないです」

「はあ？　なんでだよ」

　帰る方向は同じ。俺とオズは友達同士で、彩羽はオズの妹だ。どう考えても一緒に帰った方が効率的なんだが……。

　そう思っていると、彩羽がじれったそうに体をゆする。

　紅葉もみじのように頰ほおを赤らめて、昭和の乙女のようにか細い声で。

「もう、公おおやけの場で言わせないでください……センパイと、二人きりで帰りたいんです」

「──そ、その声音こわねはやめろ！　その気がないのに、無駄むだに心がくすぐられるだろ!?」

「えっ」

　冷たく突き放すように言い放ち、距離を取るように後ずさる。

　すると彩羽はショックを受けたような顔をして。




「そんな……ぐすっ……えぐっ……ひどいです。私達、付き合ってるのに!!」




　とんでもないことを大声で言いだしやがった。

「はあああああああああ!?」

「昨日もあんなに激しく愛し合ったのに!!　ひどい、私のことは遊びだったんですね!?」

「ド突き合ったの間違いだろ！」

「つ、突き合ったなんて、大きな声で言わないでください……恥ずかしいです」

「頰を赤らめるな！　無駄に意味深いみしんになるだろうが！」

　彩羽の爆弾発言は教室の中までしっかり響き渡っていた。

　クラスメイト達の好奇心たっぷりの視線が容赦なく注がれて、非常に居心地いごこちが悪い。

　廊下での騒ぎに違和感を覚えたのか、オズも様子を見に来て──

「どうしたの、アキ。……って、彩羽？」

「あ、お兄ちゃん。お疲れ様です」

　ニッコリとよそ行きの優等生スマイルで頭を下げる彩羽。ウザい本性を知るオズが、え、と戸惑とまどった様子を見せるが、彩羽は余計な横槍よこやりなど入れさせんと言わんばかりにたたみかける。

「実は私、アキ先輩と付き合ってたんです」

「え……と……？」

「ああああもうワケわからん!!　おい彩羽、お前いったんこっち来い!!」

「きゃん♪」

　このままでは事態が混乱したまま収拾しゅうしゅうがつかない。とりあえず教室の前から逃げ出そうと、彩羽の腕を摑つかんで強引に引っ張っていく。

　廊下をずんずん走っていき、人気のない階段の踊り場まで来たところで呼吸を整え、

「いきなり何のつもりなんだよ!?　新手あらての詐欺さぎか？　あぁ!?」

「えー、詐欺じゃないですよぅ。だって私達、付き合ってるようなものですよね？」

「そういうのいいから。本音を聞かせろ」

「あはっ☆　私ってばセンパイの好感度ひっく！　全然信用されてないんですけどー！」

　周りに人目がないのを察していつものノリに戻る彩羽。

　腹を抱えてケタケタ笑った後、ふー、ふー、と苦しそうに呼吸を整えながらこう言った。

「センパイ、カノジョいたら困るって言ってたんで。私がカノジョになろうかと！」

「いや、お前の思考回路は絶対おかしい……」

「えー、こんなわかりやすい行動原理はないと思いますけど？」

「はあ……勝手にやってろ。誰も信じやしねえよ」

　付き合ってられん、と、ため息をついて踵を返そうとする。

　と、彩羽は髪を指でくるくるやりながら、

「そうですかねー、意外と信憑性しんぴょうせい高いですよ、この設定」

「どこがだよ。癪しゃくだがお前、見た目だけはいいからな。俺とは釣り合わないだろ」

「まあ確かに、私みたいな超絶美少女とセンパイみたいなフツメンが付き合ってるってのは非現実的かもしれないですけど」

「……おい」

　もうすこし言い方ってモンがあるだろ。

　事実だが。

「でも、センパイが吹聴ふいちょうしたら『非モテ童貞の妄想乙もうそうおつ！』で終わりですけど、今回の場合は私から発信してますからね」

「説得力が違う、ってわけか」

「そのとーりですっ♪　私の言うことならみんな信じると思うんですよねー」

「……勘弁かんべんしてくれ……」

　顔を覆おおって天を仰あおぐ。

「こちとら将来がかかってるんだ。邪魔しないでくれ」

　俺の夢、目標のためには月ノ森つきのもり社長の協力は不可欠だ。ようやくその取っ掛かりを摑めたと思ったのに、コイツの意味不明なウザムーブのせいで台無しにされてたまるか。

　そんな想いとともに背中を向け、歩き出す。

　絶対に相手にしないからなという明確な拒絶の意思を伝え、その場を立ち去ろうとした。

　すると──

「……鈍感どんかんすぎますよ、センパイ。どうして、気づいてくれないんですか？」

　とん、と、背中に軽くぶつかる感触があった。

　熱い吐息といきが耳にかかる。柔らかな胸が制服の薄い生地越しにその温かさを伝える。

　一定のリズムで、とくん、とくん、と鳴っているのは、彩羽の鼓動こどうなのだろうか？

　──お、おいおい。なんだよ、この空気。

「嫌いな人とこんな風にくっつけるわけ、ないじゃないですか。いつもの意地悪いじわるだって……」

「な、何のつもりだよ。急にしおらしい声を出したって、信じないぞ。し、信じないからな」

「……センパイに、振り向いてほしかったから……」

「ぐ……」

「センパイが将来に向けて本気なのは知ってます。でも、遠くの景色にばっかり目をやって、こんなに近くにいるのに見てくれない……。寂しいと思うのは、当然じゃないですか？」

「彩羽……」

「遠くに行っちゃやだ。ずっとずっと、仲良くしてほしい。センパイとの関係を、永遠のものにしていたい……だから……だから、私──」

　身を裂かれるような痛切な願い。

　聴いているだけで頭痛を催もよおすようないつもの声とはまるで違う、心の奥底から紡つむがれる想い。

　切なげな彩羽の声が、胸の奥にすーっと溶けていく。

　なんだよ、コイツ。なんで今更、こんなこと言いやがるんだよ。

　俺は……。俺は……どうすれば……。




「──なーんちゃって!!　期待した？　期待しちゃいましたーーっ!?」





「……………………」



「やー、一度やってみたかったんですよね、ガチ告白シチュエーション！　いつも私を女扱いしないセンパイが胸キュン♪　しちゃったら最高に可愛かわいいなーって！　ねっ、どうでした!?」


「……………………」



「あ、照れすぎて言葉もないってヤツです？　もー、耳まで真っ赤にしちゃって。センパイってば、か・わ・い・い・ぞ♪」

　後ろから抱きついたままテンション高く、うりうりと鳩尾みぞおちに拳こぶしをめり込ませてくる彩羽。

　彼女の指摘通り、俺の顔は沸騰ふっとうせんばかりに赤くなっていただろう。

　──このクソウザい女への怒りでな!!





「二度とテメエの言葉なんか信じねえぞ、こンのクソメスがぁ──っ!!」



「ひゃっほーーい！　逃ぃーーげろーーい♪」




　結局、三〇分に及ぶ地獄の鬼ごっこin学校は、俺のスタミナ切れによる敗北となった。

　……クソ、次に会ったら絶対にシメてやる。





＊






『教室にまで突撃してきて何のつもりなんだ、あの女は……』

『よっぽど気に入られてるんだねえ』

『目が腐くさってるのか？』

『目が腐ってるのはアキの方じゃないかなぁ。わざわざ違う階の違う学年の教室に訪ねてくるなんて並大抵なみたいていの行動力じゃないでしょ。どうでもいい男のために、普通はそんなことしないと思うんだけど』

『どうでもいいとは思われてないんだろ。嫌われてるだけで』

『そこで素直に好意と受け取らないのはひねくれてるっていうか、色々いろいろこじらせ過ぎだよ』

『うっせ。茶化ちゃかさず真面目まじめに告白してくりゃ信じてやるよ』

『……ま、いいや。僕としては二人がうまくやってくれればそれでいいからね』
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　その日の夜、八時頃ごろ。

　俺はスマホを片手に、家を出た。

　駅から歩いて二〇分程度。五階建てのマンションの一室。

　夕方を過ぎたあたりから人気ひとけがなくなり、うら寂しい雰囲気を醸し始める。

　すこし早足になって近所のファミレスへ。

　当然、夕飯を食べるために……というだけの理由じゃない。

　伯父おじさん──月ノ森つきのもり社長から呼び出されたんだ。

　用事はもちろん就職の件。

　電話で言い切れなかった『条件』について、詳細な説明をしてくれるらしい。

　髪型も服装もバッチリ決め、媚こびる準備は完璧かんぺきに整えている。

　どんな条件を提示されるか知らないが、土下座どげざだろうが靴舐くつなめだろうが何だってしてやるぜ。

　世界に誇る超有名大企業への特急券としては、あまりにも安すぎる。

　プライドの欠片かけらもない意識低いことを考えながら、二十四時間営業の『ロイヤルゲスト』に入る。ファミレスにしてはやや価格帯の高い店で、ひとり暮らしで倹約家けんやくかの俺は普段なら絶対に使わない店だ。

　しかし今日は月ノ森社長の奢おごりで、場所もあちらの指定。正直、高い店を奢らせてしまうのは媚びる態度として下の下だと思うが……相手の決定に異を唱えるのも避けたかった。

　気持ちよく奢らせるのもまた、世渡りに必要な考え方だろう。

　──本音を言えば、夕食代浮いてめっちゃ嬉うれしい！　ってところだけど。

　まあ、一石二鳥ってことで。

「おーい、明照あきてるくん。こっちこっち」

　店内に入ると、ウェイトレスに待ち合わせの旨むねを伝えるまでもなく、ナイスミドルと目が合った。

「先に着いてたんですね。遅くなってすみません」

「なぁに、気にする必要はないよ。こういう時は目上の者が気を利きかせるべきだからね」

　たくわえた口髭くちひげをふさふさと指で弄もてあそびながら、聖人めいたことを言う。

　所作しょさのひとつひとつはテンプレ成金なりきんキャラでしかないのだが、その実は正反対。

　全経営者が爪の垢あかを煎せんじてスムージーにして飲み干すべき社長の鑑かがみである。

　権力を握った途端に偉ぶって態度がデカくなるようなイキリ上司が多いとされる昨今さっこん、彼のような人格者はなかなかに珍しいんじゃなかろうか。

　……社会に出たことないから知らんけど。

　ＳＮＳでよく流れてくる社会人の愚痴漫画ぐちまんがではそう描かれてるから、たぶん正しい。

「前、失礼します」

「そんなかしこまらなくてもいいのに……肩肘かたひじ張ってると、十年後に肩がガチガチになっちゃうぞぉ？　男がガチガチで得をするのは下の肉男爵にくだんしゃくだけなんだがね、アッハッハ！」


「……………………」



　中学生レベルの下ネタで笑う月ノ森社長に、ツッコミたい気持ちをぐっと堪こらえる。

　黙って座る俺を見て、滑すべったことに気づいたのか、社長はコホンと咳払せきばらいをして。

「あー、実はもうひとりいるんだが、まだ出てこないようだ。まあとりあえず、先に二人だけでざっと説明を終わらせてしまおうか」

「はい」

　自然と背筋せすじが伸びる。

　……一体、どんな無理難題むりなんだいを提示されるんだろうか？

「まずその前に以前送ってくれたゲーム、遊ばせてもらったよ」

　そう言って、月ノ森社長はテーブルの上にスマホを置いてみせた。

　画面にはアプリゲームのスタートメニュー、西洋の屋敷を背景にアニメ調のキャラクター達が怪物の影に怯おびえる、雰囲気たっぷりの絵が表示されている。

　タイトルは『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』──権利表記は、『５階同盟』。

　無料で遊べる小規模な美少女ホラーアプリだ。

「驚いたよ。まさかキミが自分で一本のゲームを完成させ、配信に至るなんてね」

「ひとりじゃありません。チームみんなの作品です」

「プログラマーの《ＯＺオズ》、イラストレーター《紫式部先生むらさきしきぶせんせい》、シナリオ《巻貝まきがいなまこ》、そして正体不明の声優に、プロデューサー兼ディレクターの《ＡＫＩアキ》……つまりキミだ」

「はい、俺達は全員でひとつの共同体です。誰が欠けてもこのゲームはできなかった」

　そう。このゲームは俺と、俺の少ない仲間達で作り上げた作品だ。

　教室の誰も知らない、俺と仲間達だけが知る秘密。

「ふむ。この作品は業界でも話題になってるよ。謎のクリエイター集団《５階同盟》。斬新なゲーム性と、ゲーム体験に完璧にリンクしたシナリオ、プロ顔負けの魅力的なキャラデザと、素性不明の声優──バックに巨大資本があるわけでもないのに、口コミだけで徐々じょじょに評価を上げていき、百万ＤＬダウンロードを突破した……」

「まだまだ、ですけどね。伯父さんの会社の運営タイトルは軒並のきなみ一千万ＤＬ越えですし」

「大資本が莫大ばくだいな広告費をかけてリリースしたものと比べるのはナンセンスだよ」

　髭をふさふさと撫なでながら、月ノ森社長はニヤリと笑う。

「少人数で、お金と時間をかけられないなりに工夫で競争力を獲得してる。僕が学生の頃に、同じことができたかどうか……内容もプレイしたが、人気にふさわしい面白さだった」

「……じゃあ……！」

「だが、それとこれとは話が別だ」

　前のめりになると、指で額を押し込まれてもう一度座らされる。

「キミの心意気はよーくわかった。自分と、仲間達をまとめて我がハニプレに就職させてほしいという気持ち、その本気の叫び、この月ノ森真琴まこと、しかと胸に刻んだとも」

　だがしかし、と彼は続ける。

「大人の世界はそう簡単じゃない。僕に特別の便宜べんぎを図はかってほしいなら、当然、相応の対価が必要となる。──っと、しまった。店員さんを待たせているようだね」

「あ、そうですね。えーっと、メニューは……っと」

　礼儀正しいウェイトレスさんが背筋をピンと伸ばしたままこちらの席に注目していた。

　もうひとり来るらしいので人数が揃そろってからと思ってたけど、さすがにこのまま注文しないのは居心地いごこちが悪い。メニューを取って、とりあえずドリンクをと思っていると、

「夕飯の時間帯だろう。何、遠慮えんりょはいらない。好きなものを食べていいよ」

「……では、お言葉に甘えて」

　最初からそのつもりでいた通り、素直に奢られることにする。

「すみません、店員さん」

「はい、お伺うかがいします」

「イタリアンハンバーグのセットひとつ。それと──」

「僕はこの半熟卵はんじゅくたまごのカルボナーラを頼むよ」

「では、それで。あと、ドリンクバーを二人……いえ、三人分お願いします」

「三人、ですか？　……ああ」

　ウェイトレスさんは一瞬不思議そうに瞬まばたきしたが、伯父さんが席を取ったときにあらかじめ合計の人数を伝えていたのだろう、すぐに納得したようにうなずいた。

　注文を完了し、彼女が去ろうとした時、不意に伯父さんが口を開いた。

「キミ、なかなか素敵すてきな指をしているね」

「え？」

「は？」

　……いきなり何を言い出すんだ、この人は。

「ハンディを操る指さばきがあまりにも華麗かれいで、つい見惚みとれてしまったよ」

「は、はあ……」

「どうかな、この後？　キミと出会うこの日のために、僕の助手席は空いていたのかも」

「……!!　し、仕事中ですので！　失礼します！」

　ウェイトレスさんは顔を真っ赤にして、駆け足でバックヤードに引っ込んでしまう。

　そりゃそうなるよ。完全に不審なナンパ野郎じゃねえか。

　ただの社長なら苦言を呈ていさず見ないフリをしたかもしれない。だが、血の繫つながった親族としてセクハラまがいの狼藉ろうぜきを見過ごすわけにはいかず。

「伯父さん、今のはさすがにまずいでしょう」

「どうしてだい？　素敵だと思ったままを口に出しただけさ。女性への礼儀だろう？」

「イタリア人じゃあるまいし……」

「良いと思ったものは良い、口説くどきたくなったら口説く、人生を豊かにするコツだよ」

「いや、そうかもしれませんが……」

「好意は口にしなければ伝わらない。ツンデレで想いが伝わるのはアニメだけさ」

「……！」

　その言葉には、同意だ。

　いきなり初対面のウェイトレスを口説くような行いにシンパシーなど感じたくないが、それは俺がずっと胸に抱いてきた価値観。

　認めたくないが、認めざるを得ない、この世の真理……！

「それに、彼女は嫌がってないみたいだよ。……ほら」

　くい、とあごをしゃくった先、さっきのウェイトレスが頰ほおに手を当て、熱っぽい顔で物憂ものうげなため息をついている。こちらと目が合うと落ち着かない様子になり、伯父さんが軽く手を振ってみせると、ぎこちない笑みを浮かべて会釈えしゃくする──。

　なんだアレ。なんだあの感情が読めない態度。

「嫌がってはなさそうですけど……いまいちハッキリしないですね」

「女心は複雑だからね。いきなり口説かれて困惑しているが、内心悪い気はしていない証拠さ。初手しょてでこの反応なら、あと二回でベッドイン、かな」

「マジですか……さすがと言うか、何と言うか」

　すっかり忘れていたが、そういえば伯父さんはかなりの女好きで、遊び人だった。

　幼い頃の俺は何の話かわからなかったが、月ノ森家ではよく夫婦が揉もめていた記憶がある。

　今になって思えば、旦那だんなの浮気がその原因の八割──下手へたしたら十割だったのかもしれない。

　──ロクなもんじゃねえな、このおっさん。

　まあ、そんな人物に頭を下げに来た俺は、もっとロクデナシなんだが。

　……っと、いけない。媚び売りモードが切れかけてる。

　このままでは地が出て失礼を働いてしまい、約束が反故ほごにされてしまうかもしれん。

「ちょっと、トイレいいですか」

「ああ、もちろんだとも。行っておいで」

「では、失礼して……」

　ちょっと席を外して気を取り直してこよう。

　ウェイトレスを口説くスケベ親父おやじなんて見なかったと、自己催眠じこさいみんをかけてこよう。

「俺は社長の犬。俺は社長の犬。俺は社長の犬──」

　席を立ってフロアの隅すみにあるトイレに向かう道中、俺は媚び売りモードに戻るべく自分自身に暗示をかけ続けた。

　──結論から言えば、それが失敗だった。

　脳のおよそ95％が自己暗示に使われていたせいで、極端に注意力が落ちていた。

　ゆえにトイレの表示が『男女共用』であることにも、『注意！　現在鍵が壊れています。扉を開ける前に必ずノックを！』という貼り紙にも気づけなかったのだ。





「ふぇ……？」




「……………………………………あ」






　時が、凍った。

　何気なにげなくガチャっと開けたドア。

　そこには──すこし腰を浮かせた体勢の女の子がいた。


「………………………………」




「………………………………」



　たった今、穿はこうとしていたのだろう、指で薄桃色うすももいろのパンツのゴムを引っ張って、ふとももの真ん中あたりまで持ち上げているところで時が止まっていた。突然の闖入者ちんにゅうしゃのせいで動きがキャンセルされたのだろうか、それはあまりにも間抜けな光景で。

　たくし上げられたスカートの中身、本来は下着で覆われているはずの部分までが、うっすらと見えてしまっていて。


「………………………………」




「………………………………」



　数秒、互いに見つめ合う。

　相手が男なら、まだ生還の可能性はあったかもしれない。

　だが、どう見ても女の子だった。

　それも、よりにもよって、とびっきり可愛かわいい女の子だ。

　第一印象は、触れたら溶けてしまいそうな白雪姫。

　色素の薄いシルバーブロンドのショートヘア、青と白の寒色系でまとめたファッション。

　首から下げたネックレスと、耳につけたイヤリングが貝をモチーフにしているせいか、人魚のようにさえ見えた。

　身長は俺よりも頭ひとつぶんくらい低いだろうか。女の子としても小柄な方。凹凸の少ないスラリとした体つきながらも、なめらかな質感を想像させるふとももや艶つややかな唇が、妙な色気を醸し出している。







[image: ]







　中学生……あるいは高校生か？　あどけなさと艶つやのギャップが大きくて、いまいち年齢を推おし量ることができなかった。

　──って、俺は何を冷静に観察してるんだ。

　違うだろ。ここは適切な対処で状況を好転させなければならない。

　たとえ事故だろうと、どんな理由があろうと、見てしまったとなれば一発アウトだ。

　ならば──見ていなかった、気づかなかったことにしなければならない。

　気づかなかった人間が自然に取る行動、それは、すなわち……!!




「このままだと漏れちまう!!　──と、限界のフリをしてズボンを脱ぐ!!」

「イヤあああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　トイレに悲鳴が轟とどろき、俺は強烈な一撃を鳩尾みぞおちに食らってぶっ倒れた。





＊






「あははは！　いやぁ、愉快愉快ゆかいゆかい。まさかファーストコンタクトがラッキースケベだとは！」

「……愉快じゃ、ない。不快」

「ククク、まあまあ害があったわけじゃあるまい。──いやあ、持ってるねえ、キミ」

「連れがトイレにいるなら先に言ってください……危うく前科一犯になるところでしたよ！」

　未知との遭遇ラッキースケベ騒ぎから三〇分後。

　何故なぜか俺は、半脱ぎの白雪姫と同じテーブルを囲んでいた。

　味のしないイタリアンハンバーグを口に運びながら、ニヤニヤしてる伯父さんと、その隣でムスっとした無表情のままそっぽを向いてトマトジュースを啜すすっている白雪姫を交互に見る。

　完全に俺の不注意が招まねいた事態とはいえ、あまりにも気まずい食卓だった。

　ストローを乱暴に嚙かんでトマトジュースを啜る少女の姿に、そういえば彩羽いろはもトマトジュース好きだったなぁ、最近の女子高生の間では流行はやってるのかなぁ、いやまあ俺も好きだから常に冷蔵庫に常備してるんだけどあれそれって俺は実質女子高生なのでは？　と現実逃避気味にあらぬ方向に思考を展開してみたが話が進まないのでコホンとひとつ咳払いをして。

「……で、月ノ森社長。その子は……？」

「おや、憶おぼえてないのかな。小さい頃はよくうちに来て一緒に遊んでたんだけどねえ」

「一緒に……えっ」

　言われて、つーんと横を向いてる女の子の顔をあらためて眺め──気づいた。

「もしかして……真白ましろ……？」

「汚きたない口で名前を呼ばないで。神格しんかくが落ちる」

　なんだよ神格て。

「本当に真白なのか……すっかり美人になってるから気づかなかった」

「……！」

　名前の通りの真っ白な肌にわずかに朱しゅが差す。ストローを変形するまで強く嚙み、勢いよくトマトジュースを啜る様は、照れ屋の吸血鬼のようでさえあった。

　──月ノ森真白つきのもりましろ。

　伯父さんの、娘。つまり俺の従姉妹いとこに当たる。

　十年くらい前までは親戚付き合いが活発で毎月のように顔を合わせていたし、コイツの兄貴と三人、外を駆け回って遊んでいたもんだ。最近は互いの両親の仕事が忙しくなり、車を持ってない子どもが自分達だけで会いに行くのは難しく、自然と足は遠のいていったが──。

　風の噂うわさで都内の有名なお嬢様学校に入学したと聞いているが……なるほど、納得だ。

　今、真白がまとうオーラは完全無欠にお嬢様。異論を挟む余地などどこにもない。

「でも、どうして真白がここに？」

「僕が連れてきたのさ。もっとも、ファミレスに着いてからずーっとトイレにこもっていたけどねえ。生理せいりにせよ便秘べんぴにせよ、年頃の女性はいろいろと大変だ」

「お父さん、余計なこと言わないで。セクハラで殺すよ？」

「嗚呼ああ、なんて辛辣しんらつ……昔はあんなに甘えん坊だったのに。これが反抗期というやつか！」

「今のは伯父さんが悪いでしょう」

「ホントそれ。──でも、トイレ覗のぞいたアキはもっと最低。死ね」

「う……否定できないだけにダメージがでかい……」

　これは完璧に嫌われたな……。小さい頃、本物の兄妹のように遊んでいた日々を思い出すと、今の冷たい対応は心にグサリと刺さるものがある。自業自得じごうじとくだからこそ尚更なおさらだ。

　どうにか関係を修復したいところだが。

「だいたい、真白……こんなトコ、来たくなかった……」

「そう言わないでおくれよ真白。お父さんな、真白のことを心の底から心配してるんだよ？」

「信用できない。セクハラ親父」

「うーむ、否定できないだけに言葉もないねえ。やれやれ」

　頰を膨ふくらませ、いじけた様子の真白に、伯父さんは困ったように髭を撫でさするのみ。

　やはり娘は強しか。家族内の力関係が手に取るようにわかる光景だった。

「まあいい。とにかく本題に入ろうか」

「あっ、はい」

　このままでは埒らちが明かないと思ったのだろう、伯父さんは『月ノ森社長』としての顔に戻る。

　急に威厳を取り戻した男を前に俺も緊張し、ふたたび背筋を伸ばす。

「キミのアプリゲーム制作チーム、『５階同盟』のメンバー達をハニプレに就職させる、その交換条件だが──」

　ピクリ、と。彼の隣で真白の肩が跳ねるのが見えた。

　何だ？　と疑問に思ったが、今は目の前の社長の声に集中することにする。




「──卒業までの間、キミに、真白のニセ彼氏になってほしいんだよ」




　一瞬、何を言われているかわからなかった。

　世にあふれるラブコメで腐るほど見た単語が聴こえたのは、気のせいだろうか。


「……………………」




「……………………」



　あまりに荒唐無稽こうとうむけいな一言に、俺も、真白も、咄嗟とっさに反応することができずにいた。

　しかしだんだんと時計の針が時を刻むにつれ、頭が冷静に今の言葉を咀嚼そしゃくする。

「えーっと、何になってほしいと？」

「ニセ彼氏だ」

　どうやら聞き間違いじゃなかったらしい。

　……えっ？　……ええー？

「……意味わからない。ばかなの？　なんで真白がそんな拷問ごうもん受けなきゃいけないの」

　そう、それ。それだよそれ。真白が俺の意思を代弁してくれた。

　いやまあ拷問とまで言わなくてもよくね、とは思うけど。

「これ以上ワガママを言うんじゃあない!!」

　バン、と激しくテーブルを叩たたいて伯父さんがぐいと真白に顔を近づけて。

　露骨ろこつに嫌そうに顔を背そむける真白に向けて、唾つばが飛ばんばかりの勢いでまくし立てる。

「名門女子高から共学の公立高校に転校したいという願いを叶かなえただけでも断腸だんちょうの思いだったのだ!!　ならばせめて共学の性欲モンスターどもが寄ってこないように、ボディガードをつけたいと考えるのは、おかしなことかい!?」

「……それで、ニセ彼氏という発想になるのが意味不明。絶対に嫌」

「本物のボディガードを校内に待機させたら、学校で浮きまくっちゃうだろう？　大切な娘が僕の過保護のせいでイジメに遭あったら後悔してもしきれない！」

「むう。ほっとくって選択肢はないの？」

「ない」

　即答である。

「いいか、真白。共学は危険なんだぞ。あそこは性欲パリピモンスターどもが跋扈ばっこする魔界。清楚せいそで純真で世間を知らぬお嬢様が迷い込めば、すぐさま純潔じゅんけつが食い散らされる！」

「どんなスラムだと思ってるんですか。──っていうか、待ってください」

　ひとついいですか、と前置きを置いて訊たずねる。

「その言い方だと……真白、うちの学校に転校してくるんですか？」

「ああ、その通りだとも明照君。さすがなかなか勘がいい。もう手続きは済ませてあってね、明日からキミと真白はクラスメイトさ」

「なんでまた突然？　たしか真白の通ってた高校って、超名門のお嬢様学校ですよね」

　名門女子大の付属高校。誰もが憧あこがれる高偏差値の大学にエスカレーターで入学できる、まさにエリート女子の快速急行とも呼ぶべき学び舎やだったはず。素行に問題なく、成績も中程度を保たもっていれば、ただ通うだけで進学できる。

　入学した時点で効率的な人生設計が約束されたも同然だというのに。

　何故、わざわざその特権を手放して、うちの高校なんかに？

「そうなんだが、実は──」

「や、やめて。あのこと、アキに言うのは、嫌」

「そういうわけにもいかんだろう。これから頼み事をするんだ、さわりだけでも、真白の状況をわかってもらわないと」

　袖そでを引いてうつむきがちに懇願こんがんする真白。しかし伯父さんは応じず、困ったように眉まゆを寄せながらも口を開いた。

「実はね──真白、ほとんど高校に通ってないんだ」

「それって、不登校、ってことですか」


「…………っ」



「ま、有あり体ていに言えばそうなるね」

　唇くちびるを嚙んで膝ひざを抱える真白を横目に、伯父さんがハッキリとうなずく。

　知られたくない過去だったのだろうか。面伏おもふせる真白の睫毛まつげが細かく震えていた。

「何があったのかを説明すると長くなるのだが──」

「理由はいりません」

　伯父さんの言葉を遮さえぎり、キッパリと言った。

　真白がばっと顔を上げ、不思議そうにぱちぱちと瞬またたきしながら見つめてくる。どうして訊かないの？　こういうのは根掘り葉掘り詮索せんさくするものじゃないの？　そんな疑心暗鬼ぎしんあんきにも似た、警戒心あふれる小動物めいた目だ。

「何かあって、不登校になって、でも変わりたいから転校を決めたんですよね。それだけで、必要な情報は充分。それ以上踏み込もうとするなら、それはただの下世話げせわな興味でしかない」

　俺は、効率的に生きる、をモットーに掲かかげる男だ。だから不要な詮索も、必要以上の干渉もしない。困っている人に手を差し伸べるのに、困っている理由を聞く必要なんてないからだ。

「アキ……」

「……フフ。良い哲学を持ってるね、キミ」

　真白が、意外そうな目を向ける。

　伯父さんも心なしか嬉しそうだ。

「事情はわかりました。伯父さんの心配も。ただ……ニセとはいえ表向き恋人関係になると、結局教室で妙な浮き方をする恐れがありますよ」

「問題ない。恋人持ちはクラスのヒエラルキーの頂点。むしろ真白が共学生活を勝ち組で切り抜けるには必須と言えよう！」

「学生時代に何かあったんですか？　強烈なルサンチマンを感じるんですけど」

「んや、僕は生まれつきのダンディだよ？」

　そんな人間いねえよ。

　伯父さんの暗黒青春時代についても気になるが……まあ、今はどうでもいい。

「譲れない条件、ってことですよね」

「ああ。絶対にね」

　……クソ。

　普段からふざけたノリの大人がふざけた提案をした、ただそれだけの話だってのに。

　本気の目でハッキリと言われたら、無視できなくなるじゃねえか。

　ふざけた皮でくるんでるが、伯父さんはきっと何か事情があって真白を俺に託そうとしてる。

　もしかしたらそれは、彼女が不登校になった理由と関係あるのかもしれないが──。

　詮索は、しない。

　べつに善いい人ぶるつもりはない。俺はただ、自分達の進路のために利用するだけだ。

「わかりました。俺は、引き受けます」

「……！」

　あとは、真白の気持ち次第。

　予想外の返事だったのか、真白は目を見開いた後、しばしの間考え込んだ。ぶつぶつと俺に聞こえない声でつぶやいて、じろりとこちらを睨にらみつける。

「ニセなら……許す。条件を飲まないと、転校させてくれないって言うから。約束は、守る。ほんとは、絶対ヤだけど」

　なるほど。利用してるのはお互い様ってわけだ。

　俺が交換条件を提示されているように、真白もまた父親と交渉した末にここにいるのだ。

　まさかニセ恋人になれなんてブッ飛んだ条件を出されるとは思ってなかったんだろうけど。

　それを呑のんでまで通したいワガママがあるって意味で、どうやら俺もコイツも同類らしい。

　だったら遠慮は必要ない。

「よろしくな、真白」

「馴なれ馴れしくしないで、変態トイレ男。ニセモノだから。仲良くとか、しないから」

「……ま、いいけどさ」

　握手しようと出した右手をはたかれる。ここまで明確に握手を拒否られたのは初めてだ。

　三〇分前に自分がやったことを思えば、通報されてないだけ幸運なので仕方ないが。

「フフフ。仲良きことは美しきかな。うまくやれそうで何よりだよ、カップル諸君♪」

「どこをどう見たらそう思うんですか」

「ホントそれ。お父さんは目が腐ってると思う」

「ハハハ!!　ほうら息がピッタリじゃあないか。──あ、そうそう明照クン」

「はい？」


「キミはあくまでニセ彼氏。真白を本当に手籠てごめにしたりしたら………………わかるね？」



　うお、怖い顔。

　疑うくらいならこんな提案するなよ。現実ではあり得ないとはいえ、ラブコメなら完全にゴールまで行っちゃうやつだぞ、ニセ恋人設定。

「心配ありませんて。真白、俺のこと滅茶苦茶めちゃくちゃ嫌いみたいですし」


「………………ふん」



　実際ここまで嫌われてるのに恋が進展するなんてあり得えない。

　ラブコメならともかく、ここは現実なのだから。

「それじゃ、明日からよろしく頼むよ。ニセ彼氏クン♪」

「……うっす」

　ポンと叩かれた肩が異様に重く感じたのは気のせいだろうか？

　こうして、俺は。

　ハニプレへの無条件就職の代償として、真白のニセ彼氏をやることになったのだった。





＊






『オズはニセ彼氏設定ってどう思う？』

『ラブコメ乙おつ。ガチ彼氏フラグ。最初は嫌だったけど徐々じょじょに惹ひかれあうやつ』

『だがもしもそれが現実で、相手がガチで塩対応の冷たい女だとしたら？』

『……普通に将来ラブラブになる未来しか見えないけど』

『えー……』
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「き、今日から皆さんと一緒に通うことになった、月ノ森真白つきのもりましろ、です。あの、その、えっと、実は……大星明照おおぼしあきてるくんと、お、お付き合いを……してます」




　その日は朝から波乱だった。

　突然の転校生、突然の美少女襲来、突然の彼氏持ち発言──情報量が濃すぎる十秒あまりの自己紹介で、クラスメイト達はジェットコースターに振り落とされたような顔でこっちを見た。

　そして──

「大星と……マジかよ……!?」

「えー、こんな美人なのに大星ってもったいなーい」

「せっかくカワイイ子が転校してきたと思ったらお手付きとか、くっそおおおおおお!!」

「てか大星って誰？」

　疑問と質問と怨嗟えんさの声が間欠泉かんけつせんみたいにドッと噴ふき出す。

　つーか、最後の奴やつ、クラスメイトなんだからせめて名前くらい認識しといてくれ。いやまあ、俺もクラスメイトの名前大して憶おぼえてないし、今喋しゃべった奴の名前も知らないから人のこと言えんけど。

　常日頃つねひごろから空気に等しい存在だったのに、たかが恋人の登場で注目の的になるなんてな。

　青春野郎どもの脳内はどれだけ恋愛で占められてるんだか。

「はいはーい、質問！　大星くんとはどこで出会ったんですかー？」

「え？　えっと……トイレ？」

「ん？」

　おい馬鹿。何本当のこと言ってやがる。

　いや待てそもそもそれが初対面じゃないだろ。もっとこう、普通のシチュエーションで出会ったはずだろ。十数年前とかそのあたりでさ。記憶の引き出しから引っ張ってこいよ、な？

「えっと……わ、忘れました。そ、そっとしておいて……ください！」

　真白は慌てて頭を下げると、強引に話を打ち切って、そそくさと席に向かう。

　生徒達は、えー、と不満そうではあったがそれ以上の詮索せんさくはしないでくれた。

　うむ、現実だ。

　これがラノベやアニメの世界だとしつこいほどの追及がくるもんだが、現実はこんなもんだ。

　一時的な注目は集めるかもしれないが、本質的には他人にそこまで興味がない。

　美少女転校生ともなればアイドル扱いもあり得るかもだが、それだって彼氏持ちとわかれば、妙な絡み方をする男子もいるまい。

　そういう意味では、なるほど伯父おじさんの目論見もくろみは見事的中したわけだ。

　さすが世界的大企業の社長、やり手じゃないか。

　恥ずかしげにうつむきながら、真白はしずしずと隣の席に腰掛けた。当然のように、いつの間にか隣の席は空いていたが、伯父さんの権力は一体どうなってやがるんだ。校長の弱みでも握ってんのかな。

　まあ、破天荒はてんこうな大人に振り回されるのは大変だが──

「お互いうまくやろうぜ」

　真白に苦笑を向ける。

　すると真白は緊張に強張こわばっていた表情を解いて、その代わりに。

「話しかけないで。変態トイレ魔神。真白、許してないから」

　絶対零度ぜったいれいどの鉄仮面てっかめんで、そう言った。

「一瞬前まで内気キャラ装ってたくせに、なんで俺が話しかけた途端とたんに女王様になるんだよ」

「きらいだから。以上」

「彼女のフリする気あります？」

「べつに、愚民ぐみんはアホだから。設定だけ開示しておけば細かい挙動きょどうに違和感があっても気にしない。フリでも仲良くしたりしないから。こっち見ないで」

「や、さすがにそういうわけにいかんだろ……」

　他の人に聴こえない声で、ひそひそとやり取りを交わす。

　こちらとしては見かけ上だけでも仲良くした方が安全だと思うのだが、真白はとりつく島もない。

（なあ、あれってホントに付き合ってるのか？）

　案あんの定じょう、怪訝けげんな視線があちこちから飛んでくる。

（転校生の子、めっちゃ機嫌悪そうじゃん。むしろ大星のこと嫌ってね？）

（ばっっっかこれだから童貞はよぉ。カップルだからこそ喧嘩けんかできるんだよ。お前の父ちゃん母ちゃんだって喧嘩ばっかしてんだろ）

（確かに！　言われてみたら、あのトゲトゲしい雰囲気は逆に本物っぺー！）

　……全部聞こえてるぞ、アホども。

　まあでもこいつらが勘の鈍にぶい奴らでよかった。真白の言う通り、心配するまでもなく自然体で誤魔化ごまかせそうだ。

　しかし問題はここからだ。有象無象うぞうむぞうのモブどもはどうでもいいんだが、友達の少ない俺にも、説明しなきゃならん相手は数人いるわけで。

　そいつは後ろの席からこっそり身を乗り出し、小さな声で訊きいてきた。

「驚いた……アキに彼女って。今まで秘密にしてたの？」

「オズ……すまん、説明すると長くなるんだが、結論から言えば違うんだ」

「うん、まあ。何か事情がありそうだとは思ったよ」

「察しが良くて助かる」

「──例の件と関係あったりする？」

「……まあな」

　まったく、本当に察しの良すぎる友達だ。

　月ノ森社長との取引について、この親友は知っている。

　当然だ、他ならぬ当事者なんだから。

　俺がチームをまとめてハニプレに就職させようとしている理由の、最も重要な部分を占めているのがオズである以上、この件についてもしっかり説明しておくべきなのだろうが。

　……なんて説明したもんかね、コレ。

「まあ、詳しい事情は後で説明するが、かくかくしかじかあって、ニセの恋人同士を演じることになったんだよ」

　うん、無難にこんなところかなと俺が思っていると。

　オズはあははと笑った。

「まるでラブコメ主人公みたいだね」

「オズがそれ言うか？　この前、生徒会長に声かけられてたよな。あの、美人の」

「生徒会室のパソコンが壊れたから診みてほしいって言われただけだよ？」

「や、それでわざわざ学年が一個下のオズに頼んだりしないだろ。間違いなくお前に気がある態度だったな、あれは」

「やー、あのくらいで好かれてるなんて思ったら、勘違い男になっちゃうよ」

「他にも知ってるぞ。駅前のショッピングモールで、不思議系の女の子とぶつかってただろ。ほらあの、たい焼きを食い逃げしてたとびっきりクレイジーな女。どうせあの後も何度か遭遇そうぐうしてるんだろ？」

「確かに最近駅前に行くとバッタリ会うね。偶然だけど。たい焼き奢おごってくれって言われた」

「それ絶対攻略対象な奴じゃねえか」

「や、怖いでしょ常識的に考えて。ただぶつかったことがあるだけの男に奢れとか、絶対詐欺さぎとか何かだよ」

「奢ってないのか？」

「もちろん。警察に通報して逃げたよ」

　わー、常識的。

「鈍感系主人公、ここに極まれり。相変わらず、ことごとくフラグを折りにいってるなぁ」

「ハハ、アキが考えすぎなだけだと思うけど」

　世の中には、主人公になる運命を背負って生まれてくる人間がいる。

　この小日向乙馬こひなたおずまという俺の友人は、まさにそういう星の下に生まれた、選ばれし者だ。

　コイツと友達になってからもう３年になるが、傍はたから見てて、いっそ清々すがすがしいほどラブコメ主人公なのだ。

　凡百ぼんびゃくの男が一生かけても出会えないような美少女と毎週のように出会っている。

　道端みちばたで、校内で、ネット上で。ありとあらゆる場所で出会いまくる。

　しかもそのどれもが、わかりやすくオズに惚ほれてる素振そぶりを見せる奴ばかり。

　本人がいわゆる出会い厨ちゅう、というわけでは断じてない。

　むしろ恋愛には一切興味がなく、ただ自分の趣味であるプログラミングとオタクコンテンツ鑑賞とゲーム作りに没頭ぼっとうするのみ。まさに道を究きわめしオタクの中のオタクである。

　出会う気はないのに、出会ってしまう。しかもそして本人は完全無自覚。

　ラブコメ主人公と呼ばずに何と呼べばいい？

「これでブラコンの妹でも完備してれば完璧かんぺきだったんだが……まあアレは違うか」

「彩羽いろははアキにＬＯＶＥだからねー。僕から見ればアキこそ主人公だけど」

「いや、ないだろ。ないない」

　俺の周りにはマジで俺を嫌ってる女しかいないぞ。

　ウザ絡みしてくる彩羽然しかり、隣の席で「話しかけたら殺す」オーラを出してる真白然り。

　悲しいくらいに女どもから嫌われてる。

「んー。アキにだけは鈍感系主人公呼ばわりされたくないなぁ」

「彩羽の奴が俺の目を見るだけで赤面するような、わかりやすい反応をしたら信じてやるよ」

　ま、天地が逆転してもあり得ないだろうけど。





＊






　針のむしろのような１時限目の授業が終わり、休み時間がやってきた。

　まだ転校したばかりで教材の揃そろっていない真白に教科書を見せてあげる定番イベントがあったのだが、すこし手が触ふれそうになるだけで過敏な反応をされ、ガルルルとうなり声とともに睨にらまれた。

　これがあと５時限ぶん続くのかと考えると、それだけで鬱々うつうつとした気分になってくる。

　ストレスのせいで自分の勉強効率も下がるし良いことなしだ。

　伯父さんとの取引で得られるメリットと照らし合わせてもプラスかマイナスか……。

　なんてことを考えているとひとりの男子生徒がニヤニヤ面で近づいてきた。

　──うわ気持ち悪っ。なんだよその顔。よくそんな「今から意地悪いじわるな質問をします」って、誰が見ても内心が透けて見える顔をできるな。逆に才能だよ。

「大星～、なんだよお前、カノジョいたのかよ」

「……まあな」

　無難に答えておく。

「いつも仲良くしてる後輩の子いるじゃん。あの子と付き合ってるのかと思ってたぜ」

　……うわあ。

　隣にカノジョがいるのにわざわざ波風立てること言うかね、普通。

　幸い真白はニセ彼女だから嫉妬しっとしたりはしないけど、本物だったらどうする気だったんだ。

　単に空気が読めない馬鹿なのか、美少女転校生と俺の仲を引っ搔かき回したい嫉妬厨ちゅうなのか。

　どちらにせよ面倒な奴だ。

「あれ、オズの妹だよ。それで知り合いってだけで、べつにそういうのじゃないから」

「へえ～。めっちゃ仲良さそうだったのに。この前も大星指名で教室来てなかった？」

「兄貴に言えない相談があるってだけだよ」

「マジかよ。怪しいなぁ。何か隠してそー」

　真偽しんぎがどうあれお前に説明する義務なんてねえよ。

　だんだんイライラしてきたので、話を打ち切るべく俺はちょっとした策を講じることにした。

「恋バナに飢うえたお前にいいことを教えてやろう」

「お、なになに？」

「お前、確かうちの担任狙いだったよな。影石かげいし先生」

「え、なんで知ってんの」

　そりゃ当然クラスの人間関係はすべて把握している。

　友達はオズくらいしかいないし、交友関係はゼロに等しいが、観察は常に怠おこたらない。

　この社会で『情報』は絶対の武器だ。いついかなる時に必要になるかわからないし、それほど手間というわけでもないので、恒常的こうじょうてきにアンテナを伸ばしている。

　ま、他人に説明するときは、手の内は見せないけど。

「結構有名だろ。噂うわさになってるぞ」

「いいよなぁ、あの冷たい眼差まなざし。強く詰なじられるとそれだけで新しい扉が開けるぜ」

「あの先生の好みのタイプ、知りたくないか？」

「え。いやそりゃできることなら知りたいけど。そんなの、どうやっても無理だろ」

「簡単だよ。仲の良い教師から聞いたんだ」

「マジかよ!?　おいおい教えてくれよ！　あの人を落とせるなら何でもするぜ!!」

　食いついてきた。

　本当に頭が弱いんだな。なんだか将来が心配になってきたよ。

「影石先生な、マッチョな男が好きな男が好きらしいぞ」

「ん？　ちょっと待って。今なんて？」

「マッチョな男が好きな男が好きらしい」

「マッチョな男が好きなんじゃなくて？」

「マッチョな男ではなく、マッチョな男が好きな男だ。つまり筋肉フェチな男が好みなんだ」

「マジか。マッチョか」

「マジで。マッチョだ」

「つまり……俺がマッチョな男が好きな素振りを常日頃から見せまくれば……!!」

「影石先生のＬＯＶＥはお前のモンだ」


「ウェ────イ!!」




「エンダァァ──!!」



　謎の奇声を上げてハイタッチ。

　我ながら頭の悪い会話だ。お灸きゅうを据すえるための演技とはいえ死にたくなってきた。

　これできっと馬鹿なコイツは明日から筋肉フェチの男と認識され、教室内でそのポジションを不動のものにするだろう。

　はしゃぎながら自分の席に戻っていく彼の背中を見ながら、ひそかに合掌がっしょう。

　青春脱落、おめでとう。


「……………………」



「ん？」

　ふと、隣からの視線を感じて横を見る。

　当然、そこにいるのは真白だ。

（じとー……）

　音が出るくらいの貼はりつくような視線でこっちを見てやがる。

　今のパリピ行為がウザかったのかもしれない。

　うん、ごめんな。俺も自分でウザいなーって思ってたから。どうか許してほしい。

　と、そんな気持ちを込めた視線を返したところ、

「……ふん」

　不機嫌な顔のままそっぽを向かれてしまった。

　──まあ、そうなるわな。

　ウザいクラスメイトをおちょくるためだったとはいえ、反省して、今後は妙なパリピムーブに付き合うのはやめておこう。

　多少気をつけたところで真白さんの塩対応は変わらないような気もするけど。




　──という考えは甘かった。

　変わらないどころか２限目の真白の機嫌は最悪に近かった。

　見せるために近づけた教科書を奪われ、お前はこれでも読んでろとばかりにラノベを渡された。仕方ないので授業中に読破したが、鈍感系主人公のラブコメだった。べつに好きでも嫌いでもないジャンルだが、こんなの読ませて何がしたかったんだ真白は。

　そして休み時間になると──、

「お腹なかへった。おにぎり買ってきて。具はシーフード以外、認めないから」

「は？　なんで俺がパシリなんてしなきゃなんねーんだ」

「カレシならできるでしょ。それとも、付き合ってなかったことにする？」

「ぐ……わかったよ、買ってくりゃいいんだろ」

　──といった感じで、パシらされたりした。

　真白に事あるごとに無理難題むりなんだいを押しつけられたり、理不尽りふじんな意地悪をされたり、言葉で詰られたり、そんなのが３限目まで続いた。

　再会の仕方が最悪だったからって、ここまで酷ひどい扱いをされなきゃならんとは。

　昔はただ引っ込み思案なだけの、可愛かわいい従姉妹いとこだったのに。どこで教育を間違えたんだ。

　１限目の時点ではここまで酷くなかったのに。

　休み時間の後から、いきなり機嫌が悪くなった気がするな。

　もしかして……後輩の女の子と仲良くしてると聞いて、嫉妬している、とか？

　……いや、ないな。

　本当のカノジョならいざ知らず、真白は俺の事が大嫌いなニセ彼女だ。

　嫉妬する理由がどこにもない。

　時の流れとはこうも残酷ざんこくか。昔は俺の後ろにトコトコついてくる子犬みたいな女の子だったのに、今や一時いっときの機嫌の悪さで人を奴隷どれいの如ごとくこき使う氷の女王様だ。

　彩羽とはまた別ベクトルのウザさがあるな、コイツも。

　このまま卒業まで真白の彼氏を演じるのは正直しんどいものがある。

　本当に伯父さんのミッションをクリアして、無事に仲間ともども就職できるんだろうか？




　遠くない未来を憂うれいながら時が過ぎていき、４限目の授業が始まった。

　チャイムの音と同時に、珍しく教室全体の空気が引き締まる。

　──そうだ、『女王』の称号を与えられるべきは、新参者しんざんものの真白などでは断じてない。

　これより始まるのは正真正銘しょうしんしょうめいの『女王の時間』──《猛毒の女王》と恐れられる女が支配する、専制せんせい主義の授業である。

　ガラッ!!

　ただ、ドアを開けた。それだけの挙動きょどうで生徒達の表情が一瞬で凍りつく。

　緊張と静寂せいじゃくが支配する中、コツコツというヒールの音だけが威圧的に響いている。

　きっちりとアップにまとめた髪を揺らした女教師、影石菫かげいしすみれは教卓を強く叩たたくと、しんと静まり返った教室を無言で見渡した。人を殺しかねない強い眼差しで生徒達を睥睨へいげいしていき、

「猿屋敷が閉園したようで何よりね」

　己の統治力を実感して満足したのか、口元にわずかに笑みを浮かべた。

「──では、授業を始めるわ。１２７ページ、三次方程式」

　菫が定規じょうぎで教卓を叩く。同時に、訓練された兵士のように教室内の四〇人が教科書を開く。

　ここまでは異常な光景ではあるが、普通の授業と変わらぬ流れ。

　影石菫の授業が常軌じょうきを逸するのは、ここからだ。

「まずは質問の時間よ。わからないところがある人は挙手なさい」

「「「「……!!」」」」

　来た、という表情をすべての生徒が浮かべる。

　もう一学期も半なかばなので慣れたものだが、最初の内うちは誰もが困惑したものだ。

　日本の通常の教育では、教師が一方的に教科書の内容を説明した後に質問を募る。

　ところが影石菫の授業は、その逆。

『教科書を復唱するだけの教師なんてガラクタ以下の価値しかないわ。書かれてることなんて、自分で読めばいい。読んでもわからないことを説明するために、教師はいるのよ』

　最初の授業の時、菫に言われた言葉は今でも記憶に残っている。

　なるほど確かにその通り、この上なく効率的で素晴らしい考え方だと俺はいたく共感した。

　……が、先進的なやり方には、ついていけない人間が少なからず居いるもので。

「すみません。教科書を読んでくるの、忘れてしまいました」

　真面目そうな眼鏡めがねの男子が挙手とともにそう言った。

　なるほど……これは反発だ。

　彼はクラスでも有名な秀才。課題の類たぐいを忘れたりは絶対しないタイプの生徒だ。彼が言うからには、忘れたのではなく、読んでこなかったのだろう。

　わざわざ菫の言いつけを破った理由は、単純明快。

「あの、こういうのもうやめませんか。一から丁寧ていねいに教えてほしいです」

　現体制変更の提案！

　捨て身の提案をした秀才生徒をまじまじと見つめた後、菫は軽いため息をついた。そして、

「そう、残念ね。あとで独学どくがくなさい」

　たったの一言で、生徒の訴うったえを棄却ききゃくした。

「そ、そんな。あの、こんなやり方やっぱりおかしいですよ。他に聞いたことないし」

「ないでしょうね。他の人と違う価値観で授業を構成してるのだから、当然でしょう？」

「む、無責任だ!!　結局のところ、真面目に教える気がないだけだろ!!」

「無責任？　それを言うなら決まり通りに教科書を読んでこなかった貴方あなたは、一体何の責任を果たしているのかしら」

「ぐっ……」

　華麗なる切り返しに眼鏡男子は詰まる。

　そして、菫のさらなる追撃。

「指示待ち人間に成り下がって、将来貧乏びんぼうになりたいなら好きになさい。でも、アタシは責任を取らないわ。アタシのスタイルで生徒を育て、将来成功させる。それがアタシの責任の取り方よ」

「ぐ、ぐぐ、ぐぐぐぐ……」

「『約束を守る』『自分に厳しく在ある』『エラーがあればすぐさま目上の人間に報告する』、すべて社会人に求められる資質よ。これができない人間は、等しくクズ以下」

「……うう……」

「まともな社会人になりたかったら心掛けなさい。理解したら、着席おすわり」

「……は、はい……」

　完全に言い負かされた男子がしおしおと萎しおれるように椅子いすに落ちた。

　普段自信満々な眼鏡の奥の瞳が、完全に生気を失っている。

　──相変わらずの弁舌べんぜつっぷりだ。この教師、正論のぶつけ方がホント容赦ようしゃない。

「さあ、次の質問を受け付けるわ」




　終始、引き締まった空気のまま授業は続いた。

　生徒にとっては二時間にも三時間にも錯覚する、進みの遅い時間に、救いのようにチャイムが鳴り響く。

「──終わりね。次の授業までに１３５ページまで読んでおくこと。以上」

　ホッと教室に弛緩しかんした空気が流れる。

　菫が教材をまとめて小脇に抱え、教室を出ようとした時──ピタリと立ち止まり、俺の方を振り返った。《猛毒の女王》が普段しない行動に教室がざわめき、俺に注目が集まる。

　何だ何だ何事なにごとだ？　と、興味津々きょうみしんしんな視線が注そそがれる。

　……また妙な注目を浴びてるな。最近、こんなことばっかりだ。

「大星君。昼休みに生徒指導室に来なさい」

「……用件は？」

「課題の件、と言えばわかるでしょう？」

　ギロリと人を殺しそうな目で俺を睨みつけながら、低い声で菫は言う。

「なるほど……わかりました」

「じゃあ、遅れずに来るのよ」

　それだけ言い残すと、菫はヒールの音も高らかに教室を出て行った。

　女王の気配が廊下からも消えた後──。

「なあ、大星。大丈夫なのか？」

「何がだ？」

　いつもは特に声をかけてこないクラスメイト、高橋（仮）が声をかけてくる。

　席は違うが接点などないリア充のひとりだ。

「女王とマンツーマンで生徒指導室って……お前、何やらかしたんだよ」

　どいつもこいつもこういう時ばっかり注目してきやがるのな。

　まあ今回ばかりは無理もないけど。

　生徒指導室といえば、菫が縄張なわばりとしている極悪ごくあくスポットとして有名だ。

　赤点や遅刻を繰り返した生徒が呼び出され、教師と一対一、外からけっして見えない方法で再教育が施ほどこされる。噂ではモヒカン鼻ピアスの世紀末系不良少年が、一時間後につぶらな瞳ひとみのかりあげボーイになって出てきたという。

　中には古今東西ここんとうざいさまざまな調教ちょうきょう道具が保管され、防音完備、ネットも遮断しゃだんし証拠も残らない完全なる治外法権ちがいほうけんが確立されているらしい。

　そんな場所に《猛毒の女王》と二人きりとなれば、そりゃ注目も集めるわけで。

　とはいえ俺としてはそんな大事おおごとでもないので、軽い調子で答えた。

「何って……極刑きょっけいモノの重罪、かな……」

「とんでもねえじゃん。なんでそんなに落ち着いてられんだ」

「大丈夫だよ、死にはしないから」

　淡々たんたんとそう言って、俺は席を立つ。

　と、後ろからオズが声をかけてきた。

「……ホントに大丈夫？」

「何だよオズまで。心配するなって、すぐに帰ってくるからさ」

「う、うん……」

　まだ不安を隠せていないオズに俺は軽く笑いかけて、ふらふらと手を振りながら教室を出た。

　さあ、ここからが戦いだ。

　お手並み拝見といこうか、《猛毒の女王》サマ？
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「失礼します」

　ノックは三回。礼儀正しく、マナー通りに。

　向こうからの「どうぞ」という妙齢みょうれいの女の声が聞こえてから、俺はゆっくりとドアを開けた。

　入室直後、数メートルの場所に置かれた真鍮しんちゅう製の牛が目についた。どう見てもファラリスの雄牛です本当にありがとうございます。史上最も残酷な拷問器具ごうもんきぐのエントリーだ。この学校は、ＰＴＡとのチキンレースでもしてるんだろうか、内部告発で一発ＫＯの様相ようそうを呈ていしている。

　他にもさまざまな拷問器具が威圧的な雰囲気を放つこの部屋は、電灯が点ついていないために薄暗く、時代遅れの蠟燭ろうそくの光だけがちらちらと煌きらめいていた。

　そんな異常な空間の一番奥、処刑人しょけいにんを座らせる椅子の前、影石菫は風景の一部のような自然さでそこに立っている。

「早かったわね。そんなに死期を早めたかったのかしら」

「時間は一秒たりとも無駄にしたくないからな」

　フフ、と微笑ほほえむ菫の横を素通すどおりし、俺は処刑椅子に深々と腰掛けた。

　それを確認すると冷徹なる女教師は、カッ、と音も高らかに、ヒールを地面に突き刺して、鬼気迫る表情で──




「明照様、大ッッッ変ッッッ申し訳ありませんでしたッッッ!!」




　土下座どげざした。

　床が凹へこむほどの勢いで土下座した。

　営業マンの研修けんしゅうでお手本とされそうな、見事な土下座だった。

「どうやら罪の自覚はあるようですね、紫式部先生？」

「さ、殺意の眼差し……」

「当然だろ。アンタの死期を早めたくて早足で来たんだぞ」

「うう、だってだってだってぇ！　定期テストの準備が全然終わんなくて、イラストまで手が回らなかったのよう！」

「『マイハニ』をリアタイ視聴してたみたいだけど？」

「仕事と趣味は別腹べつばらなの!!」

「衛星放送のアンテナを壊したら〆切を守ってくれますかね」

「お、鬼ぃー!!　それマジでやめて!?　アタシからアニメ取り上げたらマジ死ぬからね!?」

「まあさすがにやりませんけど。……他の奴らは想像もしてないだろうなぁ」

　影石菫。ペンネーム、紫式部先生むらさきしきぶせんせい。

　絶対王政を敷き、日々偉そうに社会の何たるかを正論で語る《猛毒の女王》が、よもや人生で一度も〆切を守った事がないイラストレーターだなんて。

　ちなみに生徒指導室に置かれている拷問器具の類は学校で密ひそかに作業をするために菫が持ち込んだ作画資料で、精巧せいこうに造られたレプリカだ。

「『時間を守れない豚は今すぐ荷物をまとめて消えなさい』」

「ぐう……」

「『ヒトは生まれつき等しく豚。社会のルールを守れて初めて猿レベル。あなた達は、一体いつ人間になれるの？』」

「うぐぐう……」

「『約束を守る、自分に厳しく在る、エラーがあればすぐさま目上の人間に報告する、これができない人間は、等しくクズ以下』」

「すみませんごめんなさいあの女王様キャラはただのロールプレイなんですけっして教師の偉い立場に気持ちよくなって調子に乗ってるわけじゃないんですうううううう!!」

　恥じらいもなく涙と鼻水を流しながら謝罪する《猛毒の女王》様。

　あー、めっちゃ写真撮ってクラスのグループチャットに流してえ。

　……いや、俺含まれてないんだけどな、そのグルチャ。

　この冷徹女教師、改あらためダメ女教師は、俺に友達が少ないことを感謝するべきだと思う。

「よくもまあ、あんな偉そうな台詞せりふが吐けますよね」

「だって仕方ないじゃない！　教師やってる以上、威厳を保たもたないと！　ナメられたらリア充や不良どもに調子に乗られて一発で学級崩壊よ!?」

「いまどきそんな過激派な生徒、そうそういないでしょう。どこの情報ですか」

「教師が主人公の漫画まんがには大体だいたいそう描かれてるわ！」

「そりゃそうでしょ」

　ああいうのは問題のある学級だからこそドラマになるんだから。

　というか仮にも教師が教育の参考文献さんこうぶんけんに漫画を挙げるな。

「はあ……教育方針そのものは一理あるのになぁ」

　教科書に書かれてることをただ板書ばんしょするだけなら教師は必要ない。そんなものは、授業が始まる前に読んでくれば事足りる。その意見には俺もおおむね賛成だ。

　そうやって自主的に学び、教師のリソースをうまく利用すれば、最大の学習効率を見込める。

　教育方針自体は至極しごく真っ当で正論ですらあるのだ、超特大のブーメランが頭に刺さっていることに目を瞑つむれば。

「まあいいや……で、イラストはどれくらい上がってるんですか？　進捗しんちょく共有だけでもさせてください」

「ああ、それなんだけどね。とりあえず……」

　タブレットＰＣを取り出した菫が、かわいこぶった演技で──

「……これくらい、かなっ……♪」

　──真っ白な画面を見せながら、そう言った。

「よし、その牛の中に入れ」

「嫌あああああああああ!!　ファラリスは駄目だめえええええ!!」

「何が『これくらい』だよ！　ラフの段階から線一本も引いてないとかナメてんのか!?」

「だってえええええええええ、しょうがないじゃない、スランプだったんだからああああ!!」

「ならもっと早く相談しろよ。手遅れになる前にさぁ」

「えー、スランプなんて言ったら、アタシのカッコいいイメージ、崩くずれちゃわない？」

「どこにカッコよさがあるンだよ、あァ？」

「痛い痛い痛いごめんなさいやめて絶妙に肩凝かたこりに効きくツボを押すのやめて！　あへえええ、壊れちゃううううう!!」

　乱暴な指使いで敏感びんかんなトコロを刺激してやると、菫は絶叫ぜっきょうじみた喘あえぎとともに崩れ落ちた。

　見るも無残むざんなアヘ顔で四つん這ばいになり、ビクビクと腰を痙攣けいれんさせている。

　ちなみに押したのは肩井けんせいと呼ばれるツボだ。実体験だがこれはかなりキく。効率的な健康法を探求する過程で、俺は体中のツボというツボを調べ尽つくしていた。

「まったく……誰もが恐れる女教師がまさかこんなダメ人間だとは……」

「あひ……しょ、しょんなころ、ひふぁれてもぉ……」

「まあ、俺達の馴なれ初そめを思い返せば、まともなわけなかったんだが──」

　腰砕けの女教師を見下ろしながら思い出す。
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　去年の夏休み──

　ここ数年で一番の猛暑と天気予報が告げた日。

　よりによって今日かよと愚痴ぐちりながら俺はゆりかもめに乗って国際展示場へ向かった。

　長い歴史を誇るオタク達の祭典、さまざまな才能が交差するイベント──夏コミに参加するために。

　目的は、イラストレーターの発掘。

　すでにゲームの基礎の仕組みをオズと練り上げ、あとはシナリオとイラストを載せて肉付けするだけという段階。

　正直、プロかセミプロが大勢おおぜいひしめくこの会場で、高校生がスカウト活動なんて無謀極むぼうきわまる。

　それは最初からわかっていた。だから、どうせ遊びか冷やかしだろうと、ほとんどまともに取り合ってくれなくても、俺は泥臭どろくさく端はしから端までブースを巡ってピンときたイラストの描き手に名刺を渡し、オファーして回り続けた。

　一日目と二日目はついぞ見つからず、三日目も挫くじけずに参加し──。

　78人目の絵師さんに苦笑とともに断られた後、その運命の出会いは訪れた。

　それは大手少年漫画作品を原作とした二次創作の同人誌どうじんしが並んだブースだった。

　年端としはもいかぬ少年が豊満ほうまんな肉体のお姉さんに挑発的な眼差しで弄もてあそばれている表紙がずらりと並び、男の俺でもドキリとさせられる色気いろけある少年の描写、明らかに『本物』にしか醸かもし出せないフェチズムたっぷりのおねショタ的世界観から俺は直感した。

　──この人は、かなりデキる。

　しかもその場でサークル名とイラストレーター名を検索したが、出てくるのは同人サークルの公式ＨＰだけで、販売サイトや商業実績の情報が出てこない。

　どうやら即売会そくばいかいの参加のみで専門店への委託販売いたくはんばいもしておらず、商業でも完全手付かずらしいとわかり俺は興奮した。

　こんなレベル高い人が完全フリー!?　マジかよ、同人界隈どうじんかいわい。才能の宝庫じゃねえか。

「あの、すみません。こちらの本を描いた方はいらっしゃいますか？」

　自然と早口になりながら俺は売り子の人にそう訊いた。雇われたコスプレイヤーなのか友人か何かなのか、売り子さんはすこし困った顔をしながら背後をちらりと見て。

「あの、えっと、お客さん。えーっと……」

　売り子さんのおずおずとした呼びかけで、ブースの中にいた人物が──

「出版社の編集さん？　あー、ありがたいんだけど、うち、商業は──」

　──断り文句を述べながら振り返り、こちらの顔を認識した瞬間にガチンと石化した。

　……このときばかりは、さすがに驚いたね。

　まさか学校で恐れられてる数学教師が、中学生男子×女教師モノのどエロい同人誌を描いていたんだから。
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「商業経験皆無かいむなわけですよね、何せ公務員に副業は絶対厳禁。厳密に言えば、有料で同人誌を頒布はんぷしていたのも限りなくグレーなわけですが」

「し、仕方ないじゃない。無料頒布なんてしたら、同人誌の市場価値が下がっちゃうかもしれないし……アタシなりの、イベントへのリスペクトなのよう」

「その心意気こころいきは立派りっぱだけど」

　さりげなく凄すごい自信だ。自分の絵は無料で頒布していいレベルじゃないと、心から思ってるらしい。そしてその自己分析は、限りなく正しい。

　影石菫こと紫式部先生のおねショタ本は想像を絶するクオリティだった。

　エロ漫画雑誌で今すぐ表紙を飾れるレベルだろう。

　どうしてこんな人材が専業イラストレーターではなく、高校の数学教師などというカタギの中のカタギの世界に混ざっていたのか。

「しかしまあ、俺にとっては最高の出会いだった。いつでも原稿をむしり取れる、それでいてハイレベルなイラストレーターを確保できたからな」

「うう……この鬼畜男きちくおとこぉ……教師を脅迫きょうはくするなんて、信じられない……」

「弱味よわみを見せた方が悪いよなぁ、ショタコン女教師どの？」

「ぐっ……」

「副業にならないように細心さいしんの注意を払っていたから、その点で責めるのは分が悪かったが。あのジャンルで活動していたのが運の尽つきだったな」

　本業、女教師。

　裏の顔は、おねショタ作家。

　しかも同人誌の内容はそのほとんどが、女教師が可愛い顔の生徒を誘惑する話だ。

　年齢は小学生から高校生まで幅広いが、いずれもアウトなのは変わらない。

「おまけにまさか同じマンションの同じ階に住んでるとは」

「アタシもビックリよ!!　学校どころか自宅でも逃げ場ないとか!!」

　そう、俺達のチーム名である《５階同盟》はメンバーのほとんどが同じマンションの５階に住んでいる偶然からつけられた名前だ。

　ちなみにシナリオ担当の巻貝まきがいなまこ先生だけは遠くに住んでいるらしい。５階にちょうど一部屋空いているので、呼んでみようと考えたこともあるが畏おそれ多すぎてやめておいた。プロの大先生にこちらからお願いしてシナリオを書いてもらっているのに、さらに近所に引っ越してこいだなんてとても言えっこない。

　孤独こそが名作を生み出す、という言葉もある。そのおかげであの独特で面白いテキストや物語を納品のうひんしてもらえてる可能性を考えたら、遠距離にも意味はあると思えた。

　まあ、《５階同盟》の名前の由来については今はどうでもいい。

「さて、話を戻そうか」

　俺は気を取り直して椅子の上で足を組み、正座している菫を見下ろしながら。

「学校側にバラされたくなければ、わかってるな？」

　交渉きょうはく、再開。

「イラストを……仕上げます……」

　深々と土下座をしながら、菫はかすれた声で言った。

　が、すぐにガバリと顔を上げて。

「でもスランプだって言うのは本当なの！　ちゃんとイラストを仕上げるから、その代わりにアタシのモチベーションアップを手伝って！」

「モチベ管理もプロデューサーの役目だ。絵が問題なく納品されるなら、何でもやるよ」

「──今何でもするって言ったわね？」

「できることならな。ちなみに、〆切しめきりは延ばせない」

「そんな高望みはしないわ。明照様のその身ひとつあればできることよ」

　フフ、と大人っぽい艶然えんぜんとした笑みを浮かべて。

　菫はこう言った。

「とりあえずズボン脱いで『チ○ポ』見せて」


　……………………。




　…………。



「……もしもし、警察ですか？」

「ああああああああああだめえええええええええええ警察らめええええええええええええ!!　懲戒免職ちょうかいめんしょくイヤなのおおおお、お賃金ちんぎんほしいのおおおおお!!」

「うるせえ淫行いんこうクソ教師！　今お前なんつった？　ごく自然な流れでなんつった？」

「だってだってだって!!　今回全然趣味じゃない男キャラを描かなきゃなのよ!?　ショタなら妄想で無限に筆が乗るけどぉ、こんなの資料がなきゃやってらんない!!」

　史上最低の駄々だだっ子だ。初めて聞いたわ、そんな台詞。

「だからって、なんで初手チ○ポなんだよ。べつにンな場所、見せる必要ないだろ」

「アタシ、裸体らたいがイメージできないと描けないの。裸がどうなってるかによって、服を着た時のシルエットも変わるでしょ」

「まあ、そりゃそうだな」

「だいたいのイメージで描けちゃう人もいるかもしれないけど……。アタシの場合は、ここで手を抜くと露骨ろこつにクオリティ落ちるから。妥協だきょうしたくないのよ」

　急に真面目なトーンになる菫。

　まあ……言動げんどうにアレなところは多いが、彼女の絵に対するこだわりは本物だ。

　だからその意思を尊重そんちょうしてやりたいとは思うが──。

「理由の95％はわかった。残り５％の本音ほんねは？」

「ワンチャン現役ＤＫ男子高生のご立派様を拝おがめたら眼福がんぷくだなって」

「もしもし警──」

「噓うそ！　噓だから！　女教師ジョークだから！」

「そんなジョークあってたまるか」

　徹夜てつや続きでだいぶメンタルがやられてるようだ。

　最近の女教師モードの際に毒舌罵倒どくぜつばとうぶりがハンパないのもそのせいだろう。

「はあ……とりあえず、寝ましょう」

「ごめんなさい。アタシ、十五歳以上の男はちょっと」

「同衾どうきんを求めたわけじゃねーよ」

　あと流れるようにフるな、眼中にない女に言われても、傷つくときは傷つくんだぞ。

　微妙にトゲが刺さって痛む胸を押さえながら続ける。

「しっかり寝て頭回復させろって意味だよ。どうせスランプだからと焦あせって、ろくに寝てないんだろ」

「……え、気持ち悪い」

「喧嘩売ってんのかテメエ」

「ああいえ違うの悪口わるくちじゃなくて！　思わず口から漏もれちゃっただけで！」

「何のフォローにもなってねえよ」

「や、何かアタシの思考完全に読まれちゃってるーっていうか。その手の気持ち悪さよ」

「そりゃあ１年近くほぼ毎日会話してるからな」

「だからってここまで言い当てられるとは……そうなのよねえ、最近全然寝れてなくて」

　頰ほおに手を当てふっとため息。

　アンニュイな表情を見せてる分には美人な大人のお姉さんなんだけどな。その方が人生お得なんだし、ずっとそうしてりゃいいのに。

「とにかく寝ろ。寝て炭水化物取って、しっかり血を巡らせて描け。半日延のばしてやるから」

「ん。ありがと」

「じゃ、俺は行く」

　長居はしない。教室の連中に変な噂を流されたらめんどくさいし。

　玉座ぎょくざのような処刑椅子から立ち上がって、軽く手を振り、生徒指導室を後にしようとする。

　その背中に──

「──あ、待って。もうひとつ、話があるの」

「もうひとつ？　〆切以外にまだ何か土下座しなくちゃいけない案件が──」

「違うから！　もうちょびっと信用してくれても良くない!?」

「『信用』とかどの口でほざきやがる。──で、何だよ？」

「月ノ森真白ちゃんのことよ」

「……その話か」

「ええ。今度は《５階同盟》のイラストレーターとしてじゃなくて、ひとりの教師としての話。大星君、あの子の彼氏らしいけれど──」

「それは噓だ」

「やっぱりね」

　きっぱりと否定してみせると、菫はあっさりと納得してみせた。

　俺にカノジョができたなんて１ミリも信じてないあたり、同盟の連中は、どいつもこいつも酷い奴らだ。

「例の話を月ノ森社長に持って行ったら、その交換条件で提示されたんだ」

「ああ……なるほどね」

　菫は腑ふに落ちたようにうなずいた。

　そしてしおらしく頭をたれる。

「ごめんね、アタシ達のために……面倒をかけて」

「ＷＩＮ‐ＷＩＮなんだから、謝罪も感謝も必要ない。同盟の連中は、見捨てない。ハニプレの件は、俺とオズとあんたが進みたい道に進むための最適解さいてきかいなんだ。すでに大人として立場のあるあんたが動けない以上、俺が動くのは当然だろ」

「それは、そうだけど」

「俺は無駄が一番嫌いなんだ。特に才能の無駄遣いが。やりたくもないのにやらざるを得なかった、高校教師という立場から脱出させてやる。……そのためならどんな無茶むちゃ振りでも受けて立つつもりだ」


「……………………」



　何か言いたいのに何も言えない、そんな複雑な感情を秘めた表情で菫がうつむく。

　──まあ、俺もべつに掘り下げたくはない。

　真正面ましょうめんから向き合わず、見ないフリをしたまま今を楽しく生きていく。それでいい。

　それが、いい。

「あの子の処遇について、学校の上から直接命令が降りてきてね。大星君の隣に座らせること、問題児を近づけないこと、その他いろいろ注意事項があったのだけど……その中にひとつ、気になるものを見つけたのよ」

「転校前は引きこもりだったこと」

「……知ってたのね。理由も？」

「いや、理由までは踏み込まなかった。ずけずけ聞き出すようなことでもないしな」

「一応、耳に入れておくわ」

　菫はすこしだけ顔を寄せると、心持ち声をひそめて。




「あの子──いじめられてたらしいの」




　知ってた。

　引きこもりになる理由はいくつかあるだろうけど、選択肢せんたくしは限られる。

　いじめが原因というのは真まっ先さきに考えた。

「秘密にしていた事がクラスメイトにバレて、変なふうに吊つるし上げられちゃったみたい」

「秘密？」

「具体的な内容は担任の権限でも教えてもらえなかったわ」

「ま、親の気持ちを考えれば当然か」

　伯父さんが俺をニセ彼氏にさせた狙いが何となくわかった気がする。

　教室に誰も味方がいない状態を作りたくなかったんだ。

　誰かひとり、それも男が盾になれる状況であれば、妙な晒さらし上げの被害者にされる可能性はぐっと減る。

「そういうことだからアタシからもお願いするわ。月ノ森さんのこと、面倒見てあげて。今度は楽しく学校に通い続けられるように」

「……わかったよ」

「フフ、ありがと。さすがお節介せっかいの大星君ね」

「褒ほめてないだろ、それ」

「褒めてるわよ。だって、アタシも、乙馬君も、君のおかげで今こうしていられるんだもの」

「……昼飯ひるめしを食べる時間がなくなる。もう行くからな」

「フフ、照れちゃって」

　余裕を取り戻した女教師の顔でくすりと笑む声が背中から聞こえてくる。

　まったく、甘い顔をしてやるとすぐに調子に乗りやがって。

　ここは良い雰囲気ふんいきで退室するのがスマートだろうと、俺は首だけで振り向き、苦笑を浮かべ。

「おだてたって、〆切は延びないからな？」

「チッ」

　おいこら。





＊






『菫先生はとびっきりヤバイ人だけど意外と生徒想いで真面目まじめなところがあるんだよね。数学の授業も、パッと聞くと厳しいこと言ってるふうだけど意外と理に適かなってるし。僕のマニアックな会話に理解を示してくれる、理系方向の頭の良さもある』

『べた褒ぼめだな。じゃあオズ、あの人の彼氏になって、引っぱたいてでもイラスト上げさせてくれ』

『いや、普通の感性しか持ってない僕はそういう尖とがったことできないんで。そういうのはアキに任せるよ』

『……俺も至いたって普通の高校生なんだが』

『またまた御冗談ごじょうだんを。はっはっは』

『乾かわいた笑いはやめろォ！』
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　学校中に鳴り響くチャイムが授業の終了を報しらせる。

　つまらない学校から解放された喜びを全身で表現し我先われさきにと帰宅する者、部活動に励はげもうと意気揚々と肩を回す者、課題が終わらず居残り勉強に追われる者といった放課後百景ほうかごひゃっけいを眺め、我われ関せずとばかりに帰り支度じたくを済ませる中、ふと隣を見やるとぽつんと座る白雪姫がひとり。

　──構ってやるか。伯父おじさんにも担任にも頼まれてる以上、面倒見てやらないとな。

　一言ひとこと声をかけた時点で毒舌吐かれて会話終了、な未来が見えなくもないが。

「なあ──」

「彼氏面かれしづらしないで」

　一言どころか二文字目で拒絶された。

　てか今の発言、ニセ彼女やる気ありますか、真白ましろさん？

「おお、あれが伝統芸能。最近は絶滅危惧種ぜつめつきぐしゅとされている、ツンデレってやつか」

「人前でベタベタするのが嫌いなタイプなのね。大和撫子やまとなでしこの侘わび寂さびって素敵すてき～」

「あの容赦ようしゃなく拒否できる感じ、恋人を通り越してもはや夫婦だよなぁ」

　まだ教室に残っているクラスメイト連中（男女問わず）の、ズレにズレまくった感想が聴こえてくる。

　お前ら現実をよく見ろ。どう見ても相性あいしょう最悪じゃねえか。

　これじゃ仮に俺と真白が教室で殴なぐり合っても、微笑ほほえましく観戦してそうだ。

　そして、そんなふうに注目されていることに気づいた真白は、

「あ、あの……見ないで、くだ……さい……」

　照れに頰ほおを赤らめて、殻に閉じこもるヤドカリのように首をすくめた。

　慌てて荷物をまとめ、逃げるようにそそくさと教室を出て行く真白の背中を見送った後で、俺はどっと脱力しながらつぶやいた。

「……俺とそれ以外で、態度が違いすぎるだろ……」

「あはは。悪い子じゃなさそうなんだけどね」

　隣にやってきたオズが苦笑する。

「恋人と言わないまでも、友達くらいには距離縮めないと。面倒見ようにも見れないよなぁ」

　見た目も性格もイケメンで主人公属性持ちのオズならうまくやれそうな気もするけど。

　ニセ彼氏役を俺が請うけ負おってしまっている以上、それはまずい。

　オズが真白の面倒を見て、本気で惚ほれられでもしてしまったら、伯父さんの敏感すぎる逆鱗げきりんに毒手どくしゅで触れることになる。

　就職の件がおじゃんになるどころか親戚から総スカンを食らって絶縁孤立ぜつえんこりつだ。

「何か良い方法ないか？　あの不機嫌姫と仲良くなる方法」

「うーん、どうだろ。あそこまで好感度マイナスな状態だとなかなかね」

　さすが好感度マックスから始まる男は言うことが違う。

「べつに今の距離感のままでも困らないっちゃ困らないんだが──」

　このまま針のむしろみたいな学校生活を送り続けるのはなるべく避けたい。

　真白にとっても、多分たぶん良いことじゃない。

「……ま、今後の課題だな。とりあえず、今日のところは帰るか。オズももう出るだろ？」

「あ、ごめん。会長に用事を頼まれてるんだ」

「会長？　……ああ、あの美人生徒会長か。ホント、気に入られてるな」

「雑用係に使われてるだけだよ。ほら僕、気が弱そうだし」

「そうか？　中学まではそうだったかもしれないが……」

「とにかくそういうことだからさ。今日は一緒に帰れないんだ。ごめんね」

「ま、しゃーなしだな。頑張ってこいよ」

　美人生徒会長ルートの攻略を。

「うん、頑張ってくるよ。嘆願書たんがんしょの整理整頓せいりせいとん」

　──うーん、この鈍感主人公。

　じゃあねバイバイと爽さわやかに手を振りながら去っていくオズを内心あきれながら見送った。

　結局、一緒に帰る相手はなし、か。

　まあいい。アプリストアのランキングでも眺めながらゆっくり帰るとしよう。




　そんなことを考えながら下駄箱げたばこまで来て上履うわばきから靴に履はき替えたときだった。

「──ぐおっ!?」

「だぁーれだ♪」

　突然、後ろから何者なにものかにぶつかられた。いや、相手は明白だ。こんな通り魔まがいの突撃をかます知人なんて俺が知る限りひとりしかいない。

「鼓膜こまくに触れるだけで不快になるこの声は、間違いなく彩羽いろはだ」

「ちょっと余計な修飾語しゅうしょくごつきすぎィ！」

　コロコロと鈴のように笑う声。ちなみに鈴というたとえは中身が空っぽって意味だ。

　背中せなかにぴったりくっつく彩羽の妙に高い体温と、香水もつけてないのにやたらと甘い香りに柄にもなく鼓動こどうが速くなってしまうのを自覚しながら、俺は努つとめて冷静に。

「何の用だよ。あと離れろ」

「放課後ボッチでかわいそ～なセンパイを、可愛かわいい後輩が慰なぐさめてあげようと思いまして♪」

「余計なお世話だ。離れろって言ってるだろ」

「ふぅん、離れちゃってもいいんですか？」

「……何が言いたい？」

　彩羽の口調に『裏』を感じて俺は訊きき返す。

　よくぞ聞いてくれましたとばかりに彩羽は、口元にんまり、耳元でそっと囁ささやいた。

「気づきませんか？　背中に触れる、ふわふわ、ぷるぷるの……カ・ン・ショ・ク♪」

「はん、どうせまた胸が当たってるとかどうと……か……!?」

「あはっ☆　気づいちゃいましたね、セ～ンパイ♪」

　俺の表情が強張こわばったことを目ざとく察した彩羽は、語尾ごびを上げてますます調子に乗る。

　クソ。マジかよ。そんなことって、あるか。

　女体にょたいの実際については寡聞かぶんにして知らないが、噂うわさ自体は事あるごとに耳に入る。

　柔軟じゅうなんなたわみ曲線を描くいわゆる乳袋ちちぶくろと呼ばれるような二次元の産物は実際にはあり得ず、ブラに包まれた胸に服越しに触れればその硬さ、人工物の無慈悲むじひさを知るという。

　つまり大して柔らかさを感じないという説があるのだ。

　例外があるとすれば、それはブラをつけていない場合。あるいはさらに上を行き──

「センパイ。実は私──下着をつけてくるの忘れちゃって。しかも制服のシャツ、前のところが全部空いちゃってるんです」

「う、噓うそつけ。騙だまされんぞ。だいたい、どうしたらそんな格好になれるんだよ」

　カラカラに渇いた喉を震わせて、かろうじてそんな言葉を返した。

　彩羽には背中から抱きつかれている体勢で、彼女の言葉の真偽を確かめるすべはない。

「また胸が成長しちゃったと言いますか～。シャツがきつきつで～。ちょっと体勢を変えたらバッチーン！　って、ボタンが弾はじけちゃったみたいですね☆」

「なっ、まさか……」

「イエス！　センパイが私を振り払った瞬間、Ｒ指定モノの放送事故ッ!!　いぇーい!!」

　楽しそうにとんでもないこと言いやがったぞコイツ。

「おい悪ふざけはよせ」

「アハハハ！　本気ですよう。恥ずかしいから離れられないんですう、きゃー」

「棒読みじゃねえか」

　クソ。彩羽の奴やつ、俺に恋人がいるとまずいと知ってから、どんどん距離を縮めてきやがる。

　まったく、ひどい嫌がらせだ。

　──とはいえ、さすがに生乳なまちちを背中に押し当てたりなんて、しないよな？

　これはあくまで彩羽のブラフ。構わずに振り払えば何の問題もあるまい。


　……………………。




　…………。



　……いや、もしも万が一があったら？

　胸が成長したからシャツのボタンが弾け飛んだというのはさすがに噓くさい。

　しかし噓だと決めつけて、コイツを無碍むげに扱ったら、通りすがりの生徒達に生乳を見られてしまうかもしれないわけだ。正直、このウザい女がどうなろうと知ったことではないが。

　それでも親友の妹だ。そいつの世間体せけんていが悪くなって、オズが悲しむのだけは見過ごせない。

　ただこのまま密着姿で立ち往生も避さけたいところだ。

　表向きは真白と付き合ってることになっているのに、制服がはだけた後輩女子と密着というのは、俺の世間体が悪すぎる。最悪の場合、その情報が伯父さんに伝わってすべてがおじゃん。

　それだけは、避けねば。

「ふっふっふ、万事休ばんじきゅうす！　ってヤツですかね～！　降参こうさんしたら離れてあげても──」

「後悔するなよ？」

「──へ？」

「お前の世間体を守りながら、俺も無事に生存する。その程度、造作ぞうさもない!!」

「え、わ、ちょ、ひゃわっ!?」

　ガシッ！

　わずかに腰を落として両腕を彩羽の膝裏ひざうらに回し、ホールド。勢いをつけて立ち上がる。

　首に絡みつくように腕を回して俺に体重を預けていた彩羽は、そのまましがみつく形となり。

　立派な『おんぶ』の体勢が完成した。


「せ、センパ、これちょっと恥はずすぎっ、おろしておろしてちょっとォーーッ!!」



「おっぱい丸出しに比べたらマシだろ。それとも、『あれは噓だった』と降参するか？」


「む……！　こ、こンのォ……！」



　ぐぬぬぬと悔くやしそうな顔をしているのが、背中越しにも手に取るようにわかる。

　彩羽は葛藤かっとうを感じさせる溜ための後、

「い、いいんですかーこんなことして。人に見られたらイチャラブカップル一発認定ですよ」

「問題ない」

「えっ、ひゃあっ!?」

　俺は彩羽をおんぶしたまま昇降口しょうこうぐちを飛び出し、すぐさま植え込みの裏に回った。

　そして迷いのない足取りでずんずんと進んでいく。

「ちょ待っ、躊躇ちゅうちょゼロとかマジっすかおーい！　何なんですかこの自信たっぷりな行軍こうぐん！」

「人目につきにくいルートで帰るだけだ。とっておきの道がある」

「はぁ!?　何でそんなとこ把握してるんです!?」

「何を言ってる？　把握してないわけないだろ。俺は効率的に生きる男だぞ？」

　最高効率の道順を探るために一通りの道順を試すのは、ＲＴＡリアルタイムアタックの基礎中の基礎だ。

　家から学校、否、学校の教室に至るまでのあらゆるルートが俺の脳にインプットされている。

　その中で最も放課後の時間帯、人通りが少なく、目撃される危険が少ない道を通ればいい。

「前々から思ってましたけど、センパイ絶対普通の高校生じゃないですよね？」

「いや、普通だけど」

「噓だーっ！　こんな高校生、いるわけなきゃああああああああ!?」

「見つかりたくないなら大声出すな、馬鹿。振り落とされないように摑つかまってな」

　不意打ふいうちの猛烈加速で、余計な異論反論を喚わめき立てる口を塞ふさぐ。

　彩羽の体は驚くほど軽い。

　普段あれだけ食う寝るぐうたらしてるくせに、よくもまあ無駄むだなぜい肉もつけずにここまでのスタイルと軽さを維持できるもんだ。

　頭の軽さと体重は比例するという仮説をもとに研究を進めたら、意外と相関関係そうかんかんけいがあるかもしれないな。……いや、ないだろうけど。


「～～～～～～～～ッ!!　────────ッ!?」



「ん？　何か言ったか？」


「～～～～～～～～～～～～ッ!!　───────ッ!?」



　聞こえない。

　目に入る人間の視界範囲を予想し、捕捉ほそくされないように気遣いながら走っているせいで、すぐ後ろで何事かを訴うったえる彩羽の声は、まったく音として認識できなかった。

　俺は今、風を置き去りにしている。
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「……さんっ……降参、ですからっ!!　だから、降ろしてくださいっ!!」

　その内容を理解できたのは、学校の裏口を抜けて路地ろじに出て、曲がり角の手前で歩あゆみを緩ゆるめたタイミングだった。

　首に絡めていた腕を離し、ポカポカと背中を叩たたきながら涙声で訴える彩羽に、俺は軽く視線を向けて。

「降参する前に、何か言うことは？」

「ぐ……ご、ごめんなさい」

「何について謝っているのかわからないなぁ」

「せ、制服のシャツが壊れて、上半身ヌード状態という噓をついてごめんなさい……」

「謝るのは噓をついたことについてだけか？」

「う、噓をつき、センパイをからかって大変申し訳ありませんでしたっ!!」

「よろしい」

　誠意ある謝罪に満足した俺は、彩羽の膝裏から両腕をリリース。

　支えを失った彩羽はお尻から地面に落下する。

「きゃふっ!?　うぅ～、ひどい……」

「毎度毎度俺の迷惑を考えずに弄いじってくる罰だ」

「女の子に優しくって、小学校で習わなかったんですか!!　モテませんよ!!」

「習ってないしモテる気もねーよ」

「むぅ……」

　振り返ると、しりもちをついたまま不満げに頰を膨ふくらませる彩羽の姿。

　上半身は本人の自白通り、しっかりボタンの留とまった制服シャツ。

　おっぱいグランプリ開催かいさいのお知らせはされていないようで何よりだが、代わりにスカートの裾すそが乱れて健康的なふとももが晒さらされてしまっていて、慌てて目を逸そらす。

　──まったくウザ女のくせに無駄に女を主張しやがって。

　不覚にもうっかりエロスを感じかけてしまったじゃないか。


「うー、恥ずっ。この年でおんぶされるとか～～～っ!!　屈辱くつじょくの極きわみぃ～～～っ!!」



「お前にも『恥はじ』の概念がいねんがあったんだな。これはいいことを聞いた」

「げっ」

　やらかした、という彩羽の顔。それはいまだ赤く染まっていて、おんぶの恥じらいが長引いていることを言葉よりも雄弁ゆうべんに物語っていた。

「平気で密着してくるわ下ネタにも動じないわで、逆襲ぎゃくしゅうの手段しゅだんがなさすぎると思ったが──」

「ち、ちがっ、べつにっ」

「──まさか『子ども扱い』がここまで効きくとはな。おー、よちよち。パパでちゅよー」

「やめれー!!　泣きますよ!?　泣いちゃいますよ!?」

「彩羽ちゃんは泣き虫でちゅねー」

「うにゃあああああああああああやめろおおおおおおおおおおおおお!!」

　ガラガラであやすような素振そぶりとともに言ってやると、彩羽は頭を抱えて悶絶もんぜつした。

　おお、効いてる効いてる。

「うちのママが全然子離れできなくて、高校入学までしつこく赤ちゃん扱いされたトラウマが……まさか、センパイごときに掘り起こされるなんて……」

「これで二度とナメた口が利けなくなったな」

「ぐぬぬ……お、覚えてろよー。今回は負けたけど、次は絶対に私が弄りますからね!?」

「ああいつでもかかってこい。傾向けいこうと対策たいさくさえつかめればチョロいもんだ」

　付き合っといてアレだが、一体何の勝負なんだろうか。まあ、どうでもいいけれど。

　彩羽は居住いずまいを正ただして立ち上がり、不満そうにぼやいた。

「あーあ、負けちゃった。せっかくノーブラになってまで攻めに出たのに」

「ふっ。制服のシャツが壊れたなんて非現実的なブラフが通用するとでも今何て言った？」

「ん？　負けちゃった？」

「もうちょい後ろ」

「攻めに出たのに？」

「行き過ぎ──っていうかべつにいい。聞こえてた。ちょっと現実逃避げんじつとうひしたくなっただけで」

「？」

　首を傾かしげる彩羽の怪訝けげんな視線から逃げるように超高速で後ろを向く。

　今更いまさらになって心臓が高鳴たかなってきた。




　──ノーブラはガチかよ。




　そりゃそうだよな、あれだけ柔らかかったんだ。

　最低ノーブラに決まってる。

　生乳はさすがにやりすぎだとは思っていたが──

　シャツ越しとはいえ、ノーブラの胸を押しつけられていたとは。

　俺は小日向彩羽こひなたいろはという女を侮あなどっていた。

　まさか俺をからかうためだけにノーブラのおっぱいを押しつけてくるなんて。

　……いや常識的に考えてあり得ないだろ。普通、そんなことをするだろうか。


　あれ、もしかしてコイツ、想像以上に俺のこと──……。




　俺が考えているよりも、ずっと──……






　……俺のことが、大嫌いなのでは？




　彩羽がおっぱいを押しつけてまでからかう相手は俺だけだ。

　あらゆる女の武器を使ってでもからかい尽つくしてやるという鋼はがねの意思を感じる。

　何がコイツをここまでさせるのか理解不能だが、とにかく俺のことが徹底的てっていてきに嫌いみたいだ。

　これでウザ絡みをしてこなければ、好意こういの証あかしだと判断できるんだが……うーむ。

「彩羽……お前、すげえな……」

「何の話です？」

　意味がわからず首をひねる彩羽を置いてけぼりに、ひとり感心してしまう俺だった。





＊






　おんぶが終わり、特に人目を気にする必要もなく彩羽と二人マンションに帰る途中。

　ふと思いついて、俺は隣でＴ字に腕を広げながら縁石えんせきの上を歩く彩羽に声をかけた。

「なあ、ひとつ頼みがあるんだが」

「お。何ですか、童貞センパイ？　彩羽お姉さんが何でも言うことを聞いてあげますよ」

「よほどバブみを感じたいようだな」

「わーん!!　だからやめれってー!!」

　うーん、効果てき面。

　彩羽は不満たらたらな顔ながらも、真面目まじめな空気を察したのかすこし表情を引き締めて。

「……で、何ですか？」

「俺に対してウザ絡みしてくる面倒くさい女のお前に訊いてみたいんだが──」

「あはー、クッソ失礼な前置きいただきました」

「──面倒くさい女の子と仲良くなるには、どうすればいいと思う？」


「…………………………は？」



　時が止まる。

　何を言われたのかわからない、とばかりにしばしフリーズした後、彩羽は口を開く。

「え、何、センパイ、好きな子でもできたの？」

　声が震えている。まるで宇宙人に襲来しゅうらいされた時の米国大統領べいこくだいとうりょうだ。顔面蒼白がんめんそうはくですらある。

　いやそんなに意外そうな反応しなくても。俺に好きな子ができたら悪いのかよ。

　まあ、事実好きな子なんてできていないわけだが。

「そうじゃなくてだな──」

　俺は状況を説明した。

　現在俺が《５階同盟》の将来のために、水面下すいめんかでいろいろと動いていること。

　その第一歩、月ノ森つきのもり社長から課せられたミッションについて。

　そのために、月ノ森真白つきのもりましろとニセの恋人同士を演じることになっていること。

　真白が転校前にいろいろあったようで、菫すみれ先生から面倒を見るように頼まれていること。

　ニセの恋人関係というだけでなく、友達程度には距離を詰めておいた方が今後の真白の学校生活にも良いだろうと考えていること。

　などなど、我ながらずいぶんと取とっ散ちらかった状況だと思いながら説明した。

　最初は彩羽も「え、何それイミフ」とポカンとしていたが、徐々に状況を呑のみ込めてきたらしく──

「あー、はいはい。センパイ、ホントお節介せっかいですねー」

「世のため人のためじゃなくて、全部自分のためだけどな」

「真白さん、ですっけ？　その人と本気で友達になるのは必須ひっすじゃないでしょ」

「まあそりゃそうだが。何となく孤独になってほしくないっていうか。ただの俺のエゴだよ」

「そこがお節介で、センパイのイイところでもあるわけですけど」

　くすっと可笑おかしそうに笑う彩羽。

　もしかしたら、昔のことでも思い出しているのかもしれない。

「とはいえ正直どうすりゃいいのかわからん。仲良くなろうにも、あっちは完全塩対応しおたいおうだし」

「ファーストコンタクトが最悪ですよねー。間違えてトイレ中に突撃します？　ふつー」

「そこは本当に申し訳ないと思ってる……」

「ですよねー、反省してください」

　言葉ではそう言うが、口調には一切責いっさいせめる気配けはいがない。

　彩羽はそういう奴だ。ウザ絡みが激しく鬱陶うっとうしいが、けっして責めるようなことを言ったり、本気で説教してきたりはしない。

　今回のトイレ誤爆ごばく事件についても完全に笑い話のひとつとして扱ってくれている。

　裏表うらおもてなく常にフラットな態度で接してくれるこの感じは、俺も嫌いじゃない。

　友達として接する分には滅茶苦茶めちゃくちゃ話しやすいし、これでウザ絡みがなければ完璧かんぺきなのだが、天はなかなか二物にぶつを与えてくれないものだ。

「ふーむ、心を開かないツンデレ毒舌どくぜつ美少女ですか。エロゲなら定番ですけど、はてさて」

「いやお前、エロゲて。仮にも現役ＪＫ女子高生だろ」

「大丈夫ですよ。いまどきは全年齢エロゲも普通に流通りゅうつうしてますし。エロゲ展開、って単語に直接的な十八禁の意味は含まれませんし」

「ミーム汚染おせんって怖いな……」

「文明の進歩は素晴すばらしき、ですねー☆」

　きゃはっ、と彩羽は楽しげに笑い。

「──ま、ここは私に任せてください」

　どん、ぷるん、と、ノーブラの胸を叩いてこう言った。




「乙女心おとめごころのわからないセンパイの代わりに、真白さん攻略法、どーんと教えちゃいます☆」





＊






『おっぱいが当たったそうだね。砕くだけ散るべきなんじゃないかな』

『ち、違うんだオズ。べつにお前の妹に変なことをしようとしたわけじゃ……』

『あ、それは別べつにいいんだ。妹の人生は妹のモノだし、僕はシスコンとかじゃないから』

『じゃ、じゃあそのどす黒いオーラの正体しょうたいはなんなんだ？』

『いや、おっぱいまで当てられてなお、モテない男アピールしてるのは正直どうかと思ってね。このリア充め砕け散れ、っていう大勢おおぜいの怨念おんねんを代弁だいべんしようと思って』

『誰の想いを継ついでるんだ、お前は……』
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　翌日の朝から俺は真白ましろの愛奴隷サーヴァントとなった。

　飼い犬につけるリード付きの首輪を装備し、毎朝校門の脇わきで待ち構え、登校してきた真白の目前に鮮あざやかに滑すべり込んで鞄かばん持ちを申し出た。敬愛けいあいすべき真白の手を煩わずらわせるイケナイ荷物をお預かりして、ノンストレスなお手軽登校を楽しんでいただく。


「……………………」



　真白も俺の積極的な奉仕ほうしに感極かんきわまったのか、教室に入るまでの間ずっと無言むごんだった。




　昼飯ひるめしの時間になれば、購買部こうばいぶに走っていきネギトロおにぎりを３個調達ちょうたつし、１個はお茶漬ちゃづけにできるように特製の出汁だしが効きいたお茶を用意した。徹底的てっていてきに調査ちょうさして特定した真白の好物こうぶつだ。


「……………………」



　よほど嬉うれしかったのか真白は食事も喉のどを通らないようだった。




　放課後のチャイムが鳴れば彼女の席の前で跪ひざまずき、背中を差し出す。

　真白専用送迎人力そうげいじんりきタクシーの完成である。


「………………………………」



　愛奴隷サーヴァントの徹底的な献身けんしんにさすがの毒雪姫どくゆきひめも心動かされたのか、一言ひとことも発はっすることなく、その細い腕うでをぷるぷると震ふるわせて。

「……ッ、ちょっ、……と！　こっち、来て……！」

「は。仰おおせのままに」

　首根くびねっこを摑つかんでズルズルと引きずるようにして廊下ろうかに連れて行かれる。

　人目につかない階段下の物置ものおき前に到着とうちゃくすると同時、俺を壁際かべぎわに追い詰めながら真白は──




「──ウザすぎ。何の嫌がらせ？」




　激おこだった。

　口調くちょうこそ大人しいが、その低い声音こわねには本気の怒りが滲にじんでいる。

「ですよねー」

「なに他人事たにんごとみたいに言ってるの。今日のアキ、ちょっと信じられないくらいウザい」

「いや俺もうすうす『これはないわ』と思ってたんだけどさ」

「は？　死ねば？」

「辛辣しんらつすぎませんかね真白さん……いやちょっと、俺の言い分も聞いてほしいんだが」

　実は今日の徹底てっていおもてなしには裏がある。

　愛の奴隷どれいと化した俺による鞄持ち、パシリ、送り迎むかえ──これらはすべて俺の発案はつあんではなく１００％小日向彩羽こひなたいろはプロデュースによる、月ノ森真白つきのもりましろ攻略作戦なのだ。

　常識的に考えて、かなりウザいだろうと思っていた。

　しかし中途半端ちゅうとはんぱにやってしまうと、この作戦が効果的だったか否いなかを的確てきかくに判断できなくなる。今後効率的な作戦立案をするためには１００％やりきって検証けんしょうしなければならなかった。

　……という考えでやりきったものの、まあ途中からダメだこりゃと思ったね。

　こんなん好きでもない男にやられたら、気持ち悪いストーカー行為でしかない。

　つーか、何だよ愛奴隷サーヴァントって。

　まあ最早もはや俺が教室でどんな不審ふしんな行為をしても、クラスの連中は「月ノ森さんと仲が良いんだね、さすがカップル」としか言わないので名誉めいよに一切傷がつかないのは幸いだった。

　あいつらもう集団催眠しゅうだんさいみんにでもかかってるんじゃないか？

　ここまで来ると常識改変世界に迷い込んだ気分だよ。

　──と、そんなこんなで諸々もろもろの事情を説明された真白は、怒りに吊つり上がった目をほんのすこしだけ和やわらげてそこに小匙こさじ一杯ほどの憐憫れんびんを加えてこう言った。

「……ばかなの？」

「今回ばかりは返す言葉もない……」

　くそう、彩羽なんかにヒントを求めた俺が馬鹿だった。

　奴やつのドヤ顔が思い出される。




『いいですか、センパイ。女の子と仲良くするコツは、まず優しくすること！』

『……それだけでいいのか？』

『もちのロンのスケですよ。女の子は基本チョロいと知るべし！　優しくされるだけで、その人のことが気になっちゃって夜も眠れないらしいですよ～……知らんけど！』

『知らないのかよ』

『そりゃ私、まだまだ初恋バージンですからね～。でもま、そんな感じでしょきっと！』

『適当だなぁ……』

『まあまあまあ。騙だまされたと思って、私の言う通りにやってみま～っしょい！』




　──はい、騙された。

　服装も、台詞せりふも、展開も、１ミリのブレもなく彩羽の提案通りにやりきった結果がこれだ。

　さすが彩羽。他人をウザがらせることにかけては天才的だ。素直に騙されておいてなんだが、惚ほれ惚ぼれするほどのお手並てなみみである。

「座って。正座せいざ」

「……はい」

　隙間風すきまかぜの冷たい階段下、硬い廊下の上に正座させられ、冷たい眼差まなざしで見下みおろされる。

　教室に稀まれにいる上級者の方々は『ご褒美ほうび』と悦よろこぶかもしれないが、その手の性癖せいへきを備えていない俺としては、ただただ苦痛でしかなかった。

「ウザいこと自覚しててやったとか、意味不明。真白のこと、それだけ嫌いってこと？」

「いや、違う。ただ、何というか……」

「……何？」

　言葉を濁にごしていると、真白の機嫌がますます悪くなっていく。

　──困ったな、どう説明するか。

　彩羽のせいにはしたくない。

　実際、あいつのアイデアがウザすぎたのが悪いとはいえ、採用し実行したのは俺の責任だ。

　真白を不快にしたのは他ならぬ俺自身、そこに対して言い訳の余地なんてありはしない。

　ゆえに。彩羽の名前を出すのは筋違すじちがいと言える。

　──ただその場合、どう説明したもんかなぁ……。

　などと考えていると──

「わっはー放課後イチャラブカップル見～っけ♪　チューしちゃうの？　チューしちゃう？」

　１秒で人の悪さならぬ、人のウザさがわかる高音ボイスが頭上ずじょうから降ふってきた。

　見上げると階段の手すりからひょいと身を乗り出し、ぷるんと大きな乳ちちを揺らした山吹色やまぶきいろの髪の女子がタコみたいな口をしながら見下ろしていた。

「……彩羽、お前。わざわざ野次馬やじうまに来たのかよ」

「スーパーアドバイザー彩羽様としては、結末を見届けないと～って思いまして☆」

「御覧ごらんの通りだよ、馬鹿ばか」

「あはははは!!　センパイ正座してやんの～！　私を負かした罰じゃないですかぁ？　ぷぷ」

　クソが。他人事だと思ってケラケラ笑いやがって。

　覚えてろよ？　あとで必ず泣かしてやるからな。

「……何、この子……」

　真白が怪訝けげんそうに目を細める。

　まあ、その反応が真っ当だ。

「ドーモ☆　今回の真白パイセンおもてなし作戦の仕掛け人でーっす！」

「おい、こら。何勝手に」

「まあまあいいじゃないですか真実なんですから」

　そりゃそうなんだが。

　彩羽に責任を被かぶせるつもりはなかったんだが……まあ、自分から明かされてしまったなら、仕方ないか。

「ウザい。真白を差し置いて何盛り上がって……って、あれ？　この子……」

　真白は彩羽の顔をまじまじと見つめた。

　そして──

「ふーん、そういうこと。なるほどね。完全に理解した」

　感情の死んだ、フラットな声でそう言った。

　おいどうして今このタイミングで明らかに不機嫌ふきげんゲージが振り切れたんだと、真白の態度の変化に俺がついていけない中、彼女は、きゅっ！　と上履うわばきの擦すれる音を立てて振り返る。

「帰る」

「お、おいちょっと待てよ。何をいきなり──」

「仲の良い、可愛かわいい後輩の女の子。その子なんでしょ」

「いや、仲良くないし、可愛くもないぞ。ひたすらにウザ絡みされてるだけだし」

「はい、イチャイチャ」

「ええっ!?」

「二人で仲良くからかって、真白のこと笑ってたんでしょ。カップル死ね」

　そう吐き捨てて、真白は歩き出した。

　無言で立ち去る背中せなかからは拒絶きょぜつのオーラが溢あふれていて、俺と真白の間はもはや氷の壁どころか断崖絶壁だんがいぜっぺきの氷河ひょうがで隔へだてられてしまった。


「……………………」




「あちゃー……嫌われちゃいましたね」



　無言で見送る俺の隣に、階段の手すりを滑り降おりてきた彩羽がストンと立つ。

「誰のせいだ？」

「80％くらいセンパイですかね」

「地味に的確てきかくな数字なのがイラつくな」

　実際、たぶんそれくらいだという思いがある。

　真白に嫌われた原因は俺、彩羽にヘルプ頼んだのは俺、彩羽のクソウザ作戦を決行したのは俺、フォローが下手だったのは俺で彩羽の責任は作戦の発案だけだ。

「で、どうするんです？」

「このまま、ってわけにはいかんよなぁ」

　関係を修復しゅうふくしなければと思いながらも具体的なアイデアはなく、ただため息が漏もれるばかりだった。

「とりあえず、次に会うのは明日だ。明日、何を話すべきか今夜中に考えておくさ」





＊






「ネクストォォォ大・型・テ・レ・ビッ、テメエら全員気合い入れて丁重にぃ!!」

「「「ッサー！　イエッサー!!」」」

　俺が今住んでいるマンションを借りたのはひとえに人生効率を考えた上でのことだ。

　中学時代、両親の海外赴任にあたって、ひとりの生活に困らない程度の予算を与えられた俺は通うことになる学校から徒歩で通いやすい立地りっちを徹底的に調べ尽くした。

　その上で防犯上最も安全な最上階である５階を選んだ。

　部屋番号は、五〇二号室。

　あえて角部屋かどべや五〇一号室を選ばなかったのは、隣接りんせつするビルとの距離が近すぎて防犯ぼうはん的にも、居心地いごこち的にもよろしくないという判断から。

　ここで暮らすようになってから３年ほど、そこに住人が入らないところを見るに、どうやら俺だけの神経質しんけいしつな価値観というわけではなかったようだ。

　とまあそんな理由で選んだこのマンション、隣の五〇三号室に小日向一家が住んでいたのは良い出会いだったし、紫式部先生むらさきしきぶせんせいこと菫すみれ先生まで、五〇四号室にいてあわや《５階同盟》フルコンプリートになりかけたのは面白おかしい偶然だと思ったものだ。

　長らく気の知れた相手だけが同じ階にいるという楽園に浸ひたっていた俺達は忘れていた。

「ネクストォォォ本・棚ッ、テメエら全員インテリじゃあい!!」

「「「ッサー！　イエッサー!!」」」

　空き部屋には、いつか誰かが入るというごくあたりまえの事実を。

　しかし、こんなことがあるだろうか？

　学校から帰ってマンションに到着後、引っ越し屋のトラックを横目に何やら陽気な掛け声とともに家具かぐを運び込んでる屈強くっきょうな男達（業者）がいるなぁと思いながらエレベーターで５階に上がった俺を、ついさっきまで学校で隣の席に座っていた女が出迎でむかえるだなんて。


「……………………」




「……………………」



　互たがいに、沈黙。

　当然だ、どんな顔をすればいいのかわからないのだから。

　最初に俺の口から漏れたのは心の底からあふれ出してしまった素直な言葉だった。

「……噓うそだろ、おい」

「わお、すっごい偶然ですね。おはこんばんちはですー」

　学校から一緒に帰宅してきた彩羽が俺の後ろからひょっこり顔を出し、気楽きらくに挨拶あいさつ。

　この異常事態を前に普段通りのテンションを保たもてるあたりコイツは本当に大物おおものだ。

　そう、これはあり得えない。

　角部屋の、五〇一号室。その前で引っ越し業者達の作業をおずおずと見守っていたのが、つい数時間前まで隣の席で仏頂面ぶっちょうづらで俺を睨にらんでいた、月ノ森真白だなんて！

　真白は滅茶苦茶頰めちゃくちゃほおに力を込めた感じで顔をしかめて──

「え、何、ストーカーなの？」

「違う。ここ、俺の家」

「そんな言い訳、通じるわけないでしょ」

「ちなみに私の家でもありまーす！」

「は？」

　挙手きょしゅをしながらぴょんぴょんと、兎うさぎよろしく跳ねるように前に出た彩羽の言葉に、真白の眉まゆがビキリと動く。

「さっきから気になってたんだけど、あなたアキのなんなの？」

「実妹じつまいです！」

「えっ、アキって、妹いなかったような」

「友達の妹なので実質妹、略して実妹、って自己紹介を普及ふきゅうさせていきたい所存しょぞんです！」

「馬鹿なの？」

「うっは、辛辣ぅ！　真白パイセン、センパイ並みに口撃力抜群こうげきりょくばつぐんですね。何食べたらそんなに強烈きょうれつな毒を口から吐けるようになるんですか？　やっぱりカエンタケとかですかね、食ったら死にそうですけど！」

「……な、なんなの、この子……ウザいんだけど……ッ」

　冷さめた反応を返した真白の肩かたをバシバシと叩たたきながらウザ絡みを続ける我わが友達の妹。彩羽。

　こうして傍はたから見ていると、こいつの凄すさまじさをあらためて思い知らされる。

　パリピの化身けしんかよ。どうして初対面の相手にここまで失礼を働けるんだ。

「おい彩羽、いい加減にしとけ。てか、どうして俺に対するみたいなウザ絡みしてるんだよ。お前、学校とかでは普通にできてたろ」

「時と場合を選ぶタイプなんですよね、私。真白さんにはこのスタンスで行った方が正解って思っちゃったんだなぁ～。センパイを困らせるための、正解ッ!!」

　──どこまでぶれねえんだ、こいつは。

　爽さわやかにサムズアップして白い歯をニカッと覗のぞかせた後輩にあきれつつ、俺に巻き込まれる形で絡まれる真白に向けて頭を下げる。

「うちのウザい後輩がすまん」

「……べつに、その子がウザいのは、その子の問題だし」

　そんなことを謝られても困ると言いたげに顔を逸そらし、気まずげな小さな声でつぶやいた。

　そして目だけでちらりと俺を見て続ける。

「友達の妹って、つまり他人だよね？　他人と一緒に暮らしてるって、それ、同棲どうせい？」

「え。……あー、そう勘違いされるのか」

　同じ屋根の下にいる時間が長すぎて、事情を知らない人間から見た感覚を忘れていた。

　年頃の男女が同じマンションに一緒に下校してきて、どちらの家でもあるなんて言ったら。

　同棲カップル、って発想が真っ先に浮かぶのが道理どうりってモンだ。

「いや、そういうんじゃないんだよ。俺がそこの五〇二号室に住んでて──」

「私が五〇三号室でーっす！」

「……えっ」

「ちなみにオズ──同じクラスで俺とよく話してる小日向乙馬こひなたおずまもいるぞ。コレの兄貴だから」

「あははは！　『コレ』とかひっどー☆　照れてないでいつもみたいにあまーく『彩羽』って呼び捨てにしてくれていいのにぃ」


「えっ……ええっ……？」



　ツボがいまいち意味不明な彩羽の笑い声が響く中、真白は困惑極こんわくきわまる顔で疑問符ぎもんふを頭上乱舞ずじょうらんぶ。

　だだだ、と小走りに俺達の横をすり抜け、順番に表札を確認していく。

「大星おおぼし……小日向こひなた……ほ、ホントだ……」

「ついでにその一個先の五〇四号室は担任の影石かげいし菫先生が住んでる」

「な、なんでそんなに、集まってるの？」

「偶然、たまたま、理不尽りふじんに」

「ええ……」

　全然納得できてない表情だ。

　もっとも、それも致いたし方ないとは思う。引っ越してきたら隣人全員顔見知りでしたと言われたら、俺でもそんな顔になるだろう。

「あれ？」

　ふいに真面目まじめな表情に変わった真白は、俺に聞こえない程度の小さな声でつぶやいた。


「それじゃもしかして、《５階同盟》って。いや、でも──……」



「何ブツブツ言ってるんだ？」


「……………………」



　疑問に答えることなく、真白は重大な仮説かせつに至った研究者の顔で思案しあんに耽ふけっている。

　怒っているのかあるいは別の感情なのか、首筋くびすじの白い肌がほんのりと赤く染まっていた。

　居心地悪そうに口元くちもとをムズムズ動かした後、ビシリビシリと俺と彩羽の顔を順番に指さして。

「アキは、ウザい。小日向、さん、もウザい。みんないる環境が全部ウザい」

　言葉ではっきり拒絶きょぜつしくるりと背中を向けて。

「真白に馴なれ馴れしく絡まないで。お隣さんだからって、関係ない」

「なあ、こうなっちまったらもう諦めて仲良くしないか？　その方が互いに……うおっぷ!?」

「ネクストォォォ冷・蔵・庫ッ、テメエら全員気張ってけぇ!!」

「「「ッサー！　イエッサー!!」」」

　自分の居城きょじょうにこもろうと歩き出す真白の背中を追いかけようとしたとき、筋肉の壁に阻まれた。

　屈強な男達が横並びで突撃するファランクスめいた光景に呑のまれ、後ろ姿を見失った一瞬の隙に真白は五〇一号室の中に消えてしまった。

「くそっ、なんてタイミングで業者が通りかかりやがる」

「気合い抜群のシロネコ男子、痺しびれるぅ☆　彩羽さん調査によるとシロネコ職員の90％以上が筋肉フェチらしくて、薄い本界隈かいわいではナマモノ需要じゅようがマックスらしいですよ」

「そんな豆知識はいらなかった……」

「センパイもひょろいように見えて脱ぐと凄いですからねー、標的になっちゃうかも☆」

「俺の脱いだ姿を知ってるような発言はやめろ」

「そりゃ知ってますよ。何度かお風呂上がりにパンツ一丁で部屋に入ってきたじゃないですか。目が合った瞬間にドア閉めてましたけど、あの１フレームの瞬間に脳内メモリに保存余裕です。私、センパイの弱みを握ることにかけては天才ですから！」

「いますぐお前の脳を再セットアップする方法が知りたい。電極でんきょくでもぶっ刺してみるか」

「発想がリョナ方向すぎません!?」

「誰のせいで目覚めかけてると思ってるんだ？　てか、俺が風呂に入ってる時間帯に忍び込むのをまずやめろ。知らない間に寝室に潜り込んでる猫か、お前は」

　風呂上がり、気分良く鼻歌はなうたを歌ってたところに声をかけられたときは、さすがに警察を呼びかけた。

「いいじゃないですか、見られて恥ずかしい体でもないんですし。腹筋ふっきん割れてますよね」

「すこしだけな。まあでも、毎日多少鍛きたえてればこれくらいは平均レベルだよ。プロレスラーとか、ラグビー部の連中に比べたら全然ヒョロい方だ」

「センパイの『平均』って絶対間違ってると思うんですよね。統計とうけいマジックっていうか……」

　筋トレは毎日の日課だ。

　怪我けがや病気に臥ふせる時間の人生浪費ろうひ感ときたら、ハンパないにも程ほどがある。

　貴重な人生リソースを効率的に回すために健康維持は大前提、そのために俺はネットや本を駆使くししてあらゆる健康法をリサーチした。

　その結果行き着いたのは規則正しい生活と適度な運動が一番だ、という当然の結論だった。

　以来、俺は毎日の筋トレを日課としている。

　特にプロテインだの結果にコミットするジムだのは使っていないが、それでも毎日コツコツ鍛えたことで常人の平均よりは筋肉がついてると言える肉体を獲得できた。


「まあ今はどうでもいいだろそんなこと。それよりも問題は──……」



「真白さんに逃げられたこと？」

「いや、それはいい。それについては──この５階に来た時点で、詰みだ」

　ニヤリと笑みを浮かべる。

　それを見た彩羽がきゅるんと目を丸くして。

「おー、センパイの本気モード、久しぶりに見たかも」

「この前紫式部先生を粛清しゅくせいしたときも同じくらい本気だったぞ。あの人、みっともないアヘ顔晒して土下座どげざしてたなぁ」

「き、鬼畜きちく……ッ」

「なんとでも言え。真白の奴も絶対に逃がしてやらん」

　笑みとともに拳こぶしをバキバキと鳴らす。

　教室で隣の席、というだけじゃやれることに限界があった。

　いくら担任に面倒を見てくれと言われても、社長にニセ彼氏よろしくと言われても、真白の本当の孤独に対して何ら意味のある措置そちを取ることなんてできなかった。

　だが、あいつは向こうからこっちの塒ねぐらに飛び込んで来やがった。

　まさしく飛んで火に入る夏の虫。

　呪うならここまで距離が縮んでしまった不幸を呪うがいい。

　ウザがられようが偽善ぎぜんだろうが、そんなものは関係ない、俺の、俺による、俺のための──

「本当のお節介ってモンを教えてやるよ」

「ラストォッ!!　ベッドがエレベーターに入らねえ!!　テメエら窓からぶち込むぞオラァ!!」

「「「ッサー！　イエッサー!!」」」

　引っ越し業者の暑苦しい掛け声を遠くに聞きながら、俺はひそかにほくそ笑んだ。




　城を出て独ひとりぼっちになった白雪姫を囲むのは、愉快ゆかいで個性的なこびと達だった。

　今、あの毒舌の姫に必要なのは、そういう連中だ。

　余計なお節介だったら、なんて考えない。真白の表向きの感情なんて汲くんでやらない。


　本当に独りぼっちを望んでいるなら──……。



　いじめられて、良い思い出のない学校にもう一度通ってみようと考えたりしないはずだ。

　わざわざ安全な家から出て、けっして通えない距離じゃないのに、引っ越しまでして環境を変えるからには──。

　あいつはあいつなりに人生をリセットしようとしている、今度こそ楽しい学校生活を送ろうと望んでいる、そうでなければその行動に説明がつかないんだ。

　だから俺のすることはただひとつ。

　効率的に、そして最大の効果を発揮はっきするために、真白に今してやれることを全力で『計算』し尽くしてやる。





＊






『……ってわけで例のニセ彼女がうちの隣に引っ越してきた』

『一日経たつごとに、順調にアキのハーレム城が出来上がっていくね。……ま、どんな面白くてめんどくさい修羅場しゅらばが展開されるのか、楽しみに見守らせてもらうよ』
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「新キャラ＆新シナリオのアップデートを祝して!!　みんな、盃さかずきの準備はいいかしら!?」

「「「「かんぱーーーい!!」」」」

　カツンと高らかに軽快にグラスのぶつかる音が鳴り響く。

　金曜日の夜。３ＬＤＫの我わが家のリビングにはお祭り騒ぎに浮かれた男女四人の姿があった。

　来客のためだけに買った六人掛けの円卓えんたく状の食卓には、手作りのローストビーフに宅配たくはいピザ、島根しまね産の貴重な日本酒に二十年もののウィスキーの瓶、ウーロン茶やコーラのペットボトルが所狭しと並び、まさしく地上の楽園と呼ぶにふさわしい。

　冷蔵庫の中には菫すみれ先生の友人が経営しているという駅前のケーキ屋から取り寄せたフランス帰りパティシエ一流のホールケーキが控えている。

　週末恒例こうれい──『今週も一週間しんどかった来週もなんとか生きよう慰安いあんパーティー』だ。

　最高級ウィスキーを贅沢ぜいたくにコーラ割りした罪な飲み物を豪快ごうかいに飲み干して、影石かげいし菫はくぅーとオヤジ臭くうなった。

「ぷはーーー♪　やっぱ〆切しめきり明けた後の酒が一番旨うまいわねっ」

「今回ばかりはヒヤヒヤしましたよ、まったく」

　徹夜でイラストを仕上げたのがわかる目の下にくまを作った菫にあきれた目を向ける。

　ちなみに俺の口調は敬語だ。原稿を追いかける間は心を鬼にしてあえて厳しい言葉遣いにしているが、こんなダメ教師でも一応は年上、なるべく敬語を心がけている。

　まあダメさが俺の許容きょようレベルを超えた瞬間にタメ口を解除させてもらうが。

「菫ちゃん先生、酒くさっ！　てか、始まる前に何本瓶空けてるんですか～」

「えー、そんなの覚えてなぁい。彩羽いろはちゃんはぁ、今まで飲んだ酒の数を覚えてるわけぇ？」

「あはは！　飲んでたらまずいでしょ～。アラサーと違ってここ未成年ですよ、未・成・年」

「アラサーじゃなぁーい!!　まだ二十代半なかば!!　おばさん扱いしないでよぅ!!」

「わかってますって。本気でその辺だったら弄いじりませんし、むしろ私が弄らなくなったら危険信号ですよ☆　……あ、グラス空いてますね、次どれ行きます？」

「ウォッカのロック！」

　男らしく掲かかげた空のバカラグラスに彩羽が手際てぎわよく酒を注そそいでいく。

　こうして理想的な後輩ムーブをかませるあたり、彩羽がいかに普段わざと俺を弄っているかが知れるというものだ。

「ん……このローストビーフ、おいしいね。アキの手作りなんだって？」

「ああ、炊飯器すいはんきで作る方法がネットにあってな。初めてだったけど意外と簡単にできた」

「家庭的で凄いなぁ。これ、お店で出てくるやつよりイケてるんじゃない？」

「そりゃただの貧乏舌びんぼうじただ。本物の料理人に失礼だぞ」

　彩羽と菫の25とＪＫ組が盛り上がっているのを眺め、俺とオズは飯を食っていた。

　しっかり仕上がった、しかし近所のスーパーで仕入れただけの安い肉に感動するオズ。

　相変わらずいちいち人のことを持ち上げてくる男だ。

「ん、ん……うん、美味しい。アキと結婚できる人は幸せだね。──妹のことは頼んだよ？」

「いらんわ。あのウザいのと一緒になったらストレスで寿命じゅみょうが縮む」

「残念。アキくらい多才多芸たさいたげいな人とくっついてくれたら、兄としては安心なんだけどね」

「毎度のことだがオズには言われたくねーよ。今回だって他のプログラマーならアップデートに間に合わなかったんじゃないか」

「イラスト、ホントギリギリだったもんね。最後の着色ちゃくしょくが終わった瞬間に先生のパソコンから自動でデータ実装される仕組みを作っておかなかったら危なかった。あの人だいたい最後、力尽きて実装前に爆睡ばくすいしてるもんね」

「どんなプログラム組んだらそんなワケわからんことできるんだか……」

「こういう仕組みがあったら便利だなって思ったら、それを実現できるように組むだけだよ」

「簡単に言われてもな」

　やっぱりこの男は天才だと、つくづく思う。

　日本人が日本語を読めるのは当然という顔でプログラム言語を自在に操る。生まれつき計算能力に優れた天才ギフテッド──小学生時代に数学オリンピックで圧倒的な成績を残し、世界でも十の指に入ると実況解説に訪れていたその道の第一人者に言わしめた。

「でも、僕の能力なんてたかが知れてるよ」

「またそういう謙遜けんそんを言う。お前の横に並べる人間の方が少ないだろうに」

「かもね。だけど活いかし方がわからなければただの『病気』と変わらない」


「……………………」



「アキが僕の生き方を導いてくれたから今こうしてみんなと楽しく、普通よりもちょっとだけ美味しいジンジャエールを飲んでいられる。僕からすれば、アキの方がよっぽど特別さ」

「昔話はあんまり好きじゃない」

「アキは照れ屋だからねー」

　あはは、と笑いながらオズは一気にグラスの中身を飲み干した。

　オズの過去については特に思い出したくもないし、今ここで掘り下げて考えたくもない。

　過ぎた才能を受け入れるだけの器うつわが学校という狭い社会の中にはないというありふれた事実が、ひとりの天才を追い詰めてしまった。あれは、ただそれだけの話だ。

　ふとオズが訊きく。

「そういえば、巻貝まきがい先生は？」

「今週は不参加だってさ。小説仕事の方が〆切間近らしい」

　俺はスマホを軽く操作し、ヌルヌルした固形物に目と口がついただけのデフォルメキャラに『巻貝なまこ』と表示されているアカウントとのメッセージ履歴を見せて言う。

　企画・俺、プログラム・オズ、イラストレーター・菫から成る、インディーズアプリゲーム制作集団《５階同盟》にはもうひとり、忘れてはならない立役者たてやくしゃがいる。

　宣伝力も知名度もない俺達に圧倒的な勝利をもたらしてくれた、頼れる助すけっ人と外国人枠。

　いや、べつに本人は外国人でも何でもなく生粋きっすいの日本人らしいが、それはもののたとえだ。




　巻貝なまこ。




　３年前のＵＺＡユージ─エー文庫の新人賞で大賞を受賞、受賞作がシリーズ累計三百万部越えの大ヒットとなり鮮烈せんれつなデビューを飾った超大型新人ラノベ作家。


　海産物に対する深い造詣ぞうけいと皮肉ひにくの効きいた文章、常識やら同調圧力を斜め上から見るような、痛快な切り口の作風と主人公造形が評価され、さらにはそれほどのヒットを収めながらも漫画まんがやアニメや実写といったメディアミックスには一切興味を示さず断り続けている──……。



　時代錯誤じだいさくごの文豪肌、現代に産まれ落ちた芥川、正体不明のミステリアスな作家と、ＳＮＳ上で話題を独ひとり占めにした。

　俺自身、文字ドラッグとも呼ぶべきその独特のキャラや文章にヤラれ、ファンになった。

　そしてファンレターの隅すみに編集部チェックをすり抜けられる程度のさりげなさで、シナリオの依頼と連絡先を駄目元だめもとで記載してみたところ、なんと奇跡的に興味を持ってくれたのだ。

　今では《５階同盟》の仲間としてメッセージアプリでざっくばらんなやり取りをする仲。

　会ったことはないが、ボイスチャットの声を聴いた限りでは気さくな年上のお兄さんという印象だった。

「珍しいね。巻貝先生が〆切を理由に参加しないなんて」

「あー、言われてみればそうだな。いつもボイスチャットで参加しながらカタカタタイピング音鳴らしてるし」

「他に用事があるのかもね。カノジョさんが家に来てる、とか」

「あの人ならカノジョを待たせながら参加しかねないが……。まあ、いろいろあるんだろう、社会人には」

「なぁにぃ～、アタシの悪口言ってんのかぁ～？　泣くぞ～、泣いちゃうぞぉ～？」

　社会人、という単語に反応したのか菫がゾンビみたいに絡んできた。

　アンタは『社会人』というより『社壊人しゃかいじん』だ。

「巻貝先生の話ですよ。……ってか寄るな酒くさい！　潰つぶれるの早すぎだろ！」

「やぁん、先生気持ちよくなってきちゃったぁ。明照あきてるさまぁ、火照ほてったカラダを慰なぐさめてぇ♪」

「ふざけんな淫乱いんらん教師、懲戒免職ちょうかいめんしょくされても知らな……おい彩羽っ、何飲ませた!?」

「私じゃないですって。途中から瓶奪われてたんで。たぶん、ウォッカを十杯くらい」

「マジか……ロシア人でもそんなに行かないだろ」

「後半からはコレで割ってたみたいなんで、大丈夫なんじゃないですかね」

　そう言って彩羽が差し出した透明の液体たゆたう瓶を見て、ほっとひと安心、水なり炭酸水なりで薄めたのであればまだしもマシ……っておい待て、それ──

「焼酎じゃねえか」

「あぁ～、世界が回るぅ～、明照様が小学五年生ぐらいのショタに見えるぅ～」

「無駄に具体的な幻覚げんかくを見るな！　見てもいいがせめて俺を巻き込むな！」

「押しのけられるのたまらないッ、ゾクゾクするッ!!　ツンデレショタ最高ぉ♪」

　顔を真っ赤にして猫のようにしなだれかかる菫。

　Ｑ、美人女教師に頰ほおずりされる男子高校生垂涎すいぜんもののシチュエーションが一ミリも嬉うれしくないのは何故なぜだろうか？

　Ａ、フェロモンじゃなくて酒の匂いしかしないからです。

　たまに泥酔でいすい状態の女の子に酷ひどいことをする男の事件が報道されているが、そんなニュースを観るたびに首をかしげたものだ。こんなめんどくさい状態の女をよくもまあどうこうする気になるな、と。

　柔らかい肌がぺたぺた触れたり、むにむにした胸を服越しに押しつけられたりしたら、多少は変な気持ちになるが……それ以上をしたいという気にはとてもなれない。

　それに、この女は──

「う～ん、ショタはいいんらけどぉ、なーんか足りないのよねぇ。あっ、そーらぁ、あそこにもうひとりショタがいるぅ」

「えっ、僕？」

　突然指名されたオズが困惑こんわくの声を上げた。

　身に覚えのないショタ認定をされたら、そりゃそんな反応にもなる。

「そ！　髪色がチャラくて性格は王子様系の優男やさおとこショタ！　こっちおいで～、こっち～」

「何を言われてるのか全然わかんないけど……」

「おい馬鹿ばか、オズ!!　こっち来んな!!　まき──うぷっ」

　巻き込まれるぞ、の台詞せりふは全部言えなかった。

　呼ばれてのこのこと近づいてきたオズの腕を引いた菫先生は、そのまま俺の顔をオズの胸板に埋めさせた。

「そう、これーっ!!　普段鬼畜きちく系の明照様ショタが王子系の乙馬おずま君ショタに甘える構図ぅ!!」

　パシャパシャパシャ。

　俺とオズを強引にくっつけた後にさっと距離を取り、スマホのカメラ機能で撮影開始。

　菫先生ははあはあと鼻息も荒くシャッターボタンを押しまくる。

「おおっ、オズ×アキ!!　菫ちゃん先生、天才なんですか？」


「彩羽ちゃんもわかる!?　この尊とうとみ!!　ぶはーーーっ、たまらない!!　お酒追加ッ!!」



　女二人が興奮してやがる。

　──そう、酔っ払った菫が厄介やっかいなのがこれだ。

　人のことを勝手にショタと勘違いするだけにとどまらず、俺とオズを無理矢理むりやりくっつけて、不埒ふらちな妄想の種にし始めるのだ。

　俺もオズも一切そういう気がないので、ただただ迷惑でしかないのだが、この女教師は何度説教しようと酔えば必ずやらかしやがる。

　酒は理性のたがを外し、その本人が胸に秘めた本性を剝むき出しにすると言われている。

　だとしたらこの教師は俺とオズがショタだったらいいな、あわよくば二人がカップルだったらいいなと、心のどこかで思っているということだ。

　担任してる生徒達をオカズに妄想するとか、業ごうが深いにも程ほどがあるだろ。

「すまん、オズ。いつも馬鹿どものせいで」

　体勢を立て直して、オズから離れる。

「う、ううん。僕は大丈夫、だよ」

「本当に聖人みたいな奴やつだよな、オズって。怒ってもいいところだぞ、ここ」

「まあ先生も悪気わるぎはないんだし、多少はね？」

　軽く手と首を振って、そう言うオズ。すこし顔が赤い気がするが、きっと光の当たり加減のせいだろう。

「ああんもうどうして離れちゃうのぉ!!　もっとショタＢＬを眺めてたいのにぃ!!」

「いい加減幻覚の世界から戻ってこい」

「ふべっ」

　あまりにも速い手刀しゅとうを首くびに叩たたき込むと、菫は蛙かえるの潰れたような声を漏もらして突つっ伏ぷした。

　それからハッとしたように顔を上げて、キョロキョロと辺りを見渡して。

「アタシは一体……何を……？」

「受け持ちの生徒達にセクハラを」

「え？　いやいやそんなのあり得ないでしょ。リアルでは一線引くタイプだし」

「あんたホント自分に都合のいい脳味噌のうみそしてんな」

　覚醒かくせいした後も寝ぼけたことをのたまう菫に辟易へきえきしつつ、俺はコホンと咳払せきばらいをしてみせた。

　そして──




「あー、みんな。ちょっと話がある。わりと本気めのやつだ」




　あらたまった雰囲気で俺が言うと、ピタ──と、室内の雑音が消え去る。

　さっきまで浮かれていたパーティー会場が途端とたんに会議室のような硬い空気に塗り替えられた。

　オズも、菫も、あの彩羽でさえ。

　馬鹿する時はとことん馬鹿をして、真面目まじめな時はしっかり真面目に。

　このメリハリを徹底てっていできるからこその《５階同盟》。

　俺達が俺達である所以ゆえんだ。

　みんなの顔を順番に見た後、俺は切り出した。




「新しい住人、月ノ森真白つきのもりましろの話なんだが──」




　俺はこれまでの経緯をすべて話した。

　月ノ森社長との取引のこと、そのためにニセの恋人契約を結んでいること、だけど彼女には嫌われていて距離を置かれていること、そして何よりも五〇一号室に越してきてしまったこと。

　前の学校でうまくいかずに転校してきて、さらにわざわざ引っ越しまでしたからには、人生をリセットして心機一転しようと、前に歩あゆみ出そうとしていると推測できること。

　だけど今の学校生活が明らかに楽しそうではないこと。


　そして──……。



　このまま放っておいてやるなんて、絶対にあり得えないこと。

「俺は全力で真白を仲間に引き入れたい。余計なお節介せっかいかもしれないし、あいつはそんなこと望んじゃいないのかもしれないが、それでもあの切れ者の伯父おじさんが俺に真白を預けた意味を考えたい。……付き合って、くれないか？」


「…………」



　全員、無言。みんな黙ってうつむいて、それぞれが深く思案している。

　しん、とした部屋の中で秒針の音が五回ほど鳴ったとき、

「あはっ☆」

　最初に空気を壊したのは空気読めない女の代名詞で。

「銭ぜにゲバ効率厨こうりつちゅうのくせに一銭いっせんにもならないお節介、センパイらしくてサイコーです♪」

「うん、これでこそアキだよね。人情にんじょうとシビアが行ったり来たりで忙しい感じ。本当の意味でＡＩが人間の真似まねをするのは難しいんだろうなって思わされるよ」

「アタシも賛成よ。真白ちゃんには居場所が必要。そしてそれは、きっとあの子がほしいものだから」

　彩羽の言葉を皮切りにオズと菫も続いた。

「で、具体的に何するつもりなんですか、センパイ？」

「歓迎会をやりたい」

「今日のコレみたいな？」

「そうだ。俺達の頭の悪い飲み会に誘って、俺達色に染め上げてやる」

「うーーーん、でも、素直に来てくれないんじゃないですかぁ～？」

「作戦がある。そのためにみんなの力を借りる必要があるんだ」

「作戦！　楽しそうな響きですね！　いいですよー、そういうのもっとちょーだい！」


「ああ、俺の考えはこうだ────」



　筒つつ抜けの心配など不要なほど厚い壁だがそれでも配慮はいりょして声を潜ひそめ、作戦概要を説明する。

　あまりにも荒唐無稽こうとうむけい、意味不明。そんな作戦だと自覚はある。

　だけど俺達にはけっして不可能じゃない方法で。

　それは聞いている彩羽もオズも菫も理解しているからけっして茶化ちゃかすことはなく。

「にひっ☆　それ、サイコー。めちゃおもろー、ですよ♪」

「僕の負担かなりでかい気がするけど。ま、できる範囲で協力するよ」

「ご褒美ほうびを期待してるわ♪」

「決まりだな。よし、開催は来週金曜、夜八時。時間厳守の全員参加──」




　顔を見合わせて深くうなずき合うと、




「俺達のウザさ、思い知らせてやろうぜ」


「「「おーーーっ!!」」」







　深夜のマンションに俺達の不穏ふおんな掛け声が響き渡った──……。
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　それから、来週の金曜日に向けて怒涛どとうの真白勧誘週間が始まった。




《６日前（土曜日）》




　ピンポーン。


「……………………………………」



　ピンポーン、ピンポーン。


「…………………………………………………………………………」



　ピンポーン、ピンポン、ピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポ──ガチャ。

「う、うるさいっ……休日の、朝に、非常識……ッ」

　無限に連打されるインターホンに耐たえ切れず、天岩戸あまのいわとを開いて現れたパジャマ姿に寝ぐせ頭の天照大御神あまてらすおおみかみこと真白に俺は満面まんめんスマイルでこう言った。

「来週の金曜、うちで飲み会やろうぜ」

「……帰れッ!!」




《５日前（日曜日）》




　カチッ。

「……あれ？」

　カチ、カチ、カチ、カチ。

「おかしいな、全然鳴らないぞ。どうなってるんだ、これ」


　カチ、カチ、カチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチカチ──……



　無限に連打してもインターホンが全然鳴らない。

　当然の如ごとく、引きこもりクイーンの姿が現れることもない。

「まさかあいつ、電源を切ったのか」

　昨日の今日で学習してやがる。

　インターホンが鳴らないのでは休日中にアタックする術すべがない。

　残念ながら今日は撤退てったいか。

　……なんて、素直な性格はしていない。

　こんなときのために刷っておいた飲み会のお誘いポスターを三〇枚ほどまとめて郵便受ゆうびんうけに突っ込んでおいた。




《４日前（月曜日）》




『話があるんだけど』

　授業中、メッセージを書いたノートの切れ端はしを丸めて、隣の席の真白に投げた。

　真白はそれを読んだ後、むっとした顔で振り返って、だけどすぐに無視して黒板の方を向く。

　しかししばらくすると思い直したようにノートに何かを書き込み、それを千切って丸めて、憎しみがこもった豪速球ごうそっきゅうでこちらに投げ返してきた。

『昨日のアレ何？　いじめ？　いやがらせ？』

『見ての通り飲み会のお誘いだ』

『人ん家の郵便受けをゴミ箱みたいにしておいてぬけぬけと……もういい、大嫌い』

『ていうかＬＩＭＥのＩＤ教えてくれ。授業中にやりとりするのもそっちのが便利だし』

『絶対教えない。死ね』

　断られてしまった。

　難攻不落なんこうふらくの城に閉じこもった白雪姫を攫さらうのは大変な仕事のようだ。

　──まあいい、まだ時間に余裕はある。




《３日前（火曜日）》




「なあ、今週の金曜──」

「教室で話しかけないで」




《２日前（水曜日）》




「なあ、今週の金曜──」

「通学路で話しかけないで。ストーカーなの？」




《１日前（木曜日）》




「なあ、今週の金曜……っていうか、明日なんだが──」


「……………………」



「うちでお前の歓迎会をやろうと思ってるんだ。ピザとか出前とか頼んで、菫先生はお酒で俺らはジュースでさ。せっかく同じマンションの同じ階に住んでるんだ、どうせなら楽しくやろうぜ」

「……あのさ……」

　おお！　殻の中に閉じこもっていた真白が初めて口を開いてくれた！

「こんな場所でキメ顔されても困る」

　やはり学校の女子トイレ前は駄目だめか。排泄はいせつ欲求をもよおして判断力が薄弱はくじゃくな間に勧誘すれば意外とあっさり言質げんちを取れると思ったんだけどな。

　人もどんどん集まってきている。トイレ前で女子を引き止める不審者に皆怪訝けげんな視線を向けてくる。このままだと通報を受けた教師が駆けつけてくるのは時間の問題だろう。

　長居は無用。無言で踵きびすを返し、クールに立ち去った。





　結局──……。



　何度も何度も手を変え品を変え釣り餌えを変えて勧誘を続けたが、どんな誘い文句にも一ミリたりと揺れることなく彼女は孤高ここうを貫いた。
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　歓迎会を明日に控えた日の、夕方。

　放課後、俺は近所のスーパーにやってきていた。

　カートを押していると、カゴの中にぽいぽいと勝手に食材が放り込まれていく。

　さっきから店内を歩き回り、ミツバチのように目当ての品を届けてくれるのは彩羽だ。

　にんじん、たまねぎ、じゃがいも、牛肉、お惣菜そうざいのたぐいに５００mlペットボトルの水やお茶を何本か。おまけに明らかに趣味としか思えないお菓子がどっさり入っている。

「明日の歓迎会、楽しみですね。センパイ」

　落ち着いた口調で清楚せいそな笑みを向けてくる、彩羽。

　学校帰りの制服姿のままで、ヘッドフォンもつけていない、ナチュラルスタイル。

　自然体のおしゃれ感は隠せていないが、醸かもし出す雰囲気ふんいきは完全無欠に優等生で。

　……正直、気持ち悪い。

「人目の多いスーパーだからって優等生モードにならんでもいいだろ」

「このモードだと割引してくれたり何かと有利なんですよ。そういうの、センパイもお好きですよね？」

「そりゃそうなんだが……」

　仲間内での飲み会や打ち上げ、仲間への投資には金を惜しまないスタイルを自負じふする俺だが、節約できるものならそれに越したことはない。

　しかしそれを差し引いても、優等生モードの彩羽と買い物に来るのは正直避さけたかった。

　何故なら──

「あらぁ、あらあらあらあら、いつもの学生カップルさん！」

「こんにちは、試食販売員のお姉さん」

「やだもう彩羽ちゃんてば、こんなおばさんにお上手なんだからぁ！　アキ君てば、イイ彼女を見つけたわねえ」

「や、何度も言ってますけど、俺達そういう関係じゃないんで……」

「またまた、照れちゃってぇ」

　俺の否定をまったく信じていない試食販売員のおばさんはバシバシ肩を叩いてきながら言う。

　──そう、これが厄介やっかいなのだ。

　お隣さんだから当然だが、夕飯の買い出しに来るとバッタリ出会うことが多かった。

　最初は偶然会った流れで一緒に店内を回っただけなんだが、いつからだったか、夕飯の買い出しに二人で来るのが習慣と化していたのだ。

　そのせいで、まことに遺憾いかんなことながら、ここ数年ずっと顔ぶれが変わっていないパートのおばさん達から『よく二人で買い物に来るカップル』と認識されてしまった。


　しかも、問題はそれだけじゃなくて──……。



「今日は外国産のウインナーですか？」

「そうなのよぉ、ドイツ産の太くて歯ごたえのあるやつでねえ。よかったらひとくちお食べ。彩羽ちゃんにはサービスしちゃうわぁ♪」

「んっ、はふはふ……あっ、美味しい。中から濃厚なのがトロリと……」

　熱がりながら極太ごくぶとのウインナーを小さな口で咥くわえる彩羽。

　奇妙な言い回しにぎょっとしたが、パッケージの「濃厚チーズIN」を見て納得する。

　すると彩羽は俺の方を向き、俺にだけ見えるようにニマっと口角こうかくを上げた。

「センパイもどうですか？　……はい、あーん♪」

　つまようじの刺さったウインナーが、にゅ、と差し出される。

「よせ、ばか」

「もう。恥ずかしがらなくてもいいのに」

　腕を押し返して拒絶すると、彩羽は「フフ、仕方のない人ですね」と夫にあきれる人妻のような余裕たっぷりな表情で微笑ほほえむ。

　もうこの時点でぶん殴なぐりたくなるほどウザいんだが、さらに困ったことに──

「そうよぉ!!　『ばか』なんて酷いわよ、アキ君!!　こんなにイイ彼女が尽つくしてくれてるんだから、優しくしてあげなきゃ!!」

　──これである。

　彩羽のからかいを冷たくあしらうだけで、あたかも関白彼氏かんぱくかれしであるかのように注意される。正直解げせないが、まあ他の人から見たらそんなものなのかもしれない。俺もべつにすれ違ったカップルの家での関係性を正確に想像できるかって言ったら、そんなことないしな。

　ただいちいち彼氏彼女の関係が既成事実きせいじじつであるかのように語られるのは正直ウザい。

　強く否定したときは、「照れなくてもいいのに」と笑われてしまったので、この無敵の理論が完成してしまっている以上、逃げ道はなさそうだし。

　そんなわけでなるべくなら彩羽と二人きりで買い物に来るのは避けたいのだが、オズの奴を誘おうとすると、

『僕は遠慮えんりょしておくよ。お邪魔虫は誰も望んでないからね』

　そんな台詞とともにきっぱり断られるのだ。

　あいつは俺と彩羽を仲良しだと勘違いしてると思う……酷い誤解だけど。

　……なんて考えている間も、ウインナーは目の前に差し出され続けていた。

　香ばしい燻製くんせいの香り、ホカホカの熱気とともに立ち上る湯気の向こうに潤うるんだ彩羽の瞳が、じっとこちらを見つめていた。

「食べてくれないんですか、センパイ？」

「……食べねえよ。ほら、行くぞ」


「…………そう、ですか。…………………………………………」
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　しゅん、とうつむく彩羽。

　ウインナーを持つ腕の角度と、試食販売員のおばさんの眼差まなざしの温度が30度くらい下がる。

　ちらちら……。ちらちら……。

　この一角の空気感が明らかに『負ふ』の方向に振れたのを悟さとったか、通りすがりの一般客達も、特に興味はないけど一瞬だけ面白そうな期待をしたように一瞥いちべつしていく。

「ぐ……」


「…………しゅーん」



「た、食べればいいんだろ、食べれば」

　無言の圧力に耐たえかねて、よこせと要求するようにぶっきらぼうに手を差し出す。

　彩羽はすっとウインナーを胸元むなもとに抱えて、静かに首を振った。

「いいんです。食べたくないのに無理に食べさせようとして、ごめんなさい」

「む、無理だなんて思ってないぞ」

「……本当、ですか？　……じゃあ、心の底から食べたい気持ちをプレゼンしながら愛らしくおねだりしてください」

　──この女ァ!!　人が譲歩したのにまためんどくさくなる反応をしやがって!!

　しかも、台詞の後半はうまいこと試食販売員のおばさんに聞こえない程度の小声だった。この女、しおらしい顔をしてるが心の中でクスクス笑ってるのは確実だろう。

　言う通りにするのは癪しゃくだが、第三者の目が大量にある中、コイツに説教するわけにもいかん。

「と、とても食べたいなぁ。心の底から食べたいなぁ」

「そんなプレゼンで企画が通るんですか？」

「当社の調べではウインナーを食べたい気持ちが98％、そのうち、彩羽の手で『あーん』してほしい気持ちが84％という結果が出ました。つまり──めっっっちゃ食べたいですっ」

「ぷっ、くくく……！」

　インテリっぽい数字をまじえたプレゼンの後、可愛かわいらしさ全開の語尾ごびでお願いしてみたら、彩羽は口元を手で押さえて思い切り顔を逸そらした。背中がぷるぷる震えている。

　人に好き放題恥はじをかかせておいて、爆笑してやがる。このクソ女め……憶おぼえてろよ……。

「ご、合格です。まさかここまでするとは。ぷ、くく」

「なあ試食販売員のおばさん。コイツが笑ってるの気づいてますよね。そろそろ正体をわかってくれてもいいんじゃないですか？」

「いらっしゃいいらっしゃい!!　今日の目玉はドイツ産のチーズINウインナーだよぉ!!」

「仕事に戻ってる!?」

　さっきまで会話に参加してたくせに！

　くそ、世の中は彩羽の化けの皮が剝はがれないように奇妙な力場りきばが働いてるんじゃなかろうか。

　天上の神々の采配さいはいに心中しんちゅうで不満を吐き出しながら俺はウインナーにかぶりついた。

「んっ、はふ、はふ……くそ……」

「美味しいですか、センパイ？」

「……めっちゃうまい」

「あは☆　センパイのそういう素直なトコ、私好きですよ！」

　試食販売員のおばさんの目がなくなったのをいいことに、いつものノリに戻って彩羽が笑う。

「お前がウザいことと、ウインナーの旨さは関係ない」

　熱々あつあつの肉汁にくじゅうが口内こうないで爆裂する美味には抗あらがえない俺だった。

　……上から目線で弄られるのは癪だけどな。

「しかし、噓うそでもよく人のことを好き好き言えるよな、お前」

「えー、誰にでも言うわけじゃありませんよ？　実際センパイのこと好きですし！」

「……あいつと正反対すぎるんだよなぁ」

「えーっと、あいつって、真白先輩？」

「そう。顔を見れば『嫌い』とか『死ね』しか言わない」

　からかうように好きと言われまくるのも嫌だが、何も悪くないのに嫌いと言われるのも嫌だ。

　彩羽と真白のちょうど中間点みたいな女子がいれば最高なんだが、世の中なかなかうまくいかないものだ。

「そーいえば、肝心かんじんの勧誘。まだ成功してないんですよね」

「……まあな」

　常温飲料の並ぶ棚の一番上、トマトジュースの缶を取ろうと背伸びしながら訊たずねる彩羽に、俺はばつが悪い気持ちで答えた。

　今回の作戦でオズや菫には多大な貢献こうけんをしてもらっている。彩羽にも、買い出しの手伝いと、惣菜の盛り付けや料理の準備をお願いしている。

　現状、何の進捗も見せていないのは俺の真白勧誘セクションだけだ。

「徹底的に避けられるもんでな。どうしたもんか」

「うーん……よっ、はっ……」

　彩羽はぴょんぴょん飛び跳ねながら、何かを考えている。そして。

「やっ、とっ……もしかしてセンパイ、真白先輩に遠慮しちゃってます？」

「え？」

「確かにここ数日の攻めは一般的にはめっちゃウザい誘い方ですけど、センパイの本気からしたら、可愛いモノだと思うんですよねー……せやっ」

　何度チャレンジしても彩羽の手は空を切り、トマトジュース缶を摑つかめない。

　着地し、むー、と悔くやしげに棚の上を睨にらみつけながら。

「センパイは、もっとウザいほど強引な人のはずですよ。──私にしてくれたときとか。私やお兄ちゃんや菫ちゃん先生をハニプレに誘ったときとか」

「仕方ないだろ。それが最善だと思ったら、自分を止められないんだ」

「で、みんなを納得させちゃう。確かにその通りだーって。ホント、人を見る目が良すぎっていうか、的確てきかくにこっちのほしいモノを見抜きますよね」

「持ってる人間が、収まるべき場所に収まってないのが気に入らないんだよ。本当は才能があるのに、やりたいことがあるのに、周囲の環境が許さない──そういうのは不毛ふもうすぎるだろ」

「そーいう夢と現実のギャップに悩む人に手を差し伸べて、現実を引き寄せるプロデュース力。それがセンパイの力で、しょっ」

　勢いをつけてジャンプ。

　彩羽の手はトマトジュース缶を見事にキャッチ！

「やたっ！　……って、あわわわわ!?」

　しかし着地の際に体勢たいせいを崩し、棚を押し倒さん勢いで転ころびそうになる。

　俺はすかさず彩羽の腹に腕を回し、その軽い体を抱き止めた。

「気をつけろ、バカ」

「あはは、助かりましたー」

　腕の中で苦笑にがわらいを浮かべた彩羽は、缶を大事そうに抱えながら言う。

「でもって、私らが自由にやった末にポカをやらかしたらちゃんと救って受け止めてくれる。そういうセンパイだからお兄ちゃんもついてくんです。強引に攻めていいのか、真白先輩が本当にそれを望んでるのか自信なくて迷ってるなら、自分の目を信じてＯＫって、私が保証します☆」

「本気で、全力で、強引に……か。確かに、俺にしては日和ひよってたかもな」

　合理的な戦略を取ってきたつもりだったが、どうやら自己評価機能が鈍にぶっていたらしい。

　最後の最後で真白の自主的な決定に委ゆだねようという甘さが、俺の中にあった。

　そうだ。この道が正しいと予想した以上、その予想に全力で賭けてこその俺だろう。

　きっと真白のためになる。これは真白の未来を良くするには必要な通過儀礼つうかぎれい。

　そう思うなら一時的にウザがられても一向いっこうに構わない。

　オズや菫に、みんなでハニプレに就職しようと提案したときのことを思い出す。

　いきなり何を言い出すんだと驚き、そんなこと不可能だよとあきれ返った二人に対して、俺は絶対にそれがみんなのためになるからと説得し、了承してもらった。

　圧倒的な才能を持ちながらも、それゆえ最低限の頭脳がない相手とは会話できず、俺や家族や一部の人間としかうまくコミュニケーションが取れないオズ。

　小さい頃から絵が好きで、圧倒的な描画能力と天性の創作情動を秘めながらも、教師一家の圧力でなりたくもない教師の道に進まざるを得なかった菫。

　その二人の夢を叶かなえる、邪魔する障害を排除する、それをまとめて達成できる妙案こそが、月ノ森社長の伝手つてを利用してのハニプレへの無試験無条件入社だった。

　あのときの無茶むちゃな提案に比べたら、確かにここ最近の勧誘はまだまだ詰めが甘い。

　抱えていた彩羽をその場にしっかり立たせ、俺はトマトジュースの缶を手に取りながら。

「──サンキュ、彩羽。お前の言う通りだ」

「あはっ☆　センパイの本気、めっちゃ楽しみにしてます♪」

　悪戯いたずら好きの後輩と二人、ニヤリと悪巧わるだくみの笑みを交わし合った。




　──覚悟してろよ、真白。

　たとえお前が嫌がっても、俺はお前を放っておいてやらない。

　お前が最も効率的に友達を作って、最も効率的に楽しい学校生活を送れるように。




　徹底的てっていてきに、ウザ絡みをしてやる。





＊






『さあ、ここからが盛り上がりどころだね。アキの秘策がバシッとハマるかどうか、僕も今から楽しみだよ』

『どこまでやれるかわからんが、ま、せいぜいやってみるさ』
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　ベッドの上で布団ふとんにくるまっていると、ずっと心地好ここちよいまどろみの中にいたくなる。

　砂浜にそっと埋うまる貝のように、殻の外側と触れ合うことなくただ波に揺られていたい。

　そう思っていたし、今もときどきそう思う。

　──それじゃ駄目だめなんだって、わかっているのに。わかっているから、転校したのに。


　アキと再会したとき真白ましろは本当に嬉うれしかった。再会の仕方は最低だし、正直、見せるつもりのない適当な下着を見られたのは死ぬほどショックだったけど──……。



　それでも昔みたいに顔を合わせて、言葉を交わして、すごく嬉しかった。

　わかってたことだけど、アキはやっぱり昔と何も変わってない。

『今週の金曜日、真白の歓迎会をしたいんだ──』

　通学路で、学校で、家の前で、何度もしつこく誘ってきたアキの顔を思い出すと胸が痛む。

　あのお節介せっかいに悪意あくいなんてないことはわかっていた。

　たとえ長い間顔を見ていなくても理解していた。

　何故なぜなら、彼の成なし遂とげたことを遠くからずっと見守り続けてきたから。

　だから自分も一歩を踏み出したくなった。

　彼の隣に行けば自分も変われるんじゃないかと思えたから。

　──でも現実は違った。

　アキの隣にいるあの後輩の女の子は……だれ？

　あんな人、真白は知らない。

　小日向乙馬こひなたおずまと影石菫かげいしすみれは、アキの周りにそういう人物がいることは何となく察していた。

　お父さんとアキの通話を盗み聞きしたときにもごく稀まれに登場していた。

　だけどあんな可愛かわいい女の子がいるなんて聞いてない。

　それも、まるで恋人同士みたいに仲睦なかむつまじい姿を、見せつけるようにしてくるなんて。


　……………………。



　違う。こんなの、ただの醜みにくい嫉妬しっとだ。

　何年も顔を見ていない自分が、思い出と情報だけで想いを寄せてしまうくらいなのに。

　友達の妹だなんて近いところにいる女の子が、なびかない理由がない。

　正直、お父さんにニセ恋人の提案をされたときは「よっしゃ」と心の中でガッツポーズした。

　恥ずかしかったけど、それを遥はるかに上回る嬉しさがあった。

　だからこそアキの隣にいた子──小日向彩羽こひなたいろはを見た瞬間の失望感は大きかった。

　情けない話だと自分でも思う。


　前の学校でクラスメイトとうまくいかなくて、学校に通うのが嫌になって──……。




　偶然から《５階同盟》のことを知って、密ひそかにみんなのことを想って──……。



「『ストーカーなの？』だって。ばかなの、真白」

　アキに甘えるつもりでお父さんに我儘わがままを言って、ずるい方法でアキと同じ学校、同じ教室に通わせてもらっておいて何が『ストーカー』だ。自分の方がよっぽど悪質なストーカーじゃん。

　胸の中で膨ふくれ上がる嫉妬心のままにアキに悪態あくたいをつく自分が嫌だ。

　正面からまともに仲良くなろうとして、拒絶きょぜつされてしまうのも嫌だ。

　アキに仲の良い女の子がいるなんて嫌だ。

　また転校する前みたいに誰も味方になってくれなくて、みじめな想いをするのが嫌だ。

　嫌なことだらけ。母親に手を引かれても言うことを聞かない子どもみたい。

「金曜日……明日、か……」

　ごろりと寝返りを打って、隣の壁をじっと見つめる。

　その先には五〇二号室があるはずだ。

　もしかしたらアキの寝ているベッドがあるかもしれないけど、軽く目を凝こらしても壁を透視することはできなかった。

　掛け布団で口元を隠しながら真白はつぶやく。

「飲み会なんて……行かない」

　アキと二人なら、なんとかなる。

　だけど自分と正反対の陽キャな人がたくさんいる場所に混ざったら、もう無理だ。自分は、その場で浮いてしまう。

　アキとの会話の権利だって、積極的で明るい他の人達に奪われる。

　そしたら周りは全員知らない人ばっかり。

　楽しまなきゃいけない場で、より深くひとりぼっちを実感することになるんだ。

　……そんなの、絶対嫌。真白は絶対に、誘いになんか乗らない。

　たとえ大好きな人から何度誘われても、絶対に。
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　金曜日。真白ましろ歓迎会実行当日が訪れた。

　一限目、二限目、三限目、四限目、昼休み──俺は節目ふしめごとに真白に話しかけたが、やはり氷に閉ざされた心は固く、こじ開けることは適かなわなかった。


　そして放課後──……。



　帰りのホームルーム終了と同時に横を向くと、真白は荷物を手に素早く教室を出て行った。

　話しかけられる前に逃げようという魂胆こんたんだろうが、まあいい。

「準備はいいか？」

　後ろの席に向けて声をかけると、机の上にノートＰＣを出しながらオズが笑う。

「準備は完了済みだよ。まったく一週間でこんなシステム作らせるなんてこのプロデューサーはとんだブラック体質だね」

「バグ取り含めて昨日には作業終わらせてたろ、天才プログラマー」

「貴重な睡眠時間を生いけ贄にえに捧ささげてるんだけどね……ふぁ」

「まあこの借りはいつか返すさ。今はとりあえず付き合ってくれ」

「ん、りょーかい」

　俺はスマホを取り出してＬＩＭＥを立ち上げ、仲間達に向けて一斉に通話をかける。

「オペレーションＰＴピーティー開始。総員、配置につけ」

『『『了解ッ!!』』』

　彩羽いろは、オズ、菫すみれの声が重なったのを確認すると同時に席を立ち、俺は全速力で真白を追った。

　足を滑すべらせながら廊下を駆け抜け飛び降りるように階段を下りて、昇降口まで来たところでようやく彼女の背中を捉えた。

「真白ッ」

「……！　な、何……追いかけてきたりして」

「用事があるんだ」

「き、今日の飲み会は行かないって、言ったでしょ」

「日程を覚えててくれたんだな。完全に興味ゼロなわけでもないってことか」

「……！　き、詭弁きべん。毎日あんなふうにしつこく迫られたら、嫌でも記憶する」

「そうかもな。……まあ、心配するな。お前が自分の足で会場に来てくれなきゃ意味がない。無理に連れてくような真似まねはしねえよ」

「……ホントに？」

「ああ、オレ、噓うそツカナイ」

「カタコトなのが怪しいけど……というか、それならどうして追いかけてきたの」

「用件は歓迎会のことじゃない。単純に、一緒に帰ろうと思ってな」


「……………………」



　警戒する猫みたいな上目遣いで睨にらんでくる。

　おーおー、信用されてないな。まあ今日までの流れを考えたら、仕方ないけどさ。

「どうせ帰り道は同じなんだ、俺がいても問題ないだろ？」


「……………………」



　さすがにこの程度の誘いなら乗ってくれるだろう。交流のない奴やつも含まれる飲み会に参加するのは精神的ハードルが高かったかもしれないが、これはただ同じ道を歩いて帰るだけだ。何の作為もない日常行動の延長。もしもこの誘いを断られるようなら真白にとって俺は、半径一メートル以内に存在するだけで嫌というほど拒絶きょぜつしている対象ってことになるしさすがにそれはいくらなんでもむごすぎるわけで──

「……ッ」

　ダッ!!

　靴を履はき終え駆けだした真白の背中が遠ざかっていく。

「──マジかよ、そこまで嫌われてんの？」

　愕然がくぜん。

　いやまあ振り返れば嫌われることしかやってないんだから何ショック受けてんだって話だが。

　とはいえこれがラブコメか何かだったら、何やかんやでどうにかなるところじゃないのか？

　……いや、ならんか。オズならともかく俺にそんな器うつわはないもんな。

　俺の周りにいる女連中はどいつもこいつも俺のことが嫌いだ。

　声をかけたら無条件でデートに応じてくれるチョロい女は俺の近くに寄ってきたりしない。

　そんな天性てんせいの才能はない。




　だからこそ、徹底的てっていてきに考え尽くして望む結果を摑つかんでみせる。

　それが俺──大星明照おおぼしあきてるという人間だ。





「絶対に、逃がさん!!　意地でも一緒に帰るぞ、真白ぉーーーっ!!」
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「はっ、はっ、はっ……な、何で追いかけてくるの!?」

「自意識過剰じいしきかじょうなんじゃないか!?　俺はただ自分の家に帰ろうとしているだけだ!!」


「だったらその全力疾走しっそうはいらないっ……でしょっ……！」



　息を切らしながら歩道を走る俺と真白。

　スタートはあちらの方が早かったが、そこはやはり先週まで引きこもり。あっという間に息を切らして、足取りもやや怪しい。毎日しっかり筋トレしている俺に敵かなうはずがない。

　が、あと一歩で追いつくというとき、伸ばした手が空を切った。


「方ッ……向ッ……転換ッ……！」



　歩道から逸それて裏路地うらろじに入る真白。虚きょを突かれた俺は慌てて急ブレーキをかけた。

「む！　待て！」

「今、『待て』って言った！　うそつき。やっぱり真白のこと追いかけてるんだ！」

「うるせえ追いかけてて悪いか！　あァ!?」


「開き直ったーーーっ!?」



　悲鳴を上げながら狭い裏路地を駆け抜けていく真白。

　手あたり次第に積まれた段ボールだの飲食店のゴミ箱だのを倒して中身をぶちまけて、俺の追跡を妨害ぼうがいしながら彼女はひた走る。

　しっぽを踏まれかけた黒猫がビビって走り去るのに目もくれず、俺はただただ真白の背中せなかを目掛けて走り続けた。


「どうっ、してっ……真白に構うの？　アキはっ……真白なんていなくても、楽しくやってる。完成されたコミュニティに……入っていくなんて、無理っ……！」



「じゃあっ……俺らの仲間にならずにっ……お前はどこに行くんだっ？」

「……ッ」

「この一週間で俺以外の誰と話した？　四十人いるクラスメイトのうち、何人と会話した？」

「や、やめてっ……言わないでっ……」

　意地悪いじわるな質問だと思う。

　月曜日から金曜日まで。おはようからおやすみまで。ずっと真白を追いかけ続けた一週間。

　他の誰よりも真白を見てきた俺は、その答えが『ゼロ』だと知っているのだから。

　残酷ざんこくな現実を知りながらあえて突きつけるようなことを言うのは、もちろんただの嫌がらせなんかじゃない。

「お前が転校してでも手に入れたかったものは、本当に今の生活なのかよ！　違うだろ!?」


「……ッ！　そんな、こと……！」



「確かにファミレスでのアレは俺が悪かった、そのことなら何度でも謝る。土下座してもいい、無限に詰なじってくれて構わない、スイーツを奢おごるのもパシリにされるのも何でも受け入れてやる、だから許せとも言わない、俺のことなんざ嫌い続けてくれて構わない、だけどッ──」

　ありったけの想いを込めて、心からの懇願こんがんをぶつけた。




「──『今が楽しくない』って気持ちに、噓はつかないでくれ!!」




「……!?」

　あからさまに背中が震える。だけど頑固がんこにも振り返らず、首を振ってひた走る。

　いつの間にか路地ろじを抜けて広い通りに出ていた。けたたましいクラクションの波間なみまをすり抜けて、運転手の「アブねえぞクソガキ！」という声にやけくそ気味に謝罪の声を張り上げながら、脇目わきめも振らずに逃げ続ける真白を追って川べりの土手どてを駆け上がっていく。

　傾斜けいしゃを選んでしまったのは、彼女からもはや冷静な判断力が失われている証拠だ。

「つか、まえ……たっ!!」

　上り切ったところでかくんと膝ひざが折れて真白の体勢が崩くずれ、そこでようやく追いついた。

　が、そこで唐突とうとつだが当然の不幸が二人を襲った。

「へっ？」

「あ──」


　糸が切れたような急停止の真白に対して全速力で突っ込んだ俺──……。



　小柄こがらな女の子の体が成人男性と同等程度に育った男子高校生の突進を耐えきれるわけがなく。

「きゃあああああ!?」

「うおおおおおお!?」

　勢いのまま上半身を乗り上げるように柵さくを越えてしまい、二人折り重なる形で反対側の傾斜をゴロゴロ転がっていく羽目はめになる。


　ざっぱぁーーーん!!



　さらに不幸なことに、傾斜の行き着く先は川の中。

　不幸中の幸いは、川がかなり浅かったことだけだ。

　溺死できしだけは回避かいひできた。

　だけどそれ以外のことは、全部が全部最悪の状況で。


「うぇっぷ！　うぇっ……くそ、くせえ。変な工業廃水こうぎょうはいすい流してないだろうな、ここ！」



　口の中に入った水を吐き出して、悪態あくたいをつく。

　隣で半身を起こした真白もけほけほと咳せき込みながら、弱り果てた声を漏もらした。

「うう……びちゃびちゃ……」

「大丈夫か？　真……しろ……!?」

「へ？　どうしたの、ア……キ……」

　思わず声を裏返らせた俺の反応に首を傾かしげた直後、真白はすぐにその意味に気づく。

　川に落ちた者に訪れる当然の末路。

　身に着けた制服はしっとりと濡ぬれて素肌に張りついている。ぺたんと女の子らしく座る彼女のふとももやソックスも、上品に整えた髪の先も、瑞々みずみずしい白肌も余さず全身から水滴すいてきがたれており、雪解ゆきどけの朝を思い起こさせる風光明媚ふうこうめいびな光景が……なんてそれっぽく描写してみたが、すまん、正直に告白すると脳裏のうりをよぎった第一声はこれだ。





　──えっっっっろ。






　文学性の欠片かけらもない感想で大変申し訳ない。だがどれだけ言葉を尽つくすよりも正確な表現だ。

　思わぬトラブルの直後で油断ゆだんしていたというのもある。

　普段、理性で抑え込んでいるその手の感情が、爆発的に湧わき上がってしまった。

　それくらいに真白の濡ぬれた姿は、触れがたいほどの神秘を宿した魅力の爆弾で。

　思わず見惚みとれてしまったとしても、仕方のないことで──。


「……ッ──……～～～～……ッ!!」



　己のあまりにも無惨むざんな濡れ透け制服姿に思い至ったのだろう。

　真白は額ひたいから首筋くびすじまで真っ赤になり、わなわなと唇くちびるを震わせる。


「な……な……何、見てるのっ……変態っ……！」



「す、すまん！　えろすぎて見惚れてた！」

「素直かっ！」

　全力でつっこまれた。

　そりゃそうだ、いくら混乱していたからって口がガバガバにも程ほどがある。

　真白は透けた体を両手で隠しながらバシャバシャ音を立てて後ずさる。

「あっ……」

　しかし当然ながら長距離走後で限界を迎えた足は重い水の中を満足に歩けるわけがなく、

「危ない！」


「きゃっ……ちょ……」



　素早く駆け寄って、俺は転びかけた真白の体を支えた。

　濡れた体同士で密着し合い、互いの顔も限りなくゼロに近い距離に近づく。

　ドキリとする体勢だが、二度と同じ失敗を繰り返さない自負じふのある俺はさっと目を逸そらした。

「ひとりで立てるようになったら言え。ずっと触さわってるつもりはないから」

「う、うん……」

　目を逸らしながら言ったのが功こうを奏そうしたのか、困惑こんわくの気配がありながらも真白は体の緊張を解といて、大人しく抱かれるがままになっていた。

　足元あしもとを気にしながらおずおずと体勢を立て直し、ホッと胸を撫なで下ろす。

「もう、大丈夫」

「そうか。……今度は転ぶなよ？」

「うん……」

　ふらふらする真白をいつでも支えられるように構えながら、ゆっくりと岸に上がった。

　欄干らんかんを越えて土手の上の道に戻ると、俺達はほぼ同時に地面に座り込んだ。

「今日は最悪の一日だ」

「それ、真白の台詞せりふなんだけど」

「まだ認めてくれないのか？　このペアルック、どこからどう見てもカップルだろうが」

　自分達の姿を見たら自然と出てきた言葉。その、何の作為さくいもないぼやきに。

「……ぷっ」

　真白の氷が、弾はじけた。

「あははは。何それ、ばかなの？　こんな最低のペアルック、初めて見た」

「偽にせのカップルにはお似合いっていう、神様からのメッセージかもな」

「そんな神様死んじゃえ」

「ひどい言いい草ぐざだなそりゃ。とりあえず祈っておけばいつかは良い思いさせてくれるかもしれないぞ？」

「期待なんてしない。昨日まで嫌われてたのに、明日から好かれるわけないもん」

　そうつぶやいた真白の姿がとても小さく見えた。

　親に叱しかられて部屋の隅すみでいじけている子どもみたいに。

「そりゃ正論かもしれないけどさ。──なあ、どうして意地張るんだ？」

　本当は寂しいはずだ。
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　父親に無茶むちゃなおねだりまでして前の学校から転校させてもらって、それなのに友達のひとりも作れずに、教室にいるときも楽しそうな顔ひとつせずに幸せです満足ですとアピールされても、はいそうですかと納得できない。少なくとも俺は、そんな鈍感な脳味噌のうみそに生まれてない。

　だから、つつく。痛いところかもしれなくても、容赦ようしゃなく殻を割る。

　その中でうずくまっている『本物の真白』と話がしたいから。

「……アキは、変だよ。ここまでしつこく真白を構うなんて。絶対、おかしい」

「鋭いな。教室では普通を装ってるが、実はこう見えて変な奴なんだ」

「教室でも隠せてないけど。……でも、そっか。アキは、こういうふうにおかしいんだ。だから、他の人達も……」

　他、というのは《５階同盟》の連中のことだろうか？

　しかしどうしてこの文脈でみんなが出てくるんだ、と疑問を投げかけようとした声は、喉のどの奥に引っ込んだ。

　真白が、すぐに次の言葉を続けたからだ。

「ごめん……アキは、何も悪くないの。アキのこと、嫌いじゃ、ないの。だから真白のこと、嫌いにならないで」

「誰も嫌いだとは言ってないだろ。……嫌われてるとは思ってたけどな」

　涙声なみだごえの懇願に、頰ほおを搔かきながら答える。

　真白に何か言葉にしがたい事情があることはわかっていた。だから俺も、仲良くなるためにウザ絡みすることはあっても、過去を掘り下げるような言動げんどうはなるべく避さけてきたんだ。

　でも今の真白は必死で言葉にしようとしている。

　自分から殻を破ろうとしている。

「えっとね……あのね……真白、……怖いの」

「怖い？」

「アキのお友達の輪に入れないんじゃないかって。真白だけ空気になって、誰にも見てもらえなくて、そうしたら、その瞬間から、アキも真白のこと見えなくなっちゃうんじゃないかって……変だよね、おかしいよね。でも──」

「いや、おかしくないな」

「え？」

　切実せつじつな真白の言葉を、俺はただの一言ひとことで肯定こうていしてみせる。

　そう、彼女のそれは妄言もうげんなんかじゃない。

「ニセ恋人設定のせいで注目を集めちまったから、真白にはそう見えてないかもしれないが、俺はもともと教室で空気だったんだぞ？　その感覚のことなら、誰よりも知ってるっての」

「う、うそ……アキが、空気……？」

　信じられない、と真白は目をまんまるに見開いた。

「いじめられたりとか、そういうわけじゃないけどな。目立った特技もないし、勉強は頑張ってるが天才と呼べるほどでもなく、飛び抜けたイケメンやブサメンでもない。全部が平均点のつまんない奴。凡人ぼんじん。それが俺だよ」

「そ、そんなことない。だって、アキは《５階同盟》のリーダーで──」

「あれ、知ってるんだ、その名前」

　マンションの５階で歓迎会をすることは教えたけど、同盟の名前まで教えたっけか？

「あっ……えっと、お父さんが、言ってた」

「ああ、伯父おじさんの娘だもんな。そりゃ知ってて当然か」

　月ノ森つきのもり社長はあの軟派なんぱっぷりで、さらに子煩悩こぼんのうときてる。守秘義務しゅひぎむって何？　ってなノリでベラベラ情報を流していても不思議はない。そもそも守秘義務契約とか結んでないし。

「す、凄すごいゲームを作ってるんでしょ。まだ高校生なのに、いっぱい稼いで──」

「山分けだし、稼ぎはほとんど次のアプリゲームの制作費だからなぁ。儲もうかってはいないよ」

「それでも、自分主導で作品を作って……いろんなところで、老若男女ろうにゃくなんにょに遊ばれてて……凄い、と思う。教室の人気者でも、おかしくない」

「いや、ゲーム作れたって人気者にはならないし。それに学校では隠してるんだ」


「…………！」



　真白の眉まゆがピクっと動いた。

「どう……して？　他の人に、ばかにされるから……とか？」

「いや、違う」

　真白の問いに俺は即答した。

「チヤホヤされて調子に乗る自分が簡単に想像できたからだ」

「えっ……みんなに褒ほめられたくない、の？」

「褒められたいに決まってるだろ。人間だぞ」

　承認欲求しょうにんよっきゅうくらい俺にもある。空気扱いされれば多少悲しい気持ちにもなる。だが──

「──自分がそんな風ふうに褒められ、天狗てんぐになることで無駄むだに消費することになるであろう時間を計算したら、誰にも明かさない方がいいと思えた。効率的に考えた結果だよ」


「……………………」



　その台詞を聞いた真白は、しばらくの間、ぼーっと俺を見つめた後、

「……変すぎ」

　くすりと、今日一番の笑みを見せた。
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「本当に来ないのか？」

　ずぶ濡れ姿の帰り道、ヘンゼルとグレーテルのパンくずのように水滴を落としながら並んで歩いた。そしてたどり着いたマンションのロビーで立ち止まり問いかけた俺をちらりと見て、真白はゆっくりと首を振った。

「……ごめん。誘ってくれたのは、嬉うれしいけど……」

「気のいい奴らだぞ。絶対に真白をハブにしたりしない」

「わかってる。でも、気持ちの問題だから」

「ま、そればっかりは仕方ないか。オーケー、しつこいことは言わない。俺も諦めるよ」

　エレベーターが到着。二人で乗り込みしばらく無言。

　結局、真白をその気にさせることはできなかった。

　俺が考えていたよりもよほど彼女は深い心の闇を抱えていて、仲間とか友達とかいう存在に対して臆病おくびょうになっている。

　再会して数日の俺如ごときがその心の氷を溶かすなんて、どだい無理な話だった。

　一緒に川に落ちて、想いをぶつけて、笑い合って。

　ここまでしてもなお前に進めないくらい、真白は心に傷を負おっているんだ。


　だから俺は、たとえ納得できなくても、彼女の意思を尊重そんちょうするしかない──……



「……それじゃ」

　５階で下りてすぐ、真白はそそくさと歩き出す。

　その背中に向けて俺は笑いかけた。

「せめて来週から、学校では普通に接してくれよな」


「……………………………………………………うん」



　幼い子どものようにうなずいて、とてとてと歩いて行く真白の背中を見守る。

　五〇一号室、５階廊下ろうかの一番奥。俺の部屋はその手前。

　俺が長い廊下の途中で立ち止まり、ドアに向き合ったところで声が聞こえてきた。

「あれ。……閉め忘れた？」

　見ると、真白がドアノブに手をかけ首を傾かしげていた。

「どうした？」

「あ、うん……鍵が、開いてて。閉めてきたと、思うんだけど」

「──泥棒どろぼうか？」


「わ、わからない。でも──……」



　不安げな眼差まなざしを向けてくる。

　初めてのひとり暮らし、引っ越したばかりの慣れない部屋で、不自然に空いている鍵。

　ただの施錠せじょう忘れならいいが、もしもそうでなかったら……？

　空き巣や強盗ごうとうのたぐいが今まさに家探やさがし中だとしたら？

　そんな想像力が働いているのか否いなか、真白の唇が真まっ青さおになっていた。

「……確認してみよう。俺も、ついててやるから」

「うん……」

　気持ち真白を守るように前に出ながらドアを開け、暗い室内に足を踏み入れる。

　靴を脱いで廊下に上がり、二人密着してじりじりと進んでいく。

　しん──と静まり返った廊下。

　人の気配はない。

　ぎぃぎぃと鳴る自分達の足音が、やけに大きく聞こえてしまう。

　一歩進むごとに緊張感が増していき、汗が滲にじむのを実感する。

　服の裾すそをきゅっと握る真白の姿が実際よりも遥はるかに小さく見えて。

　リビングに繫つながるドア。

　俺は無言で真白の方を見る。

　真白はごくりと唾つばを呑のみ込んで、こくんとうなずいた。

　ドアノブを摑つかみ、そして、勢いよく開いて……！




　同時に、真白の背中を押した。




「えっ」


「お前の気持ちが追いつかないなら、諦める。お前の意思を尊重する──……」



　いきなりリビングの中央に押し出され、困惑したように振り返る真白に向けて──

「──なんて流れには、してやらねーよ」

　ライバルを出し抜き完全犯罪に成功した新世界の神のような悪い笑みを浮かべた。

　パァン！　パンパン!!

　遅れて聞こえてくるのは、激しい銃声──などでは、もちろんなくて。

　茫然ぼうぜんと立ち尽くす真白の頭に降ふり注そそいだのは、無慈悲むじひな銃弾の雨ならぬ、色鮮いろあざやかなリボンの虹だった。




「「「ようこそ５階へ!!!」」」




『真白ちゃん熱烈歓迎』──

　リビングの中央にはそんな横断幕おうだんまくが掲げられ、食卓に並ぶは古今東西ここんとうざいのお茶と酒、瓶に入ったジュース、お高めの出前でまえ料理の数々に、大きな鍋から仄ほのかに美味おいしそうな香りを漂わせる、彩羽いろはの手作り野菜カレー。

　そして最後の晩餐ばんさんばりの食卓を囲むように、ラフな格好をした彩羽とオズ、菫の三人が放出済みクラッカーを構えた姿で立っていて。


　そう、俺と真白はヘンゼルとグレーテルのように道しるべを残して歩いてきたが──……。



　その二人の行く先にあるのは、餌えさの到来を巧妙に待ち受ける魔女の家。

　可哀想かわいそうなグレーテルだ、まさかヘンゼルによって魔女の家に導かれてしまうだなんて、思いもよらなかったのだろう。

「……ど、どういう、こと？」

「今日は真白の歓迎会だって言っただろ」


「そうじゃ、なくてっ……なんで真白の家でやってるの。不法、侵入……っ！」



「不法侵入は良くないな。俺も、彩羽の奴には毎日口を酸すっぱくして注意してる」

「じゃあ──」

「だけど、これは違う。俺達は不法侵入なんてしてないぞ。だってここ、俺ん家だし」

「は？　意味、わかんない。ここは、真白の家」

「表札にそう書いてあったか？」

「表札は、ない。まだ、引っ越してきたばかりだし」

「だから騙だましやすかった。うちの表札を外しておくだけでいいんだからチョロいもんだ」

「でもっ、でも、真白は確かに……」

「家具かぐの配置やリビングの様子を見ればわかるだろ。この部屋の中、見覚えがあるか？」


「…………ない」



「それだけでも証明終了だと思うけどな」

「……でも、どうして？　真白はちゃんと自分の部屋のドアを開けたのに」

　頭上に疑問符ぎもんふを乱舞らんぶする真白にとりあえずのヒントを出してやる。

「真白、お前は自分の部屋の場所をどうやって記憶してる？」

「え？　えっと……廊下の、一番奥の部屋──」

「それだ。人間は周辺に置かれた物や風景なんかを絡めながら、相対的に場所を記憶する」

　そしてその記憶情報は至極曖昧しごくあいまいだ。


　歩き慣れた道なら反復学習はんぷくがくしゅうの結果に、かなり正確な記憶が可能だが──……。



　初めて訪れた場所やまだ慣れない環境では、わかりやすいランドマークに頼る必要がある。

　ゆえに。

「真白は廊下の一番奥、突き当たりの手前が自分の部屋だと記憶していたんだ」

「記憶していたも何も、それが事実だし……何言ってるの？」

「ここが廊下の一番奥なんかじゃないってことだよ」


「？？？？」



　何が何だかわからない、という顔。

　まあ、そんな顔にもなるよな。

「見ればわかる」

　そう言って俺は真白を連れて廊下に出た。

　ドアを開けてすぐ左手──廊下の突き当たりにあたる場所、そこはどう見てもただの壁にしか見えない。真白も俺の言葉の意味がわからず、怪訝けげんそうに首をかしげていた。

　そんな彼女の目の前で、俺はその壁に手を伸ばす。

　すると、ぶわりとその光景に波紋はもんが広がって──

「えっ!?」

　真白が驚きの声をあげた。

「ホワイトスクリーンだよ。突き当たりの壁とまったく同じ質感のテクスチャを画面に表示させて、錯覚さっかくさせたんだ」

「ほ、ホントだ。よく見たら無理矢理むりやり設置した跡がある……」

「ちなみに放課後お前を追いかけたのは、まっすぐ家に帰らせないためだ」

　俺の言葉に真白もハッとする。

「そこまで、計算ずくだったの？」

「まあな。どっちに転んでもいいように、二重三重に策を張り巡らせた」

　放課後の説得で真白がうんと言えば、ホワイトスクリーンはいらなかった。しかし俺を拒絶して逃げようとすれば、まっすぐ家に向かわず迂回うかいすることになる。そういう追い方をした。

　そうやって、オズ達がスクリーンをセットする時間を稼いだのだ。

「まったく。人間を騙せるレベルの精度に調整するのは、さすがに骨が折れたよ。アキの注文はいつも無茶振りで、いきなりだからね」

「まあ、その無茶な思いつきを何でも実現しちまう奴が友達だからなぁ」

　俺に続いて玄関げんかんから出てきたオズに苦笑を向ける。

　我わが《５階同盟》の屋台骨やたいぼね、技術力のすべてをひとりで支える天才プログラマー、ＯＺオズ。本名、小日向乙馬こひなたおずま。

　どんな繊細せんさいな映像処理をも可能とするシステムを、影石かげいし菫の色彩しきさい知識を借りながら僅わずか数日で構築したのは彼の功績こうせきだ。

「オペレーションＰＴピクチャー・トラップ、とりあえず大成功、だな」

「意味……わかんない」

　茫然としていた真白がふいにこぼす。その腕うでを震わせながら。

「なんでここまで、するの？　真白を飲み会に参加させるためだけに」

「参加すればわかるからだよ。こいつらがお前だけをハブにするような連中じゃないってことが」

　真白は視野が狭すぎるんだ。

　ニセモノの壁に気づけないほど、周りが見えていなかったんだ。

　自分ひとりの部屋にずっと閉じこもっていた彼女にとって、自分だけが世界の住人だった。

　だからすべてを自分の尺度しゃくどで測ってしまった。

　世界は自分にだけ厳しい──その真白だけの常識を無理矢理にでもぶち破るために、俺達は無駄に手の込んだ罠わなを作り出した。

「で、でも……一方的に、友達になれなんて言われても、困る……っていうか……」

「な～に言ってるんですか真白パイセン！　……って、うわグチャグチャ!?」

　室内から飛び出してきた彩羽が真白の後ろから抱きついて、すぐに制服が濡れていることに気づいて飛び退すさった。

「アキ先輩……こんなに濡れ濡れになるまで犯おかしたんですか？」

「ちげーよ。ってかよく見ろ、俺も濡れてるだろうが」

「てっきり返り潮か何かかと──」

「おいこらＪＫ女子高生、まだ日付も変わらんうちに何口走くちばしってやがる」

　ホント清楚せいその欠片かけらもない女であきれるばかりだ。

「あはっ☆　イマドキ多少の性知識もない女の子とか噓っしょー！　ってのは、とーもーかーくー、真白さんは一個おっきな勘違いをしてます！」

　小さな鼻先はなさきにビシっと指をさして。

「ここの４人、べつに友達同士じゃないんで！」

「え？」

　彩羽が放ったその言葉に、真白はきょとんとする。

「あ、正しくはアキ先輩とお兄ちゃん以外は、ですかね。いや、むしろこの組み合わせも妹的には恋人同士とかの方が美味しいわけで！」

「わかる!!　美味しい!!　冷静系ドＳスパダリと王子様系の受けが絶妙のハーモニー!!」

「よりによってこのタイミングで入ってくんな。引っ込んでろクソ教師」

「あうん……冷たいぃ」

「てか臭っ！　もう酒入ってるのかよ、せめて真白到着まで待ってろよ！」

「アタシと酒瓶を同じ部屋に置いたのが悪いわ」

　混ぜちゃいけない洗剤かよ。化学反応的に酒を摂取せっしゅせずにいられないとか、この女には理性というものが存在しないのだろうか。

「ま、待って……待って！　友達じゃないって、どういうこと。こんなに仲良さそうなのに」

「えと。私から見るとセンパイはお兄ちゃんの友達、お兄ちゃんはお兄ちゃん、菫ちゃん先生はお兄ちゃんの担任──って感じで、直接バッチリの友達同士って雰囲気ふんいきとはちょーっと違うんですよねー」

「だな。俺から見てもオズは友達だが、彩羽は友達の妹だし、あのダメ女教師は何かそういう生き物だ」

「アタシの扱いだけテキトーすぎない!?」

「まあまあそーゆーわけでして」

　菫を扉の中に押し込んで泣き言をシャットアウト、彩羽は顔だけで振り向きながら続ける。

「たまたまお隣同士だし、せっかくだから絡むか！　ってぐらいのノリなんですよ、私達」

「そんな関係……あり得るの？　やっぱり、ゲームを作る仲間だから？」

「およ。それも知ってるんですね」

　彩羽が不思議そうな目で俺にアイコンタクトを送ってくる。

　そういえば説明するのを忘れていたが、実はそうなんだという思いを込めてうなずき返した。

「まーそれも大きいですけど、絶対条件じゃないですね。てかそれが参加条件って言われちゃうと、ゲーム作りに貢献こうけんしてない私は失格になっちゃいますし☆」

「それは……確かに……」

「だからここに参加権とかないんですよ。友達でも家族でもましてや恋人とかでもなくて仲間っていうか、ギルドっていうか、何かそういう緩ゆるい繫がりなんです。それくらいが、人間力の低いウチらにはちょうどいいってアキ先輩のアイデアで──もがもごっ!?」

「あー、はいはいそこまで。お前、口軽すぎ」

　ぺらぺら《５階同盟》の成り立ちを語ろうとする彩羽の口を押さえる。

　べつに大した話でもないし、聞いて楽しい話でもないし。

　新参しんざんの真白に聞かせなくてもいいだろう。

「ま、そういうわけだからさ。真白も『ニセ恋人の友達』『ニセ恋人の友達の妹』として、こいつらと適当にゆるーく絡めばいいんだ。《５階同盟》に友達としての義務なんてないし、めんどくさいしがらみも一切ない。唯一同じマンションに住んでない、巻貝まきがいなまこ先生とも、距離は遠いし集まりには参加しないけど、それが理由で関係性が変わったりしてないしな」

「あ……」

　巻貝なまこ、の名前を出したとき、真白は腑ふに落ちたような顔をした。

《５階同盟》のことを知っているなら、当然知っているべき名前だ。

　俺達のメンバーの中で最も知名度がある商業作家の先生なのだから。

　その人が今この場所にいないこと、そしてそれに対して俺達が何らマイナス感情を抱いだいていない事実は、《５階同盟》というコミュニティがそこらの『友達』やら『仲間』やらの関係性とは一線を画かくしたものだという何よりの証明だろう。

「ご理解いただけたかな？」

「……ホント、馬鹿みたい。騙したりして、サイテー」

　はい、返す言葉もありません。我ながら詐欺さぎじみたやり方だって自覚はある。

「でも、悪くないだろ？」

「うん……ありがと」

　不機嫌そうな顔のまま、ちょっぴり頰を赤らめて真白はそう答えた。





＊






　とりあえずずぶ濡れ状態のままってわけにもいかないので俺と真白はシャワーを浴びた。

　……もちろん自分の家で別々に、だぞ？

　私服に着替えて風呂上がり、真白と玄関で合流してからみんなが待つリビングへ。

　って、リビングに誰もいやがらねえ。

　３ＬＤＫのうちの一部屋、奥の方の一室から辺りをはばかるような物音ものおとが聴こえてくる。

　あいつらまさか……３人でアレをしてるんじゃなかろうな。

「あれ、誰もいない」

「どうやらここから先は大人の世界らしい」

「え？　ええっ？」

「真白はたぶん初めてだと思うが……まあ、わからなければ俺が教えてやる」

「ちょ、ちょっと待って。いくらなんでも、展開早すぎ」

「最初は怖くてもすぐ慣れる。ほら、行くぞ」

　すこし強引めに真白の手を引っ張る。

　抵抗されたが関係ない。ここまで来て逃げるのはなしだ。

　お前も俺達と同じ沼にハメてやる。くっくっく！

「や、やっ……ゆるして。アキだけならともかく、乱交パーティーはいやっ……」

　小さな声で何か言ってるけど特に気にせず、奥の部屋のドアを開ける。

　すると……！

　ジャラジャラジャラジャラジャラ!!

「あ、アキ。先に始めてるよ」

「センパイ、きたーっ!!　やっぱ３人プレイじゃ物足りなかったぁー!!」

「あはははは彩羽ちゃん言い方ァ！　３Ｐじゃん！　それ３Ｐじゃん！」

「サンマって言いなよ、人聞き悪いなぁ。あ、菫先生それロン。１２０００」


「ぎゃーーーっ!?」



「……へ？」

　その部屋の様子に真白はぽかんとする。

　一体何を想像していたのか知らないが、きっとそれは意外な光景だったのだろう。

　いやまあそりゃそうだよなぁ、一般家庭にこんなモンが置かれてるなんて普通思わないし。


　オズと彩羽と菫が囲んでいたのは、異質な存在感を放つ四角い卓──……






　全　自　動　雀　卓。




「こ、これって……」

「飯めし食って、酒飲んで、その気になったらひと勝負するんだよ」

「ほら早く座ってくださいよー。４人になってからが本番なんですから☆」

「真白、やってみるか？」

「え……えと。麻雀マージャンは、ネット麻雀しか、やったことない……」

「そういうこと言う奴に限って強いんだよなぁ」

「ホントそれー☆　初心者アピール乙おつって感じですわ～！」

「乙馬君とどっちが強いかしらねえ。ま、アタシの裸単騎はだかたんきが最強なんだけど！」

　腕まくりしてふんすふんすと鼻息はないき荒い菫。

　この人、めっちゃ弱いけどな！

　さっき高い手を直撃されたばっかりだというのに見上げた根性だ。

　まあ、どれだけ弱くて勝てなくても楽しそうに麻雀を打ち続けるのは菫の長所だけど。

　無理矢理に座らせると真白は怯おびえた目で見つめてきた。

「ま、真白、ギャンブルはちょっと……」

「大丈夫、ここは賭けなしの場だから。家主やぬし権限で賭博とばくは禁止」

「賭けるのはプライドだけ！　ですよー☆」

「プライド……」

「そそ、彩羽さん、勝ち負けにはとことんこだわるタイプなのです！　真白さんは、アキ先輩の代打だいうちってことでいいですよねー。今日こそ私が上に立っちゃいますよー☆」

「おい何勝手に決めてんだ。……まあ、べつにいいけど」

　こだわってんのお前だけだし。

「とりあえず一局打ってみろよ。勝負事しょうぶごとは結構人間の本性ほんしょうが出るからさ。相手のことが一気に理解できたりするもんだ」

「うん……とりあえず、やってみる」

　釈然しゃくぜんとしない様子ながらも真白は流されるままに牌パイを握るのだった。




　こうして真白歓迎会を兼ねた即席の麻雀大会が開催された。

　とはいえ緩い麻雀なので、対局中には自己紹介を兼ねたざっくばらんな会話が展開される。


　お互いの名前だとか、特技だとか、好きな食べ物だとか──……



　当たり障さわりのない話題から始まり、真白の趣味でもあるらしい濃厚な深夜アニメの話に移る。

　何となく真白も全員のことを知れてきたようで、表情の硬さも取れ始めていた。

　ちなみに麻雀は牌効率はいこうりつを計算し最適解を打ち続けるオズが終始有利な状況だ。

　初対面の人間が多い場で緊張しているのか、凡ぼんミスが相次いだ真白は残り０点ちょうど。

　我が家のルールではトビではないものの、風前ふうぜんの灯火ともしびである。

「ふふん、センパイの現身うつしみたる真白さん、ボッコボコですね☆　あとはトップのお兄ちゃんを打ち落とせば私の完全勝利！　勝ったらご褒美ほうびにセンパイとえっちなことしてもいいですか？　──なんて言っちゃうと思いましたー!?　はい噓ーっ☆　ざんねーん☆」

「うっざ……残念でも何でもねえよ」

「またまた強がっちゃってぇ。童貞センパイが私のおっぱいに夢中なの知ってますよ？」

「いいから麻雀に集中しとけよ。真白の親番おやばんだぞ」

「リーチもできない親番なんて怖くないですしぃ」

「ねえ。彩羽……ちゃん？」

　タン、タン、と牌の置かれる音に混じってしまうほどの声で真白が話しかけた。

「およ、何です？」

「彩羽ちゃんと、アキって……ホントに、付き合ってないの？」

「いいえラブラブです☆」

「えっ」

「なんちゃって!!　ビックリした？　ビックリしちゃいました!?」

「う、うん……」

　真白の奴、彩羽のハイテンションにすっかり押され気味だな。

「コイツすこし気を許すとすぐにウザ絡みしてくるから気をつけろよ」

「もぉーやだなぁ、人聞き悪いですよぅ。心配しなくても、センパイにしてるほどにはウザいことしませんて」

「俺に対してもすんな」

「無理でぇーす！　彩羽さんの生きがいですし☆」

「なんつー迷惑な生きがいだ……」


「…………」



「ん、どうした、真白」

　俺と彩羽のやりとりを真白は無言で見つめていた。

　牌を切る手を止めて、すこしだけぷくっと頰を膨ふくらませながら。

「その割には、仲良すぎ」

「あれ、もしかして嫉妬しっとしてます？」

「……し、してない！」

「ふーん、怪しいなぁ。ニセ彼女とか言って、実は、みたいなパターンなんじゃ」

「うぐ……」

　そこで息を詰まらせるのかよ。何だそのマジっぽい反応。

　いやまさか……まさかな？

「そ、そんなことないし。アキみたいな変態、好きになるわけないもん」
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「うっは辛辣しんらつぅ☆　私に対するセンパイっぽい！」

「え」

「え……って。いやなんでそこで俺を見る」

「同じような態度を……ってことは、アキの、彩羽ちゃんへの気持ちは……」

「ん？　ああ、お前が俺に向けてる気持ちと同じかもな」

　死ぬほど嫌ってるって部分が。


　そんな俺の回答に真白は、「…………」と無言状態。



　そして彩羽までもが、「ふーん。なるほどですねー」と意味深いみしんな目で真白を観察している。

　よくわからんが何かめんどくさい攻防が水面下すいめんかで行われているような気がした。


　彩羽と真白。二人の謎めいた視線交錯こうさくの末──……



「あ」


「……………………ロン」



　ポロリと彩羽の手からこぼれ落ちた牌を見て、真白が小さく、それでいて力強く宣言した。

「国士無双ひとつずつ。４８０００」

「え、ええええーーー!?」

「残念。トップまくられちゃった」

「はえー、ここで親の役満やくまん直撃って、持ってるわねぇ」

「そんなぁ。私の勝ちがぁ～」

「……ふっ」

　泣きながら点棒てんぼうを支払う彩羽。受け取る真白の顔はふふんとどこか得意気げに見えた。

　それにしても珍しいこともあるもんだ。

　こんな国士無双こくしむそうが見え見えの捨て牌に対して彩羽がノータイムで字牌ツーパイを切るなんてな。

　もしかして集中力が途切れるような何かがあったんだろうか？





＊






　深夜０時を過ぎた頃。

　真白歓迎会がお開きとなり各々自分の部屋に退散した後、卓上に散乱したままの麻雀牌や、床に転がった空き缶や空き瓶、カラスに食い荒らされたようなリビングの食卓の悲惨な有り様を眺めながらため息をついた。

「好き放題食って遊んで騒いで満足したら巣に戻りやがった……山賊さんぞくか、あいつらは」

　ま、それを良しとしてるのは俺なんだけど。

　オズだけは最後まで片づけを手伝おうとしてくれたが、オペレーションＰＴで多大なる貢献をしてくれたあいつにそんなことまでさせるのはさすがに良心が痛むってもんだ。

　真白はゲストだから良いとして、彩羽と菫、奴らは許さん。最初から期待してないけど。

　ともあれ作戦が成功して良かった。

　これで真白もすこしは心を開いてくれるだろう。


　そしたらあいつの学校生活も多少退屈を紛まぎらわせられるだろうし──……。



　いやいや何を綺麗きれいごとを言ってるんだ、俺は。




　月ノ森社長に壮大な貸しを作った。




　これに尽つきるだろう、うん。

　勘違いされては困るが俺はべつにヒーローでもなければ善人ですらない。

　自分自身と《５階同盟》の人間の将来にとって、より良い道を効率的に進みたいだけだ。

　真白とは結果的にＷＩＮ‐ＷＩＮになっていたなら御おんの字じ、ただのお節介でしかなく、真白自身のためになっていなかったとしても月ノ森社長との関係をプラスにできたならそれでいい。

　だからあんな強引な手段を使った。失敗すれば真白の心を傷つけてしまうかもしれない方法を、平気で選択してみせた。本当に俺は最低な人間だと、あらためてそう思う。

『人の心がない』

　昔、そう言われたことを思い出す。

　小学生の頃、球技大会のサッカーでヘタクソな生徒にはパスを回さないように指示をしたら、担任教師にこっぴどく叱しかられたものだ。できない子の気持ちも考えろと言われた。俺はただ、そうした方が勝てる可能性が高いからそうすべきだと提案しただけなのだが、どうやらそれはあまりにも冷たい判断だったらしい。

　でもあとでパスを回されなかった子に囁ささやかれたのは、「パスが来なくて正直ホッとした」という言葉だった。

　下手な子はそもそも球技大会になんて出場したくなかったのだ。

　パスを回されて相手にボールを奪われ、みんなに迷惑をかけたり、ガッカリされたり、笑われたりする方がずっと嫌だったという。

　だけど当の本人以外からは、酷ひどい奴だと責められた。

　当時よりもずいぶん周りのことが見えるようになってきた今なら、その批判の意味も解わかる。

　傷つく人がいるかもしれない、悲しむ人がいるかもしれない、そういう視点に欠けていた。


　自分の求める結果に至るためなら人の気持ちを無視できる、無視してしまう──……



　それが『人の心がない』と他人に言わしめる所以ゆえんなのだろう。

　いつからそうなのかはわからない。気づいたら自分はそういう感性を持っていた。

　けどまあ、今となってはどうでもいい。


　今の俺に迷いはない。俺の効率主義が悲しませる人間もいるかもしれないが──……



　それと同じ数だけ、助けられる人間もいると解かったから。




　コン、コン。




　片づけもほぼ終わった頃、ゴミ袋をまとめてリビングの隅に積み上げたところで音がした。

　ベランダに繫がる掃はき出だし窓を叩く音だ。

　こんな夜遅くに５階の部屋の窓を叩くなど、九割方泥棒かそれに近い不徳ふとくの輩やからに違いない。

　掃除に使った箒ほうきを武器に見立てて構え、俺はゆっくりとカーテンの閉ざされた窓に近づく。

　コン、コン。しつこく、繰り返し叩たたかれる窓。

　ゆっくりと手を伸ばして鍵を開ける。

　ガラガラ！　と勢いよく窓を開き、カーテンをかき分けるようにしてベランダにいる人影の脳天のうてんめがけて、俺は思いきり箒を振り下ろした。

　スッカーーーン!!

「あいだーっ！」

　竹を割るような爽快な手応てごたえの後、聞きなれた悲鳴が上がった。

　その人物は床に突っ伏しながら頭を抱え、ビクビクと震えながら──

「いたいけな後輩に何をするんですか!?」

「なんだ、彩羽か」

「なんだじゃありませんよ、今、絶対私だって解かってましたよね!?」

「そんなことないぞ。九割五分くらいしか確信できてなかった」

「それ１００パー！　ほぼ１００パー！」

　おでこを押さえ、涙目になりながらツッコミを入れる友達の妹。

　深夜だというのに相変わらずやかましい生き物だ。

「むぐぅー、外にいるのが誰かもわからないのに、よくこんな酷いことできますね」

「こんな時間に訪ねてくるのは泥棒か彩羽だけだ。どっちにしろ殴なぐって問題ないだろ」

「……センパイって、将来ＤＶするタイプですよね」

「心配しなくてもお前とドメスティックになる予定はない。てか、ベランダから来んな」

「そんなこと言われましても、親にバレないルートはここだけですし」

「マンションの管理人に見つかったら一発で怒られるよなぁ、これ」

　彩羽がここ、と言って指さした先を見てため息をつく。

　マンションのベランダで家と家を隔へだてる仕切り版は、非常時に破って避難できるようになっている。

　それをこの彩羽、勝手に破っていつでも通れるようにしているのだ。

　普段はその穴を大きな段ボールの山で隠しているが、バレたら完全にアウトのやつだ。

　自分の部屋が俺ん家ち側の窓際にあるからって、とんでもない自由っぷりと言える。

「で、何の用だ？」

「やー、実はセンパイと話したいなーって思ってまして」

「だったら帰らないで残ってれば良かっただろ」

「片づけ手伝うのも嫌なんで。そろそろ終わった頃を見計みはからって来た的な？」

　清々すがすがしいほどのクソ女だ。

　もはや慣れている俺は特に怒りもせず訊きいた。

「シリアスなやつか？」

「ほんのちょびっと」

「……なら、すこしだけ付き合ってやる」

「あざっす、あざっす」

　おどけて笑いながらくるりと背を向け、欄干らんかんに肘ひじを乗せる彩羽。

　俺もサンダルを引っかけてその隣に並ぶ。

　まだ初夏に差し掛かったばかりの季節、深夜の空気は肌寒かった。

　ちらりと横目で見た彩羽はパジャマの肩に上着を軽くかけただけの格好だ。

　よく見ると微かすかに腕をさするようなしぐさをしている。

　けっして快適とは呼べない夜にわざわざベランダでの密談を望むのは一体何の用件だろう。

　そう思っていると、彩羽は欄干に預けた腕の上にこてんと顔を置いて、流し目を向けてきた。

「真白パイセンの件、お疲れ様です。すっごく気を張ってましたよね？」

「……まあ、それなりにな」

「疲れたんなら、癒いやしてあげましょうか。おっぱい触ります？」

「どうせまた、『はい、噓～☆』って笑うんだろ。もう二度とその手には乗らんぞ」

「おっぱいは冗談ですけど、癒やしてあげたいとは思ってますよ」

「普段アレなのに信用できるかっての。騙されんぞ」

「ま、いーですけどね」

　ツンと唇をとがらせた後、ツンと欄干を握る俺の手の甲を指でつついてきた。

「久しぶりにセンパイのあーゆーとこ、見た気がします」

「お節介野郎で悪かったな」

「誰も悪いなんて言ってないじゃないですか。あまのじゃくだなぁ」

　ぷくーと頰を膨らませ、小日向家こひなたけとは反対側のベランダに視線を向ける。

「真白先輩って従姉妹いとこなんでしたっけ」

「ああそうだ。そして今は重要なお得意様の娘でもある」

「優しくしてるのはあくまでも効率的な将来設計のため？」

「それ以外の行動原理で動いたことはないよ」
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　断言する。

　真白を《５階同盟》に温かく迎え入れると決めたのは、他ならぬ自分のためだ。

　あいつを救ってやろうだなんて傲慢ごうまんな想いは一ミリも抱いていない。

　自分と、自分の仲間の利益を最大化するための作戦でしかない。


　だから『冷たい』『人の心がない』と責められるのも当然のことで──……



「やっぱり優しいなぁ、センパイは」

　だからこの後輩のしみじみとした発言こそ、世間一般の常識とはかけ離れたもので。

「まあ優しくなかったら、今頃お前は俺にＳＡＴＳＵＧＡＩされて樹海じゅかいで野犬やけんの餌にされてるだろうしな」

「こーらー、いま真面目。真面目の時間ですよー」

「……悪い」

　シリアスの欠如けつじょを叱られてしまった。よりによって彩羽なんかに。

　だが茶化ちゃかそうとした俺が悪いので素直に謝っておく。

「センパイは優しいですよ。だって──」

　一瞬だけ言葉を区切って、他人の耳を気にするようにすこし周囲に意識を向けてから。

　囁き声でこう続けた。




「私が《５階同盟》のゲームに声を当ててること、他の誰にもバラさないまま仲間の輪に入れてくれてますし」




　そう。インディーズ作品にして百万ＤＬを記録したアプリゲームの制作集団、《５階同盟》の送り出した作品には本格的なシナリオ、魅力的なキャラデザ、超絶技術によるゲームシステムの他にもうひとつ、代名詞とも呼べる特徴があった。

　それは──キャラクターの声。

　全キャラ、声優のクレジットなし。

　誰が演じているのか不明ながらもその圧倒的な声の魅力、天才じみた演技力、それらを備えた二十名あまりの声優を起用しているにもかかわらずその全員が名前を明かしていない。

　ＳＮＳ上では噂うわさが噂を呼び、有名声優が名前を伏せているだけ説、声優事務所の将来有望枠が大量に起用されている説、市井しせいの素人しろうとでも意外とうまくやれちゃうんじゃね？　説など、いろいろと無責任な言説げんせつが囁かれている。


　夢にも思うまい──……






　男女問わず全キャラの声を、この小日向彩羽こひなたいろはという素人ＪＫただひとりがあてているなどと！




「七色の声の持ち主、なんてありきたりな表現があるけど──」

　二人きり、いや三人だけの収録現場を思い出す。

　狭いスタジオの中、緊密きんみつな守秘義務を結んだサウンドエンジニアの音井おといさんとともに、彩羽の多彩極たさいきわまる演技に驚嘆きょうたんしたものだ。

　世界が色づくとは、ああいうことを言うのかもしれない。

「──お前はまぎれもなくその持ち主だよ。天才だ」

「でへへー」

「調子に乗られるのは癪しゃくだけどな」

「えー、褒ほめられて伸びるタイプなのにー」

「文句言うな。俺に関係なく勝手に伸びろよ、まったく」

　そもそも彩羽の才能は彩羽自身のものだ。

　自由気ままに楽しんでいたら、気づいたら完璧かんぺきな声の演技ができるようになっていた天才。

　俺はその才能にタダ乗りしている卑いやしい寄生虫きせいちゅうに過ぎないが。

「冷たいこと言わないでくださいよ、今の私がいるのは、全部センパイのおかげなんですし」

　こんなふうに、彩羽は感謝の気持ちをぶつけてくる。

「……どうだか。陽キャのノリ全開で、どうにかこうにかうまくやってたんじゃないか？」

「センパイはフィルターかけすぎぃ。陽キャに見えてるのセンパイと《５階同盟》の人達だけですからー」

「ああ……他の連中の前ではお淑しとやかなフリしてたな」

「家の中でもそうですよ」

「……やっぱ、前から変わってないか」

「そりゃもう。変わってたら声優バレ余裕ですし☆」

　わざとらしく明るく言ってみせる彩羽。

　だけどその内容は、けっして軽くはなくて。

「うちの親、芸能系の仕事は絶対駄目～ってノリですからね。いまだに、テレビすら置かせてもらえないから、アニメもネット配信サービスでやってるやつしか見れないし」

「結局、その理由は聞き出せてないのか？　なんでそこまで芸能系を嫌うのか」

「全然ですね。ママの昔の仕事が関係してるかも、とは思うんですけど。ママの過去を掘ろうにも、これっぽっちも隙すきがなくて捜査そうさは絶賛難航中☆って感じで」

「そうか……」

　小日向家に何か複雑な事情があることはわかっていた。

　そんな状態で数年前、中学時代のオズがとある理由で不登校になったことも相まって──

　彩羽は、自由な道を選べない、二重にも三重にも鎖を巻かれた人生を求められた。

　だから、俺は。

　虹色の羽を持て余す、がんじがらめの鳥が、いつか大空を素直に美しく力強く羽ばたいていくのを望んでしまった。

　ゆえに彩羽の活動は誰に対しても秘密。

　当然《５階同盟》のグループＬＩＭＥにも彩羽は参加していない。

　実の兄のオズでさえ、友達の妹だから俺と仲が良いだけだと思っている。

　その上でごく自然な形でマンションの飲み会に彩羽が混ざれるように苦心した。

「私、お兄ちゃん、菫ちゃん先生──家の事情とかいろんな理由で将来を縛られちゃった人間を、センパイは、どうにかして救おうとしてくれてる」

「やり方は札束ビンタみたいなもんだけどな」

「資本主義社会なら王道なので問題なし！」

　そう、よくある話だ。

　親に強制されて、家庭の事情で、才能を秘めながらも夢を諦めようとしていた連中。

　泥の底でくすぶっていたそいつらを掬すくい上げて、《５階同盟》という宝石に磨き上げた。

　泡沫うたかたの夢だなんて言わせてたまるもんか。

　唯一無二の才能を持った奴らが活躍の舞台を取り上げられるなんて、非効率的に過ぎる。

　社会全体が損をする、そんな非効率は断じて許せない。

　どいつもこいつも俺にない貴重な才能を持ってるくせに、無駄遣いしやがって。

　だったらその力は俺がもらってやる。この俺がいつか成功するために最大限に利用してやる。

　物語の主人公にも、スーパープログラマーにも、売れっ子作家にも、人気イラストレーターにも、天才声優にもなれない俺の気持ちをちっとは考えやがれ！

　──そんな想いで全員をまとめ上げたのも、今は昔。さすがにそんな陰キャ丸出しの仄暗ほのぐらい情念じょうねんを抱いだいていた事実は自分にとっても黒歴史くろれきしで、正直、あまり掘り返されたくはない。

　なのでたまに過去の話をされるたびに、「その話はやめろ」と釘くぎを刺してきたのだが……。

　小日向彩羽は、あまりにもウザい友達の妹は。

「いくらやめろって言われても、絶対やめてあげませんよ。私、センパイにめっちゃ感謝してるんで」

　そのウザさゆえに、過去を忘れてくれない。

「何度でも言うけどな、あれは──」

「センパイの成功のために一番効率的なやり方を選んだだけ、ですよね？」

「……ああ、そうだ。だから感謝される謂われなんてないんだよ」

「でも、その効率的な策に巻き込まれた結果、幸せになっちゃったワケなんで。責任取って、おとなしく感謝されやがれってのが彩羽さんの主張です」

「……だからわざわざ来たのか。俺に釘を刺すために？」

「ピンポンでーす☆」

　両手で顔の前に『○』を作って、白い歯をニッと覗のぞかせる。

「……ったく、お節介な後輩だ」

「そこはほらセンパイの後輩ですし。どうせまた真白先輩歓迎会の件も、自分の都合に一方的に巻き込んだだけだから～とか理由つけて、善人気分に浸ひたらないように抑え込んでたでしょ」

「ムカつくほど図星ずぼしだが……いいだろ、べつに」

　そう思った方が落ち着くんだから。

　誰かのために何かをしてやったなんて、考えるだけで虫唾むしずが走る。

　偽善ぎぜんじみた言葉が耳に触れるたびに搔きむしりたくなるような気分になるのだ。

　そんな俺の感情を知りながら、彩羽は欄干からそっと手を離して笑う。

「べつにいいですよ？　でもセンパイが自己評価最低の卑屈ひくつオーラ出すのが自由なのと同じで、私がセンパイを卑屈に浸らせないように釘を刺すのも自由ですよね☆」


「…………」



「だから私が認めます。センパイが自分で認めなくても。私が、センパイは良い人だって」


　ぎゅっ……と。滑るように背中に回り込んだ彩羽が抱きしめてくる。



　ノーブラ事件のときと同じ感触がした。パジャマの下には何も着けていないのかもしれない。

　そんなことはどうでもよかった。

　彼女の体温はすべてを許し受け入れてくれるような安心感があって、張り詰めていた心が、解きほぐされていくような錯覚に襲われる。

　──ああ、俺、だいぶ気を張ってたんだな。

　そこで初めて自覚した。

　真白という久々に再会した従姉妹とのぎくしゃくした関係、伯父さんからのニセ恋人という無茶なミッション、引きこもりだった少女の殻を破るための作戦。

　そのどれもが精神カロリーが高くて、知らないうちに心身ともに疲れていた。

「……癒いやされる」

「へへ、センパイのデレ台詞いただきました☆」

　背中に吐息といきがかかる。

　ほのかに熱い気がするのは、気のせいだろうか。


「…………」




「…………」



　互いに、無言。不思議な空気が流れる。

　当たった瞬間に感じた柔らかな胸の感触は、今はそれほど意識していない。


　それよりも、とくん、とくん──……一定のリズムで刻まれる、彩羽の心音と、自分のそれが混ざり合っていくような感覚が、不覚にも心地好ここちよかった。



　ふと、彩羽がつぶやく。

「もうちょっと素直になってほしいんですよね、後輩としては。だって、寂しいですもん」

「……寂しい？」

「『友達の妹』って距離感は、確かにそこそこ居心地いごこちいいですけど。でもやっぱ『友達』ってストレートに表現できる関係もステキじゃないですか。それこそ、恥ずかしげもなく偽善にも似た善意をぶつけ合って、なお対等って関係」

「……そこまで近づかないと、不安か？　今の関係のままだと、嫌なのか？」

「そりゃあ、不安にもなりますよ。ただでさえ学年が──」

　言いかけて、ハッと言葉を呑み込む。

「──べつにいいじゃないですか、細かいことは！　とにかくセンパイの卑屈な陰キャオーラがウザいんで、どうにか変えていきたいんですよ、彩羽さんとしましては！」

　ボロクソ言いやがって。

　でもまあ彩羽の言うことも一理あるかもしれない。

　俺はこれまで意識してオズ以外の《５階同盟》のメンバーと距離を保たもってきた。

　何故なぜなら今以上に近づいたら余計な情が生まれ、今と同じパフォーマンスを発揮はっきできないと思ったからだ。

　それくらいに、俺は自分のことを信用してない。

　オズと友達になったのも、必要だったから。

　オズの抱える問題を解決し、到達すべき未来に進むためには友達になった方が都合がよかったんだ。

　そうでなければ、俺には友達という距離感は近すぎる。

　しかしここに月ノ森真白が加わったことによって、人間関係のバランスに変化が生じた。

　伯父さんの指令でニセ恋人となった真白、ニセとはいえ、極端に近い関係性の人間が現れたことで、相対的に彩羽や菫といった他のメンバーとの関係が希薄きはくさを増したように思う。

　このギャップは至急解消しなければならない、爆弾。今夜の彩羽の言動はそのサインだ。

「なあ、彩羽」

　俺は背中に問いかける。

「……なんです？」

　善意をぶつける気はない。だがせめて、『普通の友達』がやってることくらいは、やってもいい。好都合なことに明日は土曜日──休日だ。

「明日、買い物に出かけないか？」

「ふぇ!?　で、デートのお誘いですか？　あの朴念仁ぼくねんじんのセンパイから!?」

「耳元至近距離でディスってんじゃねえぞコラ」

　いつもの軽い空気に戻ったことに安堵あんどしながらそうツッコミを入れて、俺はこう続けた。




「他のみんなも誘う。たまには『友達の妹』じゃなくて『友達』ってやつを試してみようじゃないか」





＊






《紫式部先生》例のＡＫＩからのお誘い、どうするん？

《ＯＺ》行きませんよ

《紫式部先生》ですよねー

《ＯＺ》休日デートなんて美味おいしすぎるイベント、僕が入って邪魔するのは野暮やぼですからね

《紫式部先生》わかるぅ！　友達の妹とニセ彼女の間に挟まれて、うきうきウハウハのラブコメイベント！　そこに男友達とか脇役わきやくのイロモノ枠なんかが混ざっても、ギャグになっちゃうだけで全然美味しくないもんね！

《ＯＺ》さすが先生。男子向けラブコメにも造詣ぞうけいが深い

《紫式部先生》まあねん。あとは若い者に任せて、アタシは修羅場しゅらば中に積んでたおねショタを一気に崩くずしちゃうわ！　最近商業誌でもおねショタ増えてくれて捗はかどるわ～♪

《ＯＺ》あはは。僕もＹ‐ＴＵＢＥワイチューブでも見てボーっとしてよっと。ＡＫＩと彩羽達の関係が、イイ感じに前に進むといいなぁ。
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　静寂せいじゃくは嫌いです。そして沈黙はもっと嫌いです。




　熱いシャワーの音に頭からすっぽりと覆われている間は心地好ここちいい雑音の蓑みのにくるまれているみたいで凄く安心する。

　鏡に映った自分の裸をまじまじと見つめる。

　我ながら客観的に見ても均整きんせいの取れた、それでいてバストやお尻といったセクシャルな部分は異性に訴うったえるだけの存在感をアピールできている、恵まれた肉体美だ。

　顔もかなりの逸材いつざい。

　ぱっちりした目、整った鼻筋はなすじ、吸い込まれそうな唇くちびる。

　海外産の高性能ドールだと説明されても納得してしまいそうだ。

　すっぴん状態でこれなのだ。ぶっちゃけこのレベルは日本中探しても十人いないだろう。

　……なーんて、自画自賛じがじさんをしてみたり☆

　だけどまあ、こんなカワイイ女の子と、お兄ちゃんみたいなイケメン男を産んだのだ。

　うちの両親がそんじょそこらの一般人じゃないことは、何となく予想できる。

　だからテレビや芸能界から露骨ろこつに遠ざけようとされたら、ああ、きっとそこに近いところにいて、何か嫌なことがあったんだろうなーと察するだけだった。

　そう、意外に思われるかもしれないけど、私は空気を読むのが滅茶苦茶めちゃくちゃうまい。

　小さい頃から両親の空気を読んできたし、学校でもクラスの空気を読んで優等生を演じてる。

　センパイといるときだけが、空気を読まずに安心してウザがられることができる瞬間で──。

　だからついつい甘えてしまう。ごめんね、センパイ。

　でもそれ、センパイが悪いから。


　小学校低学年の頃からスマホでこっそりアニメを観るようになって、テレビで堂々と観れないかわりにひとり何役もの声を演じて、自分で妄想した作品を自分で楽しむようになって、そうしているうちに演技が上手うまくなっていくことが嬉うれしくなって──……。



　プロの声優に挑戦してみたいなーって思いながらも、ママが嫌がるからって空気を読んでた私の前に颯爽さっそうと現れ、手を差し伸べてくれた。

『空気なんて読むな』

『限られた人生の時間を、他人のせいで無駄むだにするのは馬鹿ばからしい』

　そう言って、私に新しい世界を見せてくれた。




　──それ以来、センパイはずっと私の好きな人。




　生まれて初めて空気を読まなくていいと思えた相手。

　ありのままの自分を安心して委ゆだねられる相手。

　もしかしたらセンパイはウザすぎる私の行動に迷惑してるかもしれないけど、そんなものは、人を夢中にさせておいて好意にまったく気づかず生殺なまごろしにしてくる罰だ。ざまあないですね☆

　あ、思い出したらムカムカしてきた。

『明日、買い物に出かけないか？』

　デートに誘ってくれたのかなって滅茶苦茶期待したのにっ。

　あんなふうに切り出しておいて、『他のみんなも誘う』とか、あり得ない!!

　──まあ、そーゆーとこがセンパイなんだけど。

　──てか、その程度の誘いでドキドキしちゃう自分が雑魚雑魚ざこざこすぎて嫌になっちゃう。

　期待して朝からシャワー浴びちゃってさぁ、もう！

　でも、念のため気は抜けないわけですよ。

　たぶんいろいろ察してそうなお兄ちゃんと、休日まで生徒の面倒見てられるかーっていう菫ちゃん先生はセンパイの誘いに乗らないはず。

　だけど、あの人は違う。

　センパイのニセ恋人～みたいな触れ込みで、いきなりエントリーしてきた強敵ライバル。

　私と違って、同い年。

　私と違って、同じ教室に通ってる人。

　私と違って、友達の妹なんて遠い関係じゃなくて、もっと近い関係性。

　全部が私よりも有利な女の子……！

　あの子は絶対に来る。


　女の勘が囁ささやいている──……真白先輩は、絶対にセンパイのことが好きだって！



　しかも悔しいことに滅茶苦茶可愛かわいいし!!

　朝風呂でしっかり肌を磨いて、髪をセットして、香りをつけて、そこまでやっても勝てると確信できない相手だ。ちっとも手が抜けない。

　同じマンションの５階に住む仲間として迎えたけど、それはそれ、これはこれってことで。

　私ＶＳセンパイ、は、いったんお休み。

　今日は私ＶＳ真白先輩のタイマン勝負だ！





「うぅーーーーーーっ、負けないぞーーーーーーっ！」
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「オフ会３人、か。人望ないなぁ、俺」

　待ち合わせ場所のショッピングセンター入口、待ち合わせの名所である『ウザふくろう像』の前に集まったメンツを見て俺は深くため息をついた。

　土曜日の午後１時。

　寂さびれたこの街のどこにこんなに人がいたんだか、やたらと人であふれ返ったこの場所で、それでも泥の中の宝石みたいに目立つ女子が二人。べつに同じマンションに住んでるんだから一緒にここまで来ればいいじゃんという俺の正論に真っ向から反論して待ち合わせを強行した、きわめて非効率的な連中がそこにいた。

　山吹色やまぶきいろの髪にヘッドフォンを首にかけ、くりくりした大きな目、健康的に肌を晒さらした快活そうな雰囲気ふんいきの少女、小日向彩羽こひなたいろは。

　そしてその隣で居心地いごこち悪そうに肩をすぼめているのは、銀の箔はくを押したような青みがかった髪と日差しを浴びてないのがありありとわかる白肌、初夏だというのに長袖ながそでとオーバーニーソで完全防備の月ノ森真白つきのもりましろ。

　──オズと菫すみれがいやがらねえ。

　さっきＬＩＭＥで問いただしたら、オズは海外の技術紹介プレゼンを視聴し始めたら止まらなくなったと言い、菫は「夏の同人誌即売会に向けて力を溜ためる」という大義名分のもと趣味のショタアニメを一気見してると言って誘いを断った。

　プレゼンとショタに負ける男、大星明照おおぼしあきてる。やっぱあいつら友達じゃねえわ。

　まあオズの奴やつはどうせ変な気を回してるんだろうけど。

　あいつは事あるごとに彩羽と俺を二人きりにしたがるしな。そういう関係じゃないのに。

　……完全に余計なお世話だ。

　何故なぜなら、今日は真白もいる。

　しかしあの無言の硬直状態……慣れない女子二人が先に到着ってのは、気まずいよなぁ。

　ギリギリまでオズを連れ出そうと試みて遅れたんだが、ちょっと悪いことをしたかもしれん。

　ここはせめて陽気に合流することで場の空気を和なごませてやろう。

「よう」

「あっ、センパイおっそーい！　女の子待たせるとかサイテー！」

「しね」

「お前ら俺の悪口言うときだけ協調性高すぎないか？」

　さっきまでのお通夜つや状態は何だったんだよ。

　あと真白さん、以前の「死ね」より気持ち口調が柔らかくなった気はするけど、それにしてもあんまりじゃありませんか？

「ＬＩＭＥでも遅刻するって事前に連絡したろ」

　歓迎会のときに、真白とはＬＩＭＥのＩＤを交換している。

　誰も友達登録されてない画面が一瞬見えてしまい、深い悲しみに襲われたものだ。

　まるで慌てて今アカウントを作りましたとでも言わんばかりのまっさらぶりだった。

　──とまあ、そんなわけでオズの説得で遅刻する旨むねはちゃんと伝えていたはずなのだが。

「関係ない。どんな理由があっても、嫌なものは嫌」

　機嫌を直してくれる気配のない真白は、ぷうと頰ほおを膨ふくらませた。

　……彩羽の雰囲気に流されたが、やはりこいつらとは友達よりも、もうすこし距離を置いた関係がふさわしいのではなかろうかと、早速心が折れそうになる。もうちょい頑張ってみるが。

「まあいいや、映画館は上だったよな」

　今日のプランは完璧かんぺきだ。

　まずはショッピングセンターの上に併設へいせつされた映画館、《東影シネマ》へ行って映画を観る。

　その後、２階のフードコートでジャンクな食事を摂とりながら感想会。

　充分に打ち解けた末に服や小物、珍しい物産展を見たり、ゲームセンターなんかを巡ったり。

　帰る頃には立派な友達関係の出来上がりって寸法すんぽうだ。

　もっとも、俺としてはコイツらと今以上に距離を縮めるのは無理だとしか思えないわけだが。

　彩羽の中で納得感のある距離感に調整できれば、それでいい。

「よーし、全員揃そろったところで──」

　──むにゅ。

「な……!?　何やってんだ、いきなり!?」

「何って腕を組んでるんですよう。友達ならトーゼンですよねっ☆」

「女友達と同じノリで来るなよ！　おかしいだろ、どう考えても！」

「そんなこと言われても、女友達以外作ったことないですしー？　友達とのスキンシップは、女の子向けのやつしか知りませーん☆」

「こ、コイツ……！」

　にひひと笑って、猫のように細めた目で見上げてくる彩羽。

　さすがに今回はノーブラではなさそうだが、それでも腕うでに訴うったえかけてくる、圧倒的な柔やわさ！

　ブラ越しでもここまで圧倒的な存在感を放つ以上もはやそれは凶器きょうきと呼ぶ他ほかなく、突然の性に驚喜きょうきする男の本性を理性で押さえつけるのは可能だが長時間続けば悶々もんもんとした末破滅に至る未来を予感して震える。

　童貞心を完全に掌握しょうあくした小悪魔をギロリと睨にらみつけるのが精一杯せいいっぱい、おっぱいの磁力から逃れるには正反対のベクトルに強力な磁石が必要で。

　その黒船はまさに逆側から訪れた。

　──もふっ。

「……っ」

「お、おい……」

　空いていた、もう片方の腕。そちらに、[image: ]な感じの必死な目をして真白がしがみついていた。

　胸の柔らかさは悲しいかな皆無かいむ。触れたのはふわふわした上着の感触のみだ。

　しかし一流のブリーダーが育て上げた名犬の毛皮にも似た安心する肌触はだざわりと、毛先から仄ほのかに立ち上るミルクのような香りが興奮をくすぐられた『男』をなだめすかし、母親の子守唄こもりうたを聴きながら揺ゆり籠かごの中で眠る原初の体験を思い出させる。

　──なんだこれ……。

　両手に花。妙に周囲の視線も集まっている。


　あまりに居心地が悪いので引き剝はがそうとも思ったが──……。



「お、おい──」


「と……友達が、普通にすること、なら……やらなくちゃ……ッ」



「普通じゃないっての！」

「し、信じない。彩羽ちゃんと、やるなら、真白も、やる」

　ぐうの音も出ねえ……。

　彩羽を振り払えないなら真白を振り払う正当性はゼロだ。

　真白は耳まで真っ赤にして、彩羽に張り合うように俺の腕にしがみついている。そこまで激しい羞恥を感じてるなら、無理しなくてもいいんだが、きっとそういう理屈じゃないんだろう。

　諦めて真白の腕組みを受け入れると、反対側がぷるぷる震え出した。

「あはは！　何これめっちゃハーレムぅ!!　センパイ今クッソハーレム主人公なんですけど！　ひひっ、あははは！」

　爆笑だ。

　しっかり腕を組んだまま、空いた方の手でお腹なかを抱えてケタケタ笑っている。

「て、テメエ……」

「ふーっ！　ふーっ！　ふふっ、はははは！　だめっ、お腹いたい、ひんじゃうぅ」

「笑いすぎだろ！　変だって自覚あるなら離れろよ。恥ずかしいのはお前も同じだろうが」

「やーーーでーーーす！　センパイを困らせるためなら自分の恥はじとかどーでもいいんで☆」


　クッッッッッソ迷惑だな、こいつ！



　学校の連中や伯父おじさんに見つかったらどう言い訳すりゃいいんだ、この光景。

　そのリスクを考えると強引にでも振り払いたいところだが、意外と正確にロックされていて簡単には抜け出せそうにない。

　もぞもぞと身をよじりながらも脱出できない俺を見て、彩羽は満面まんめんの笑みで片腕を突き上げた。

「よーし、それじゃあ……しゅっぱーーーつ！」





＊






「クソ……久々に負けてしまった……」

　東影シネマのチケット券売機前で、俺はうなだれていた。

　今はもうおっぱいの感触は消えていた。

　周囲の嫉妬しっとと怪訝けげんな視線の中映画館までやってきたところで、彩羽が取引を持ち掛けてきたのだ。

　──チケットとポップコーンとジュースを奢おごってくれたら、解放してあげますよ？

　羞恥心しゅうちしんゲージが最大値を振り切っていた俺はすぐさま飛びついた。

　女の子二人しかいないとわかった時点で、ある程度は奢る気でいたとはいえ──

　彩羽に思い通りの展開になったのは甚はなはだ不服だ。

「で、お前ら何の映画を観たいんだ？」

　電光掲示板に表示された上映中のタイトル一覧を眺める彩羽と真白に声をかける。


　すると二人はしばし考えた後──……






「『敵の名は。』」

「『クラシック・ジョーズ　五線譜に踊る鮫サメ』」




「……見事に意見が割れたな」

「敵対勢力の兵士である男女の心と体が入れ替わり、互たがいの国が抱かかえる事情を知ることで平和を牽引けんいん、やがて二人は恋人に──興行収入二〇〇億突破の超大ヒット作ですよ!!　カップルで観るならコレって定番映画じゃないですか!!」

「カップルじゃねえよ」

「友達同士で観ながら、『はー、周りカップルだらけだわー、俺達非リアだわー』って非モテマウント取るのにも使えるんですよ!!」

「そんな悲しいマウント取りたくない……」

　強く主張する彩羽に対して、真白もぐっと前に出た。

「大衆に迎合げいごうした映画とかつまんない。初夏と言ったら、サメ」

「何が悲しくて貴重な休日にクソ映画を観なきゃいけないんですか!?」

「彩羽ちゃんは、わかってない。低予算Ｂ級映画は、泣ける。少ない製作費を想像して……」

「そんなメタな涙イヤすぎるんですけどっ!!」

　俺からすればどっちもどっちだ。

　しかし二人の言い争いは止まらない。

「綿密めんみつに計算された人工的な涙で満足できるの？　あんなの、システマティック。たまねぎを切ってるのと変わらない」

「もー、『大衆に逆らう俺カッコイイ』って逆にカッコ悪いですよ、真白先輩？」

「む……じゃあ彩羽ちゃんは『敵の名は。』の魅力を語れるの？　どのレベルで？　ただ他の人の感想に流されてるだけじゃないって、どうして言い切れるの？」

「あー！　喧嘩けんか売りましたね？　私に勝負仕掛けちゃいましたね？　後で完全敗北して泣いても知らないですよ。これでも私、腐るほど映画観てきたんですからねっ」

「……俺の家に勝手に上がり込んで、勝手に配信サービスでな」

「センパイの家は私の家、みたいなトコありますからっ☆」

「……!?」

　真白に、電流走る。

「アキの家で……映画を？　腐るほど……そんなに、頻繁ひんぱんに……？」

「そうですよぉ。それこそ毎日のように！」

「おい彩羽、やめろ」

　その煽あおりは最近までぼっちを貫いてきた奴やつに刺さる。現にほら、真白の奴、すっかり青ざめた顔でうつむいてるじゃないか。

　このままだと可哀想かわいそうなので、助け船を出してやることにする。

「だいたい、俺達の考え方は間違ってたんだ。誰も揉もめなくて済む、ただひとつの冴さえた方法があるというのに」

「方法？」

「ああ」

　怪訝けげんそうに首を傾かしげる彩羽に、俺は頭に浮かんだ妙案を堂々と口にした。

「みんなそれぞれ好きなのを観て、観終わったらここで合流する。これで完璧だろ」

　映画なんて元来がんらい好みが分かれるものなんだ。無理に他人の趣味に付き合う義理はない。一緒に観ようという発想そのものが非効率、かつ非生産的だ。


　この圧倒的な正論にぐうの音も出ないのか、彩羽も真白も「…………」と、さっきから沈黙を保たもっている。



「異論反論はなさそうだな。では各自自由に──」




「はい却下!!」「うん、却下」

「なんで!?」




「むしろなんでその意見が通ると思ったんですか!?　友達同士で映画館に来ておいて、わざわざバラバラの映画を観てくるとかあり得ないの二乗ッ!!　ナンセンスー!!　って奴やつですよ!!」

「女心おんなごころがわからないクソ男はしね」

　彩羽のハイテンションなツッコミと、真白の淡々たんたんとした罵倒ばとうが無垢むくな男心おとこごころを打ち砕く。

　容赦ようしゃねえにも程ほどがあるよ、こいつら。




　結局、民主的解決法じゃんけんを以もって『敵の名は。』の視聴が決定。

　火薬と人情にんじょうと銃声と恋と悲鳴と愛が交錯こうさくするフィクションドラッグ的な映像体験を楽しみ、何だかんだでおよそ２時間あまり、俺も彩羽も真白も全員が楽しい時間を過ごせた。

　映画館から出た彩羽のドヤ顔がウザかったけど、それくらいはまあ御愛嬌ごあいきょうといったところだろう。

　昼飯でも食べながら感想会とシャレ込もうってことになって、俺達はとりあえず腰を落ち着けるため、映画館からフードコートに下りてきた。

　ここも凄すごい人混ひとごみだったが、かろうじて窓際の四人席を取ることができた。

「あ、ちょっと席外していいですか？　さっきコーラ飲みすぎちゃって」

「トイレか」

「はい減点ー☆」

「これくらいでデリカシー不足になるのかよ。厳しすぎだろ女社会」

「センパイが緩ゆるすぎるんですぅー。──真白先輩は行かなくて大丈夫なんです？」

「う、うん。真白は、平気」

「……そうですか。ま、膀胱ぼうこうの大きさは人それぞれですもんね。それじゃ行ってきまーす」

　探るような間を空けて納得し、彩羽はタタタと駆けて行った。

　人のデリカシーを指摘したくせに『膀胱』とか言ってたが、あれはいいのか？

「ほっ」

　彩羽の姿が見えなくなったところで、前に座る真白が胸を撫なでおろした。

「緊張してたのか？」

「うん……彩羽ちゃん、まだちょっと苦手だから」

「ああ、ウザいもんな、あいつ」

「そ、そんなことない。悪い子じゃないのは、わかるの。むしろ、苦手意識を持つのも申し訳ないくらいで」

　歓迎会を経て、俺と真白の仲はだいぶ改善した。

　以前は教室で口も利いてくれなかったのに、こうして日常会話が許されている。たまに地雷じらいを踏むとトゲトゲモードに戻ることもあるが、かなりの進歩と言えよう。

　しかしそれはもともといとこ同士だから、心理的ハードルが低かったのが大きい。

　他の連中といきなり仲良くなれってのは、無理な話だ。

　昨日の今日だし彩羽と真白は水と油のように正反対な性格をしているし、そう都合よく親交しんこうが深まったりはしねーわなーと思う。

「彩羽を苦手なのはむしろ正常だけどな。俺だって苦手だよ」

「違うの、そうじゃ、なくて」

　真白は座ったままふとももに置いた手を見つめ、振り絞るような声を出す。

「思い出すの。あのハイテンションなノリ。昔の、嫌な人達を」

　ああ……そういうことか。

　掘り起こすのを避けてきた真白の過去、引きこもりになった原因、脳裏のうりに過ぎるのも苦痛であろうそれらの記憶が今、彼女の顔を曇くもらせているんだろう。

「俺から訊きく気はないが、話したいなら聞くぞ」

　何があって、どんな奴に、何をされたか。

　たとえどれだけ重い内容だろうと契約の範疇はんちゅうとして受け止めてやろう、ってなふうに覚悟を決めて聞く体勢を整える。


「………………………………」




「………………………………」



　しかし、無言。

　真白は碧あおい瞳を潤ませながら、唇をきゅっと閉ざしたままで。頭の中では目まぐるしく言葉が飛び交っているのがありありとわかる表情で沈黙を続けて、そして、その沈黙はやがて──





「あっれー？　月ノ森さんじゃーーーん」






　望まれざる形で、破られた。

「……!?」

　ビクリと真白の肩が震える。目に見えるほど唇が血の気を失って、頰の筋肉が強張こわばる。

　──こんな表情、見たことない。

　トイレでの最低最悪な再会シーンでさえ、ここまでじゃなかった。


　これは怒りとか嫌悪けんおとかそういう強い感情じゃない、もっと弱くて消極的な感情──……。



　怖い。

　そう感じているときの、目だ。

「キャハ☆　男連れだぁ！」

「学校辞めたのに昼間から男とラブラブデートかよぉ！　クッソウケるぅ！」

　軽薄さを煮詰めたような頭の悪い声を交わす、二人組の女。

　ひとりは派手はでな髪色の〝いかにも〟なＪＫ女子高生。

　もうひとりは一見すると清楚せいそそうに見える黒髪ながらも底意地悪そこいじわるそうな目つきが隠せない、現代のギャルによくあるパターンのエセ清楚。

　一目見た瞬間にいけ好かないと確信できる奴らが、馴なれ馴なれしく真白に近づく。

「……えと……あの……」

「えっ、なーにー？　モゴモゴ言われてもわかんなーい」

「この人が月ノ森さんの彼氏ぃ？　んー？」

　派手な方のＪＫがグイと無遠慮ぶえんりょに顔を近づけてくる。

　小麦色こむぎいろに焼けた顔に似合わないメイクを施ほどこした顔だ。天然かおしゃれか知らないがセンスがない。香水なんだろうか、どぎつい不快な香りが鼻をつく。

「あははは!!　ピッタリー!!　超お似合いじゃーん!!」

「教室の隅すみっこでアニメの小説とか読んでそーだよね。アイドルとかハマってそー」

「キャハハ、かわいそ！　陰キャ同士で仲良しとか、かわいそ！」

　……うわあ。

　目の前にいる人間をここまで嘲笑あざわらえるもんかね？

　建前たてまえの使い方もわからないなら、社会に出たらさぞ苦労するんだろうな。イケメンや美女のリア充ならともかく、こいつらのように顔も不細工で性格までブスときたらなかなか厳しいのではなかろうか。

　──震えたまま縮ちぢこまる真白を見ればわかる。

　こいつらが真白をいじめていた、前の学校のクラスメイトなんだろう。

　だとしたら、その行為の根源にあるのは嫉妬しっとか？

　とびきり美人である真白と、きっと何者なにものにもなれない自分とのギャップで無意識に敵愾心てきがいしんを持ってしまうんだろう。

　というか転校前は有名な名門女子高に通っていたって話だったような。

　そんなお嬢様学校にもこんな頭の悪いギャル風ＪＫが棲息せいそくしているとは、現実とは何と惨むごい。アニメや漫画まんがなら絶対にあり得ないだろうに……それともこれも時代の趨勢すうせいなのだろうか。

　思わず哀れみの目で見てしまう。

「……なんかコイツの目、ムカつくんだけど？」

「ホントのこと言われて怒っちゃった!?　アハハ!!　アレやってよアレ、拳こぶしで抵抗する奴！」

「ぶふっ！　ちょ、やめてよ。動画思い出して笑う。あは、アハハハハ！」

『そうか。じゃあ遠慮なく』


　爆笑する女の顔面に拳をぶち込んだ。メイクで整えてもなお崩くずれ気味だった顔が歪ゆがんで、鼻が変な方向に曲がった。鼻血を撒まき散らして倒れた女の顔面を殴なぐり続け、悲鳴を上げたもうひとりの女の腹にも容赦なしのボディブロー。俺はそのまま、動かなくなるまで、何度も何度も二人を殴り続けるのだった──……。



　──というのは妄想だ。

　本音を言えば、現実にしてしまいたい。

　怯おびえている真白を見ていると、こいつらを拳で黙らせることができたらどれだけ爽快そうかいだろうと思う。

　だけどここは法治国家ほうちこっか、日本。言葉の暴力に対して物理の暴力で返せば犯罪だ。

　将来底辺を這はいずることが確定している、くだらない連中のせいで人生を棒に振るなんて、愚かな選択はしない。俺はより文化的な方法を選ぶ。

「いきなり現れて何好き放題言ってるんだ？　すこしは空気を読んだらどうだ」

「……は？　何凄んでんの？」

「うっわ、カッコイー。ステキな彼氏に守ってもらえていいねー、月ノ森さん」

　派手ＪＫはややたじろいで表情を強張らせたが、清楚風ＪＫの方は相変わらず小馬鹿こばかにしたような口調で真白を煽あおる。

　すこし睨みを効きかせたくらいでは引き下がらないようだ。まったく、心底しんそこめんどくさい。

　ふと思い出した様子で、清楚系ＪＫが話題を変えた。

「ねえねえ、このステキな彼氏クンは知ってるの？　月ノ森さんのアレ」

「あ、それ気になるぅ！　あのカワイイ（笑）小説、読んでもらってるぅ？」

「……！」

　真白はがばっと顔を上げて、ＪＫ達を見た。その目にはさっきまでの恐怖とは別種の感情が浮かんでいた。

「やめて……その、話……」

「えー、聞こえなーい」

「彼氏に内緒ないしょにしてたんだぁ。バラしちゃってゴメンねぇ♪」

　かすれた声で必死に抵抗する真白をおどけた調子で嘲笑ちょうしょうする二人組。自分が嘲笑われたわけでもないのに、泥みたいな不快感が胸の奥にわだかまっていく。

　他人の俺でもこう感じるんだ、真白本人が感じている負ふの感情は計り知れない。

　それはきっと転校前の真白が日常的に受けていた悪意あくい。

　真白が特別引っ込み思案じあんで弱い人間だったわけじゃないと、俺は確信した。

　こんな悪意を向けられたら、誰だって学校に行きたくなくなる。

　小説……っていうのが何の話かはわからないが、おそらく真白の不登校の直接的な原因だろう。その話の先は気になるが、このまま黙ってコイツらに喋しゃべらせる気には到底とうていなれなかった。

「──いい加減にしろよ」

　声に圧力を、視線に敵意を込めて、相手を睨みつける。

　効率的な人生のために無駄むだな嫌われ方をしないよう被かぶっていた建前の皮を剝がし、わかりやすく俺はお前らの敵だぞと示すための、威圧的な顔を露あらわにする。

「は……」

「な、何だよ、マジ顔しちゃってさ」

　二人組がたじろいだ。

　俺の雰囲気ふんいきの変化を敏感びんかんに察したのか。さすがは文明社会の一員とは思えぬ低俗ていぞくなメスども、感性が動物に近い分、野生の勘も働くようだ。

「声も顔も性格も、何もかも不快なんだよ。──とっとと失うせろ」

「ちょ、調子に乗んなよ陰キャのくせに！」

「あたしらのバックにはちょー強い男がいるんだかんね！」

「だから、どうした？　俺達のバックについてる連中とどっちがヤバイか競ってみるか？」

　噓うそは言ってない。

　背後にいる奴らはいろいろな意味でヤバイ連中だしな。おねショタエロ同人描いてる女教師とか、ヤバイ度数で言ったら98くらいあるんじゃないか。

「なっ、ヤバイ連中って、何よ……」

「ちょ、ヤバイんじゃないコレ？　本職のヤバイ人達とかが絡んでるんじゃ。コイツの余裕の顔、マジっぽいし」

　二人組は顔面蒼白がんめんそうはく。ドン引き気味に後ずさる。

　何かを勝手に察してビビってくれてるらしい。

　ちょっと挑発して一発殴らせ、傷害事件として成立させてから警察でも呼ぼうかと思ってたんだが……これは意外な展開だ。

「き、キモ。本気になっちゃって馬鹿じゃないの」

「……ねえ、もう行こ。あんまり関かかわりたくないしさ」

　最後まで悪意たっぷりの言葉を残して、ＪＫ達は立ち去った。

「……狙いと違ったけど、まあ結果オーライか。……大丈夫か、真白？」

　遠く離れていくＪＫの背中を見送りながら隣の真白に問いかける。


「…………」



　ところが真白は無言のまま震え続けるばかりで、俺の問いには答えなかった。

　よほど怖い想いをしたんだろう。

　こんなときどうすればいいのか、気遣いの言葉をかけてやる以外の方法が俺にはわからない。

　あるいは伯父さんのように恋愛経験が豊富なら、優しく肩を抱だいてやるところなのだろうか。

　彩羽曰いわく乙女心おとめごころのわからない俺には、この場の適切な対処法はわからなかった。

「今のが、不登校の原因だよな」

「うん……」

「小説、ってのは？」

　気になる単語について訊きいてみる。

　掘り返されたくない過去と密接にかかわっていそうだが、彼女の雲がかかった心を晴らすには、踏み込まざるを得ない気がした。

「……ごめんなさい」

　ダッ。

　真白はぼそりとそう言った後、椅子いすから勢いよく立ち上がり、いきなり走り出した。

「おい！」

　伸ばした手は真白の腕を摑つかめず、虚空を摑つかむ。

　昨日の放課後の追いかけっこよりも遥はるかに速く、真白の背中は遠ざかっていった。

　今、ショッピングセンターには前の学校のいじめっ子もいるのに、それでもひとりになろうとするなんて。

　小説とやらの話題にはよほど触れてほしくないと見える。

　そこへ彩羽が戻ってきた。

「センパイ、何があったんです!?」

「彩羽か。今ここで揉もめてたのは見たか？」

「遠くから見えてましたけど、内容はサッパリです。頭がわるそーなＪＫに絡まれてて、話が終わったら真白先輩がいきなり走り出して──」

「一部始終か。オーケー、説明不要で助かる」

　普通の『友達』をやろうっていう今日の日に、こんな非日常に見舞われるのは皮肉ひにくだが。

　真白をこのまま放っておくわけにはいかない。あの様子は明らかに普通じゃないし、もしも彼女のトラウマの根源があるなら、それを取り除いてあげたいと思う。

　そしてその気持ちは、俺のウザすぎる後輩も同じのようで──

「探しましょう、センパイ！」

「ああ……！　俺は上を探す、お前は下を頼む」

「合点がってん承知です！」

　たったの一言で作戦を理解する阿吽あうんの呼吸で二人同時、迷うことなく駆け出した。





＊






　いない。どこにも、いない。

　ショッピングセンターの二階、三階とフロアの隅々まで探しながら順番に上に上がっていくが、特徴的な白っぽい髪の毛先すら視界に入らなかった。

　エスカレーターで移動している途中にエレベーターで降おりられてしまったか？


　すれ違ったリスクがあるなら引き返すべきかもしれないが──……。



　いや、やめよう。

　下は彩羽が探してる。

　あいつのことを信じて、俺はひたすら上の階の捜索に集中すべきだ。

　まったく手間かけさせやがって。ここ最近、真白を追いかけてばかりな気がする。白雪姫様と来たら、何度逃げ出したら気が済むんだか。

　内心で文句をたらたらこぼしながら汗を拭ぬぐうのも忘れて走り続ける。

　やはりいない。

　神経質なまでに周囲を観察しているから、漏もれはないはず。一体、どこへ行った？

「闇雲やみくもに探しても非効率的か」

　とうとうその結論に至った。足を止めて、しばし考える。

　伯父さんのミッションを遂行すいこうするために真白を観察し、真白を追いかけ続けてきた数日間。

　そこで得た知見ちけんを活用すれば、彼女の逃走ルートに一定の法則を見出せるかもしれない。

　歓迎会の日、家までついていこうとする俺から逃げるために、真白が選んだのは裏路地うらろじだった。そして路地を抜けたら土手どてを駆け上がっていった。


　…………これか？



　傾向と呼ぶにはサンプル数が少なすぎるきらいはあるが。

　それでも数少ない手がかりから推察しなければならない現状、ある程度の蓋然性がいぜんせいには頼らざるを得ない。

　ノーヒントで探し続けるよりマシ、そう思って、俺は自分の推理に賭けることにした。

　真白が逃走経路に選びがちな場所は、第一に裏路地──すなわち暗い場所。

　そして第二に土手──すなわち、すこしだけ高い場所。

　だとすればこのショッピングセンター内で最も暗く、最も高さのある場所といえば！




　映画館。




　しかし、どの映画の上映に紛まぎれ込んでいる？

　いや、これは簡単か。

　あいつが見たがる映画なんてひとつしかない。

　そして今の俺には、どうしてその手の映画を好きになったのか何となく理解できる。

　今、だよなぁ、真白？

　馬鹿な人間どもが血まみれで泣き叫ぶ姿を見て笑いたいのは、さ。





＊






『Ｆ○ＣＫ!!　ＦＵ○Ｋ!!　ＦＵＣ○!!』

『ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!』

『ＯＨ　ＭＹ　ＧＯＤ!!』

『ＩＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!』

　真っ暗な空間に足を踏み入れた瞬間、欧米人の錯乱さくらんした罵声ばせいと怪物の咆哮ほうこう、懇願こんがんからの絶望的な断末魔だんまつま、暴力的な音が洪水こうずいとなって押し寄せた。

　百人座れれば上等、くらいの小さな箱だった。それでも人はほとんど埋まっておらず、悲鳴は音響から聞こえてくるばかりで客のそれはひとつも聞こえなかった。

　怪物の見せ場が終わった後、登場人物達の小休止のシーンに差し掛かると、ガラリと空気が変わり、無駄にしっとりしたピアノ曲とともに抒情的じょじょうてきな会話が始まる。

　そんな異様な雰囲気漂う『クラシック・ジョーズ　五線譜に踊る鮫サメ』が上映中の館内を歩き、暗い中でも目立つ白い少女の隣に座った。

　最後尾さいこうび、一番高い場所からスクリーンを見下ろせる場所。ぽつんと膝ひざを抱えて座る真白は、じーっと、ピクリとも表情を変えることなくサメ映画に見入っていた。

「楽しいか？」

　他の観客の迷惑にならないよう小さな声で問いかける。

　すると真白は、こちらを見ることもなく答えた。

「……最高」

「楽しんでる顔とちゃうやん」

「さっき死んだ女の子、チアリーディング部の人気者だって。オタクの男の子をいじめてた」

「餌えさになるために生まれてきたようなキャラだな」

「ざまあ」

　膝に顔を埋めたまま、すこしも嬉うれしそうじゃない顔で真白は言った。

　隣に座って、俺も映画を観る。

　明らかにサメの餌になりそうな金髪ギャル、生き残りそうなオタク男と、最近の映画には増えてきた中国系の女性、おどけた黒人、親の顔より見た登場人物構成で話が進んでいく。

　特に意味のない、ひたすら音楽を流しながら車を運転するシーンに差し掛かったとき、真白が口をひらいた。たぶん五分くらい運転シーンが続くと豊富なサメ映画知識で知っているのだろう。

「……何しに来たの」

「映画を観に来た」

「うそつき。ストーカー」

　小さな声で俺を詰なじった後、真白は、

「……ごめんね。悪口ばっかり言って」

　と、自己嫌悪じこけんおするように顔をしかめて謝った。

「言うべき相手に悪口も言えないよりかはよっぽど健全だよ。俺との関係はどうせ契約で約束されてるんだ、安心して、好きなだけ悪口を言えばいい」

「アキ……」

「本当はさっきの女子どもに言ってやりたいんだろ。余計なお世話だ、私のことはほっとけ、私を嫌うのは勝手だけど、だったら私の人生に一生かかわるな、いちいちちょっかい出してくるんじゃねえよこのストーカー野郎──そう言えたら、ラクだわな」

「……うん」

　膝を抱えたまま、こくりとうなずく。耳につけた貝のイヤリングがしゃらんと揺れる。

　そして真白は自嘲じちょう的な笑みを浮かべて語り始めた。


「昔から、人見知りで……人の目を見て話せないっていうか、人が、なんだか怖くって……。それで、うまく周りになじめなくて、友達も作れずに、ずっとひとりで──……」



　そしたら、清楚を気取ってる、と噂うわさされるようになったと真白は言った。

　ますます孤立を深めて、だけど辛つらい想いをしながらも親に高い学費を出してもらっているからと、真白なりに頑張って学校に通い続けたのだという。


「そ、それでね。辛い毎日から目を逸そらしたくて、現実逃避のために小説を書いたの。いつもは家で書くんだけど、教室でひとりぼっちの時間を埋めたくて、ノートにこっそり。そしたら、さっきの子達に見つかっちゃって──教室で、言いふらされて──……」



　淡々と語っていた真白の声が、その語尾ごびが、涙声なみだごえでブレる。

　たぶん今思い出してる記憶こそトラウマの核。

　どれだけ嫉妬の悪意を向けられても健気けなげに学校に通い続けた真白が、心折れた瞬間。

「現実逃避の小説……こんなの書いてるなんて、知られたくなかった。お前はぼっちなんだって、みじめな奴なんだって、みんなに言いふらされて……ひどいよ。真白だって、プライドとかあるもん。取とり柄えもないし、明るい子達に混ざれたりしないけど、でも、あんなふうに晒し上げされたら傷つくもん……うっ、えぐ……」

　抱えた膝の中に顔を押しつけて、泣いてる目を俺に見せないように肩を震わせる。

　精一杯のプライドを守りたい、『守りの泣き方』を見て俺は理解した。

　真白は弱みを見せるのが怖いんだ、と。

　真白には周りが全員強い人間に見えている。弱い人間は世界で自分ひとりしかいないと思っている、その自覚はないかもしれないが、それに近い感情を無意識に持ってしまっている。

　それこそが、月ノ森真白。

　だけど、それは──

「現実逃避の小説、俺は好きだけどな」

「え？」

「実は現実逃避で小説を書き始めたって人を、もうひとり知ってるんだ。その人はプロの作家さんだけど、俺、その人の大ファンでさ。──巻貝まきがいなまこ先生、知ってるだろ？」

「あ……う、うん。まあ……それは……」

「オタク業界にすこしでも興味あれば知ってるよな。ＵＺＡユージーエー文庫の超大型新人」

　そして、何故か《５階同盟》に協力してくれた、頼れる仲間。

「あとがきに書いてあったんだ、『クソみたいな現実をぶち殺してやりたくて書いた』ってさ。それ読んで俺感動しちゃってさ。……なんでだと思う？」

「わ、わからない。どうして？」

「その本の内容に滅茶苦茶共感したからだよ」

「えっ」

　真白は意外そうな目で俺を見る。

「作中で描かれてた価値観、自分の人生を邪魔してくる無駄な他人、普段勝ち組の顔をしてるくせにわざわざ負け組を踏みつけていかないと気が済まない吐き気を催もよおすクソ野郎ども……本に書かれてた社会への不満、ムカつく気持ち、それら全部に共感したんだ」

「アキも……同じなんだ……」

「というか俺以外にも同じ気持ちの人間はたくさんいるってことだ。だから大ヒットした」

　正直、俺は読書はするが乱読家ではない。本を読むのには時間がかかるからだ。

　そんな俺ですら、本というものに強烈に魅了されてしまうことがある。


　それは、心に深く刺さり、著者の情念に強く共感できる作品に出合ったとき──……。



　運命にも等しい偶然の出合いを求めてしまうから、非効率と思いながらも書籍を完全には絶てないのだ。

　そんな極めてライトユーザーであるにわか読者の俺がハマるくらい、巻貝なまこの作品にはパワーがあった。

　……と、巻貝なまこ先生の魅力をこれでもかと力説していると、

「わ、わかったから。もう、いいから」

　何故か耳まで真っ赤になった真白が俺のオタク特有の早口を遮さえぎった。

「すまん、つい語りすぎた。いやさ、あの内容、すこし真白の境遇にも重なるところがあったんだよ。あの人は男性だから微妙に状況違うかもしれないけど、同じような境遇で、現実逃避の小説を書いて、たくさんの人に共感されてる人もいるんだ。真白のしたことは、恥ずかしいことでも何でもないって証明になるんじゃないか？」

「それは……でも、その人はペンネーム、でしょ。……やっぱり、後ろ暗いんだと思う。あんなの書いてるって、顔を知ってる人に知られたら……正体を隠してないと、恥ずかしい」

「まあ本人が恥ずかしがるのは止められないわな。ただ、俺はその趣味を否定しないし、世界には肯定してくれる奴もたくさんいるってことだけはわかってくれ」

「……うん」

　貝のイヤリングに触れて、微かすかに頰を赤らめる真白。

　しかしすぐに表情を曇らせて。

「アキは、大丈夫。でも、あの子は……彩羽ちゃんは、やっぱり同じに見える」

「さっき絡んできた人種と？」

「……うん。ごめんね、失礼だとは思ってるの。でも、同じ陽キャっていうか、『合わない』って、本能で感じるの……」

　なるほど。

　確かに彩羽の俺に対するウザ絡みは、人生の邪魔をしてくる余計な連中と大差ないウザさだ。

　人の迷惑を考えずに突っかかってくるところも、似てるかもしれない。




　何も知らない赤の他人が見たら、そう勘違いしてもおかしくない。




「彩羽ちゃんと仲良くなっても、いつかイジメられるんじゃないかって……そう思うとカラダがガチガチに固まってきちゃって、全然、踏み込めなくて」

「心配すんな」

「ふぇ？」

　うつむいたまま涙声で震える真白の頭に手を載せる。

「あいつはウザい女だが、さっきのＪＫどもみたいな連中とは根本的に違う」

「でも──」

「もし本当に、彩羽が真白の尊厳そんげんを傷つけるような嫌がらせをしたら、俺に言え。もし万が一にもそんな悪行あくぎょうを働きやがったら、泣くまで説教してやる」

「アキ……」

「大丈夫、心配ねえよ。あいつはウザいが悪人じゃない。効率重視の俺が、縁を切らずにいる相手だぞ？　いくら友達の妹だからって、救いようのない本物の馬鹿、悪人のたぐいだったら今日まで付き合い続けてない」

　安心して、ついてこい。

　そう言って差し出した俺の手を、真白はしばらくの間、無言で見つめて。

「……うん」

　おそるおそる、震える手を重ねてきた。





＊






　映画の途中だったが退室し、俺と真白はショッピングセンターの一階に下りた。

　一応、真白と合流した時点でＬＩＭＥは送ってあったのだが、既読がつかない。

　まだ必死で一階を探し回っているんだろうか？

　彩羽にも心配かけてしまったし、さっさと合流して安心させてやらなくちゃ。


「…………」



　緊張して硬くなっている真白の手を握りながら、俺はきょろきょろと周囲を見渡して走る。

　かなり広いショッピングセンターの中で、彩羽の姿を探すのは大変だ。

　真白のような特徴的な髪色、ファッションならともかく、彩羽の山吹色の髪はそこらのＪＫの金髪や茶髪と大差ないので休日のギャル風景の中に溶けてしまう。

　と、そんなとき、頭の悪いケラケラ声が聞こえてきて、俺達は立ち止まる。

　階段下の休憩スペース、ベンチに座るＪＫ二人組と彼女達の前で談笑している明るい髪の女。聞こえてきたのは、その三人の会話だ。内訳は真白をいじめていた二人組と──そして、彩羽。

　物陰に隠れて耳を澄ますと、会話の内容まではっきり聞き取れる。

「何、アンタ。月ノ森さんの友達？」

「や、友達とか。そんなこと全然ないですよー」

　ＪＫの警戒するような質問を、彩羽が笑い飛ばす。

　するとホッとしたように破顔してＪＫ達は饒舌じょうぜつさを増した。

「なーんだ、そーだよねー！　転校先で同じクラスになった子とか？　でもなんであの根暗女を探してんの？」

「あっ……ふーん♪　もしかして……男!?」

「あー、なるほどぉ！　月ノ森さん、彼氏と一緒だったんだよねぇ♪」

「へー！　そうなんですかー！」

　彩羽はニコニコしながらＪＫ達と会話を楽しんでいるように見えた。

　俺の後ろにいた真白がぽそりとつぶやく。

「ほら、同類。凄すごく盛り上がってる」

「どうかな。……見てろ」

「え……？」

　俺があごをしゃくって促うながすと、




「じゃあお二人は真白先輩の足元あしもとにも及ばない負け組のクズってことですね☆」




　にこやかな笑顔のまま、彩羽は核ミサイルを放った。

「は……？」

　ポカンとするＪＫ二人組。

　それは、俺の後ろの真白も同じ。

　俺と彩羽以外の誰もが、何が起こったのかを理解できていない。


「休日にステキな彼氏とデートしてる美人でカワイイ真白先輩と、ぶっっっっさいくな性格の女とつるんで貴重な人生の時間をゴミ箱に捨ててるお二人じゃ月とすっぽん、ああ、神様!!　なんて残酷ざんこくな不平等ッ、こんなの酷ひどすぎます!!」



　天に祈るかの如ごとく両手を合わせ、芝居がかった調子で高らかに歌い上げる彩羽。

　明らかに馬鹿にしきったそのミュージカル調に、ＪＫ二人組はぶちぎれる。

「て、テメエ、喧嘩売ってんの!?」

　激昂げっこうし立ち上がったＪＫの胸元むなもとに、とん、と指を突きつけ、彩羽は顔を近づけ睨ねめ上げる。




「半端な覚悟で息巻いてんじゃねえぞ、三下」

「!?」




　彩羽の声の圧が、変わった。

　まるでヤンキー漫画に登場する一流の番長の如く、低く、重く、胃の底に落ちるような声。

　普段の頭の悪い軽いキャンディボイスからは想像もできない、漢らしいカッコイイ声。

　合わせて表情までもが本物の筋ものにしか出せない雰囲気を醸している。

「い、彩羽、ちゃん……？　ど、どういうこと？」

「ちょっとした特技みたいなもんだ。ハッタリでしかないが、効果は充分みたいだぞ」

　これぞ《５階同盟》が誇る秘密兵器、七色なないろどころか無限の声色こわいろを持つ声優の力。

　彩羽はうちの運営するゲームの全キャラクターの声を担当している。

　そう、男女問わず、全キャラクターの声だ。

　その中には殺し屋だらけの修羅しゅらの国を制覇した一流のヤンキーという役も存在するわけで。

　ついさっき俺のことを極道ごくどう関係者と勘違いしたのも、偶然だが効果的に作用しているようだ。

　ＪＫ二人組はすとんと尻餅しりもちをつき、完全にビビった目で彩羽を見ている。

「ま、まさかさっきの男の、関係者……!?」

「月ノ森さん、マジでヤバい奴らとつるんでるってこと!?」

　腰を抜かして動けないＪＫの前でヤンキー座りになり、彩羽は凄味を出して続ける。

「テメエらが真白先輩にしたことは聞いてんだよ、クソが。ゴミが人間の皮かぶって生きてんじゃねえよ」

「さ、さっき、月ノ森さんの友達じゃないって……」

「アタシは真白先輩の友達じゃねえよ、まだな。だがそんなことは関係ねーんだ」

　圧倒的な極道、筋金入りのオーラ。

　背後に頰に傷のある極道を幻視させて彩羽は言う。


「アタシが気に入らねーんだよ。腐った性根しょうねのテメエらを、他ほかの誰でもなくアタシが気に入らねえ。だから今からテメエらのヘタクソなメイクがさらに悲惨な状態になるまで、ぶちのめしてやるのさ。さあ、歯ァ食いしばれ──……」



「ひっ……!?」
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「ごめ、なさっ……許しっ……」

　彩羽が拳を振り上げる。ＪＫ二人組は怯えきって目を瞑つむる。

「そのへんにしとけ」

「……！」

　俺が手首を摑んで止めると、ギロリと彩羽が振り返る。

　おお、こええ。このトランスモード、わかってても凄すごい迫力だ。

「はっ、はっ、ひっ、ひぅ……」

「ご、ごめ、なさ……もう、しませっ……」

　脅威きょういから救われた安心感からかＪＫ二人組は弛緩しかんしたように体の力を抜いた。

　そんな無様ぶざまな姿を心底軽蔑けいべつした目で見下ろして、俺は言い聞かせる。

「さっき言った通りだ。ウチのはヤバイ奴らなんだよ。二度と真白の周りに顔を見せないで、街ですれ違っても、声をかけないでくれると助かる。これまでのことを謝れとかめんどくさいことは言わないからさ、無関係な他人と同じようにただスルーしてくれればそれでいいんだ。……ダメか？」

　あくまで『頼み事』のニュアンスで落ち着いた声で言い聞かせる。

　コイツらが真白にやったことを思えば徹底的に脅おどして追い詰めても許されそうなものだが、ここまで怯えられていればどんな口調で話しかけてもたぶん同じことだろう。

　案あんの定じょう、ＪＫ二人組は顔面蒼白で、ブンブンブンと高速で首を振った。

「よし、交渉成立。これっきりってことで。じゃあな」

「は、はいいいいいいいいいいいい!!」

「すみませんでしたあああああああ!!」

　軽く手を振ると、彼女達は体勢を整えながらドタドタと立ち上がり、足取りも怪しく逃げていく。

　その後ろ姿が見えなくなると、彩羽の腕からも力が抜けた。

「──センパイ、ないすたいみーん……正直めっちゃ助かりましたぁ……」

　さっきまでのイケボが噓のように、へなへなとその場にへたり込む。

「ひとりで特攻するなよ、危ないだろ。殴ってたら終わってた」

「リアル格闘技能ゼロですからね！　はー、化けの皮が剝がれる前に来てくれてよかった！」

「まったく……世話の焼ける後輩だ」

　そう、彩羽の圧倒的なヤンキー力は、あくまでも演技だ。

　声の圧力で相手を威圧できても、その拳はクソザコＪＫのそれでしかない。

　殴った瞬間に「あれ、コイツ案外弱くね？」と気づかれて、逆にボコボコにされていた。

　それでも彩羽があんなふうにＪＫ達に突っかかったのは──

「お前も結構キレてたんだな、あいつらに」

「そりゃそうですよ。引きこもりになるまで追い詰めて人の人生を邪魔しといて、のうのうと生きてる奴とか反吐へどが出ます。今までは私、ムカついても空気読んで行動できずにいたんですけど、センパイが近くにいるときは空気読まなくていいって、お墨付すみつきもらってますし☆」

「ったく、全部俺に尻ぬぐいさせる気だろ」

「それでもいいんだって言ってくれたのはセンパイですよ？　責任は取らせます☆」

「ま、構わんけどな。……で、どうだ、真白。これが彩羽だよ」

「ほえ？」

　俺が物陰に向けて声をかけると、彩羽は間の抜けた声をあげて振り返る。

　おずおずと出てきた真白を見て、すこし気まずげに頰を搔かいた。

「真白先輩に見られちゃってましたか。あはは、何か勝手に偉そうなことしてすみません」

「……ううん。真白こそ、謝らなきゃ、いけない」

「へ？　何をです？」

「あなたのこと、誤解してた。あいつらと、同じ人種だと、思ってた。でも──」

「違ったわけだ」

「……うん」

　そう、真白は勘違いしていた。

　彩羽がいつかかつてのいじめっ子達のように、自分に陰湿いんしつな悪意を向けてくるんじゃないか、と。

　だけどそれは大きな勘違いだ。

　小日向彩羽が本気で悪意を向けるとき、それはけっして中途半端ちゅうとはんぱな代物しろものではない。

　己おのれの演技力のすべてを投入し、全身全霊ぜんしんぜんれいで相手の怖がる存在、相手の嫌がる存在になりきり、徹底的に追い詰めてくるだろう。

　半端じゃないのだ、この彩羽という『友達の妹』のウザさは。

　あー、ウゼえなぁコイツ、と思える程度の可愛い甘えなど、彩羽の持つ真のウザさの可能性からすれば氷山の一角ですらないのだ。

　──が、その究極の『悪意の演技』をぶつけられることを恐れる必要は微塵みじんもない。

　何故なら、イイ奴だから。




　彩羽が誰かに理不尽な悪意を向けることなんて絶対にあり得ない。




　その事実を、真白もきっと察したのだろう。

　まだぎこちないながらも、それでも精一杯の笑顔を浮かべてこう言った。

「真白と……お友達に、なってください」

「へへへ、大歓迎です☆」

　こうして真白は、俺の友達の妹の友達になった。




　……ややこしい関係性がまたひとつ増えちまったな。





＊






《紫式部先生》みんなはうまくやってるかしらん？

《ＯＺ》そんなに心配ですか？

《紫式部先生》彩羽ちゃんと真白ちゃんは陽キャ美少女の化身と陰キャ美少女の化身だからねえ。陰と陽、どっちも正反対の魅力があって最高にカワイイんだけど、だからこそ、ぶつかっちゃうこともあると思うのよね

《ＯＺ》大丈夫ですよ。正反対ってことは真ん中に対して同じ距離ってことですから。陽キャの秘めた陰性と、陰キャの実は強く出たい陽性を両方とも理解できる中心点。だからこそアキはみんなのハブになって、ひとつの集団にまとめあげる力がある。──今回も、なんだかんだでうまくやるでしょう

《紫式部先生》こうして彼の周りにはまたひとり、彼女候補が増えてしまうのだった……

《ＯＺ》せめて彼女候補同士がギスギスじゃなくて、楽しく明るく修羅場しゅらばっててくれれば、それが最高なんだけどね。見てて微笑ほほえましいし

《紫式部先生》わかりみが深い
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「いやあ期待以上だよ明照あきてる君。まさか短期間でここまでの成果を出してくれるとはね」

　近所のファミレス『ロイヤルゲスト』、スパークリングワインとぶどうジュースで乾杯したあと開口一番、月ノ森つきのもり社長こと月ノ森真琴つきのもりまことがそう言った。

「楽しく学校に通い、友達もできた。前の学校で経験した嫌な記憶も、忘れられそうだという話だ。君に任せて正解だったよ」

「ならよかったです」

「《５階同盟》はやはり素晴らしいコミュニティのようだ。フフッ」

　上機嫌にそう言って、月ノ森社長はウインクをした。

　ちなみにそのウインクは俺に対してではなく、こちらをチラチラ見ているウェイトレスさんに対してだ。ナイスミドルの目配めくばせに赤面し、彼女はそそくさと厨房ちゅうぼうに引っ込んでしまう。

　俺はあきれて言う。

「まだ狙ってるんですか、あの人のこと」

「あと１回だ」

「……社長逮捕、ってのだけは勘弁かんべんですよ」

「はっはっは」

　いや笑いごとじゃないから。

「安心したまえ、僕は全女性の味方だからね」

「本当の敵は味方の顔をするんだよなぁ……」

「そういえば真白の友達になってくれたのは、《５階同盟》の小日向彩羽こひなたいろは君だそうだね」

「え、そこまで聞いてるんですか？　──や、正確にはあいつはメンバーじゃないんですが」

　さらりと言われた言葉に肯定しかけて、慌てて訂正ていせいする。

　しかし月ノ森社長はまたまた何を冗談をと笑い、

「『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』のキャラクターボイスを担当してる声優だろう？」

「……どうして、そう思われるんですか？」

「娘からとんでもない演技力だったと聞いてね。キミの周りにいる演技の天才と言ったら、謎の声優担当その人しかいないだろう？」

「声優のクレジットは公開してないですから、その、ひとりというわけでもないですし──」

「何を言ってるんだい？　声優がひとりしかいないことは最初からわかっていたよ？」

「え？」

「これでも僕は現場からの叩たたき上げだからね。どれだけ演技がうまくてもその声質がひとりのものか、複数の役者のものかくらいは聞き分けられるさ」

　取るに足らないとばかりに言ってくれるが、どうひいき目に見ても神業かみわざだ。

　さすがは一流企業の社長ともなると聴覚も良いものをお持ちのようだ。

　格付けチェックに出れば一流の称号をモノにできるかもしれない。

「……ああ、そういえば……」

　言われて初めて、俺はあのときの月ノ森社長の台詞せりふの違和感に気づいた。




『プログラマーの《ＯＺオズ》、イラストレーター《紫式部先生むらさきしきぶせんせい》、シナリオ《巻貝まきがいなまこ》、そして正体不明の声優に、プロデューサー兼ディレクターの《ＡＫＩアキ》……つまりキミだ』




　正体不明の声優『達』、ではなく、声優、と言っていた。

　つまりあの時点ではもう声優はひとりしかいないことを察していたというわけだ。

「あの、彩羽が声優をやってることなんですが──」

「わかっているさ、内緒ないしょにしてほしいんだろう？　キミがこの僕にも秘密を貫こうとした時点で、よそに言いふらす気はなかったよ。男も女も秘密こそが魅力を高める、イイ事だ」

「……助かります」

「さて、話を戻すが、その小日向彩羽君──」

　ふと声を潜ひそめる。

　シリアスな真顔になって、月ノ森社長はこう続けた。




「──キミの本当のカノジョだったりしないだろうね？」

「内臓を賭けてもいいですが絶対に違います」




　即答した。

　というか真面目なのは顔だけで内容はいつも通りふざけるのかよ。

　まったく、さんざんカッコイイところを見せた後に大人げない学生恋愛アンチっぷりを見せてくるんだから、この大人は本当に底が読めない。

「うむ、それならいいんだ。是非是非ぜひぜひ、このまま真白や他のみんなと健全な学生ライフを楽しんでくれたまえ」

「はい。言われずとも」

「ちなみに真白に良くしてくれるのはいいが、本気で恋人になったりしたら許さないよ？」

「だから大丈夫ですってば。心配性ですね、社長は」

　以前よりは打ち解けたと言っても、恋愛感情とはまた別だ。

「真白はたぶん俺のこと好きじゃないですし。心配するだけ無駄むだですよ」

　安心させるため、爽さわやかにそう答える。

　月ノ森社長は軽くワインを喉のどに流し込んでから、ニヒルな笑みを浮かべて何かをつぶやいた。

　その声は入店を報しらせるカウベルの音にかき消されて、俺の耳には入らなかった。




『……イイ男なんだが、朴念仁ぼくねんじんなのだけが玉たまに瑕きずだねえ……』
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　こんな幸せな気持ちで布団ふとんにくるまるのは、何年ぶりだろう。

　スマホに登録された彩羽いろはちゃんのＬＩＭＥアカウントを眺めていると、それだけでニヤニヤしてしまう。

　お父さんに無理を言って、アキの学校に転校させてもらって本当によかった。

　環境が変わっても自分は変われないんじゃないかと不安になった日もある。

　だけど今はそんな不安に襲われずに済んでいる。

　スマホを操作して、とあるアプリを立ち上げる。

　そして画面に向かって語り掛けるように、今の素直な気持ちを口にした。




「ホント、ありがとな。《ＡＫＩアキ》、《ＯＺオズ》、《紫式部先生むらさきしきぶせんせい》」




　引きこもっている間、ずっと心の支えになり続けてくれた仲間の名前。

　画面越しにしか話せない自分を、すこしも不思議に思わずに仲良くしてくれた大切な仲間達。

　何度もオフ会に誘われて、それでも顔を合わせて幻滅げんめつされるのが怖くて、近づけなかった、すぐ隣の青い芝。

　正体を隠して、名前を隠して、ようやくすぐそばまで来ることができたんだ。

「最近のボイチェン、クオリティ高すぎ」

　スマホに向けて語る真白ましろの声が、ややハスキーな成人男性の声に変換される。

　音声通話をした際に、性別がバレないようにわざわざこのアプリを通した。

　最近はバ美肉おじさんと呼ばれるたぐいのバーチャル配信者がよく使っている、音声変換ソフト。おじさんの声さえ美少女にしてくれるこのソフトを応用すれば、女の子がイケボを出すことだって難しくない。

　騙だましてるみたいで罪悪感が凄すごいけど、ごめんね。

　まだみんなの前で堂々と名乗れるほど、強くはなれないの。

「アキ、真白が『巻貝まきがいなまこ』だって、気づいてなかった……よね」

　目の前で熱烈な愛を語られた時は顔から火が出るほど恥ずかしかった。

　それと同時に嬉うれしくもあった。

　アキが、真白の現実逃避の末に投稿しあまつさえ受賞までしてしまったあの作品を、本当に、心の底から好きでいてくれてるんだって実感できたから。

　あの日の偶然は今でも忘れていない。

　ふと見やったナイトテーブルの上に置かれた、一通の簡素なハガキのファンレター。

　そこに書かれていた名前を見て、当時の真白は心臓が止まるかと思った。

『大星明照おおぼしあきてる……アキ、もしかして、作者が真白だとわかって、馬鹿ばかにしようとしてる……？』

　真っ先にそんな想いが浮かんでしまうほど自分は卑屈ひくつだった。

　だけど実際は全然そうじゃなくて。

　中身はごく真っ当な、びっしりと黒い文字で埋め尽つくされた硬派こうはなファンレター。

　そして隅すみっこに小さな文字で書かれた連絡先と、インディーズアプリ制作集団《５階同盟》のオフィシャルホームページのアドレス。

　それこそが真白にとっての、奇跡の聖痕せいこん。辛つらくてつまらない日常を変えてくれる福音ふくいん。

　大好きなアキともう一度かかわりを持てる、その期待に胸が高鳴りながらも一週間近く悩み、ようやく決意して連絡した。

　アキは全然正体に気づいてなかった。それなのに、アキは大好きなアキのままの態度で。

　やっぱりコレが彼のデフォルトで、昔優しくしてくれたのも、真白にだけ特別ってわけじゃなかったんだとすこしだけガッカリして。

　でも同じコミュニティにいられることを嬉しく思った。

　とうとう耐えられなくなって、彼のすぐ近くに来て……今の真白は、どう思ってるんだろう？　──と、自分に問いかけてみる。


　久々に再会して、一緒の時間を過ごして、その上で、真白の気持ちは──……



　ますますアキのことが好きなんだって、確信を深めてる。

「うん……大丈夫。真白の気持ちは、本物。彩羽ちゃんも、アキとは付き合ってないって、言ってたし……」

　ドキドキと激しく鳴り響く胸を押さえて、深呼吸。スマホのＬＩＭＥ画面を開いて、アキの連絡先を参照する。

　歓迎会の後、ＩＤ交換を求められて、慌てて新規に作った複アカだ。

　巻貝なまこ名義のＬＩＭＥアカウントで普段やりとりしてるのに、本名名義でもべつにやりとりすることになるなんて、何だか変な感じだけど。面と向かってＩＤを交換する瞬間は、凄く嬉しい気持ちになれた。

　でも今、ＬＩＭＥ画面を開きながら胸に宿す想いは──『怖い』のひと言だ。

　受け入れてもらえるだろうか？　拒絶きょぜつされてしまわないだろうか？

　そんな怖さが胸の中をぐるぐると巡ってしまう。

　だけどこのまま気持ちに気づいてもらえないのはもっと嫌。

　もっと近づきたい、もっと特別になりたい、ただのビジネスパートナー・巻貝なまこでは、もう満足できない。だからここまで追いかけてきたんだ。

　……行っちゃえ！


　今の自分の想いをありったけ込めたメッセージを打ち込んで、そして──……






　送信ボタンを、タップした。
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『♪　花街はなまちの暴動、僕達の肛門こうもん、蹴飛ばす君は友達の妹　♪』

　学校から帰ってきて寝室に入ったとき、真っ先に目に飛び込んできたのはふとももだった。

　よく知っている女がベッドの上でうつ伏せになり、リズムに乗って足をパタパタさせている。

　俺の本棚から勝手に拝借はいしゃくしたらしい少年漫画まんがの最新刊を開き、上機嫌のご様子。

　名前は小日向彩羽こひなたいろは。同じ高校に通う、一年生。ひとつ学年が下の後輩だ。

　山吹色やまぶきいろの明るめの髪、首にかけたゴツいヘッドフォンにかかってふんわりと膨ふくらんだ髪型はどこか皇帝こうていペンギンを思い起こさせる。湿気しっけと熱気ねっきのないまぜになった初夏にふさわしい半袖はんそでの制服。涼しげな短いスカート。ソックスを脱ぎ去って白く眩まぶしく輝く、細く、無駄むだのない脚のライン。いかにも今時いまどきの高校生といった風体ふうていだが、ピアスなどの過度かどな装飾そうしょくもなく、ギャル全振りというわけでもない、あくまでも等身大のＪＫ女子高生──。

『♪　尻アスがパンクでソッコー土下座、見えたパンツにぞっこん！　大げさ？　♪』

　教室で快活に笑ってみせれば、きっとすべての男子はこう思うだろう。

　──あ、この子俺のこと好きなんだな。……と。

　そんな悲しき男子どもの勘違いを誘いそうな恵まれた女が、何故なぜか我わが物顔で俺のベッドを占拠せんきょしている。


『♪　素人しろうと童貞で構わなーい、だけど妹だけには敵わな────────』



　俺は無言で彩羽のヘッドフォンのプラグをスマホから引っこ抜き、ハイレゾコンポの差込口に入れた。




「うるっさ！　何大音量でラップ流してるんですか!?」




　水揚みずあげされた秋刀魚さんまのように飛び跳ね、トレードマークのヘッドフォンを投げ捨てる彩羽。

　爆音の残響ざんきょうが渦巻うずまきめいて耳の中に残っているのだろう、両耳を押さえて、うにゃあああと奇声を発しながらベッドの上をゴロゴロ転がり回っている。

　──数十日越しに俺の切なる想いが伝わったようで何よりだ。

「ひどっ、ひどくないですかセンパイ!?　鼓膜こまくぶち破れたらどう責任取ってくれるんです!?」

「そのときは結婚でも何でもしてやるよ」

「えっ」

「というのは冗談で。心配しなくてもそのコンポは間違って音量最大にしても鼓膜にダメージを与えないように、自動音量調節機能が搭載とうさいされてるから平気だよ。そのヘッドフォンも、耳に負担がかかるような音が出力されたら、ちゃんと抑えてくれるやつだ」

「あ、そうだったんですね。そういえば最初はうにゃったけど、意外と何ともない……」

「どうせ高い買い物をするなら、質の高いやつを買う主義だからな」

「マジですか……何も考えずに使ってました……」

「親の心子知らず、あらため、先輩の心後輩知らずだな……まあ、べつにどう使うかはお前の自由だけど」

　ハイレゾコンポの電源を切り、ベッドの端はしに無造作むぞうさに転がったヘッドフォンを拾い上げて、彩羽に渡す。

　通販で家に届いた商品を開封したときからもう一年近く経たつだろうか。

　あのときの手触てざわり、見た目と比べると、革の変色やくたびれ具合で、すでにかなりの年季を感じさせる。

　よほど使い込まれている証あかしだろう。

「少なくともずっと箱にしまってたわけじゃなさそうだ」

「そりゃそうですよ。私のやりたい勉強に一番必要な物なんですから」

「演技の練習だけなら健康な体ひとつありゃあできるが、先人せんじんを越えていきたいなら、先人の積み上げてきた歴史を吸収すべきだからな。そういう意味じゃ、芸能にまつわるあらゆる娯楽を禁じられてたお前は、その時点でほぼ詰んでた──」

「ですね。こんなに音楽を聴いて、役者さん達の声を聴けて、めきめき上達してる実感ありますし。ホント、センパイのプレゼントのおかげです☆」

「感謝してんならウザ絡みはやめろ」

「感謝してるからこそウザく絡むんだけどなー。わかりませんか、この乙女心おとめごころ！」

「わからん。本当に感謝してるなら、もっとわかりやすくやるだろ、普通」

「センパイの普通は普通じゃないんですってばー」

　きゃはは、と軽やかに笑う彩羽。

　学校に行くときは優等生モードを演じるために外されるヘッドフォンは、普段どこに置かれているのかというと、実は他ならぬ俺の部屋だった。

　彩羽の部屋ではなく、俺の部屋。

　何故なら彩羽があらゆる練習ができる場所、あらゆる先人の作品を吸収できる場所は、彼女の家の中には作れないから。

　芸能にすこしでも関係のある物を置いて、それが母親の目に留まったら悲しませてしまうから。

　だから、彩羽が本気で全力でやりたいことを自由気ままにぶつけられるのはこの場所だけ。

　俺の手からヘッドフォンを受け取って、いつものようにセット完了。ぽふん、とベッドに腰かけて、ブランコに乗った子どものように素足すあしを上下に動かしながら。

「真白ましろ先輩に嫉妬しっとしちゃう程度には、本気でセンパイのこと好きなんだけどなー」

「騙だまされんぞ。どうせまたからかう気だろ？」

「本気ですよー？　実際、ショッピングセンター行くときも、真白先輩には負けないぞぉ！　センパイの隣は私だぞぉ！　って気合い入れてたんですからね？」

「そんなこと言って、なんだかんだで真白と仲良くやってただろ。最後にはライバルどころか仲良しの友達だ」

「それですよ。せっかく張り合うつもりで行ったのに、真白先輩ふつーに可愛かわいいし、真白先輩をイジメた奴やつらがふつーに胸糞むなくそ悪くて、ついやりこめてやりたくなっちゃって。あーあーもう台無だいなしーってやつですよ、まったく！」

　ぷんすかと頰ほおを膨らませ、不満を口にする彩羽。

　だけどその表情の奥にある感情に後悔や怒りというものはないと、俺にはわかっていた。

　死ぬほどウザいが悪じゃない。それが小日向彩羽という女の実態だ。

　だから最初からある程度、二人はうまいこと仲良くやれるんじゃないかという計算はあった。

　それに正反対のようでいて、真白とは意外と似ているところが多くある。

「そんなわけで負け分を取り戻すために今日はセンパイの家にとことん居座いすわるつもりです!!」

「意味わからん……」

　あきれかえってため息をこぼす。

　何を考えてるのかいまいちわからん彩羽に背を向け、学生鞄がくせいかばんを床に放り捨て、作業用デスクに深く腰かける。

　真白との距離は縮められた。このままニセ恋人の関係を円満に続けていけば、月ノ森つきのもり社長のミッションはつつがなく遂行できるだろう。




　──ヴヴッ！




　ポケットの中でスマホが震えた。

　ただ一度だけの振動からしてＬＩＭＥの着信だろう。どうせまた《５階同盟》のグループに誰かがくだらない雑談を投下したんだろうと思いながら、俺はスマホを取り出した。

「あ、私も見るっ！」

「おいばか、飛びつくな。くっつくな」

「仕方ないじゃないですかぁ、スマホ画面が小さいんだから☆」

　俺のしぐさに敏感びんかんに反応した彩羽が背後から二人羽織ににんばおりのように覆おおいかぶさってきた。

　これも一種のウザ行為ではあるが、ある程度、許容きょようしてやっている。正体を隠しているせいで《５階同盟》のグループＬＩＭＥに入れない彩羽は、こうしないとチームの輪に入っている感覚を味わえないから。

　俺のスマホを見せることで疑似的ぎじてきに会話に参加してる気分にさせてやってるのだ。

「紫式部先生むらさきしきぶせんせいのクッソどうでもいいおねショタ談義かな、それとも巻貝まきがいなまこ先生のオススメクソ映画情報？　……お兄ちゃんはあんまり自分から発信してこないからないですよね。えーっと……」

　うきうきした様子で言いながら、画面を覗のぞき込む。

　顔のすぐ横に彩羽の顔があって、絶妙に女の子の香りが漂うのに軽い緊張を覚えつつ。

　俺も彩羽に続いてスマホの画面に目をやった。


　…………。




　…………………………。




　……………………………………………………。




　………………………………………………………………………………え？



　そこに書かれてる内容と、差出人の名前に、俺と彩羽は硬直した。

　メッセージは、《５階同盟》のＬＩＭＥグループに投下されたものではなかった。

　月ノ森真白つきのもりましろ。

　最近になってようやく追加されたばかりの、真新しいアカウント。

　そのトーク画面の一番下、最新のメッセージが表示された場所に、にわかには信じがたい、あまりにも非現実的な一文が書かれている。

「え……と。これ……って……？」

　彩羽の、こんなに震えた声は初めて聞いたかもしれない。




　──今になって思い返してみれば、俺達は常に壮大な地雷原じらいげんの上を歩いていたのかもしれない。

　複雑な事情を抱えた連中で集まって、とりあえず目下のめんどくさいことには目を瞑つむって、とにかく今を楽しく、未来を好きに生きるために歩いてきた。

　言ってみれば鎖国さこく。海外との繫つながりを絶ち、独自の文化を築き上げてきたガラパゴス。

　それこそが《５階同盟》の人間関係を円滑えんかつに保たもち、高度なクリエイティブを実現した。




　しかし閉ざされた国はいつか破られるのが歴史の教えだ。

　圧倒的な戦力を有した黒船が襲来すれば、たちまち開国を迫られ、異なる文化が入り込み、急激な技術発展を伴う文明開化ぶんめいかいかが訪れる。

　茫然ぼうぜんとスマホ画面を見つめる彩羽の瞳は、一体どんな想いを巡らせているのだろうか。

　彼女の瞳が反射する、そのあまりにも強烈なひと言。

　数秒経って、俺もようやく、その意味するところを理解できた。

　読み間違いじゃない。英語じゃない。ドイツ語でもないし、フランス語でもない。

　１００％純粋な日本語で書かれた、誤字誤読のたぐいなどあろうはずもない、至ってシンプルでまっすぐな──
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あとがき






　ＧＡ文庫ファンの皆様、はじめまして。他レーベルの作品ですでに私のことを知っている方はいつもありがとうございます。ウザく正しく華麗に参上、作家の三河ごーすとです。

　この度は『友達の妹が俺にだけウザい』をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　あとがきって何を書けばいいのか難しくて毎回悩むんですよね。作品を読んでから読むか、読む前に読むか、人によって違うので。ネタバレに配慮はいりょすると何も話せないっていうね。

　なので今回は当たり障さわりがないように『友達の妹が俺にだけウザい』略して『いもウザ』がどのような経緯で出版されるに至ったかを語っていこうと思います。




　あれは２０１８年の夏、セミの鳴き声さえ、人々の喧騒けんそうと車のエンジン音、大型ビジョンの広告の吐き出す音にかき消される都内某所、小洒落こじゃれたアンティークカフェでのことでした。

　とある縁で私の担当になったＧＡ文庫の編集・ぬるさんに、私は真顔で切り出しました。

「最近は主人公が大人の作品も受け入れられるようになりました。……認識は同じですね？」

「そうですね」

「ならばいわゆるオフィスラブ。主人公もヒロインも会社員──そんなラブコメもアリなのではないでしょうか。ＯＬヒロインです。スーツ姿の表紙でこうタイツを見せつけるように」

「いいですね」

「さらに最近はラブコメと言えど、ブッ飛んだキャラ性ではなく、地に足のついた読み味というますか、若干の生っぽさが求められていると感じています」

「なるほど」

「そこで私の提案する企画はコレです。『俺の彼女と後輩と上司が過労すぎる』」

「面白そうですね。ではこの方向性で煮詰めてきてください」

　一週間後。

「こんにちは。企画を持って来ました」

「ありがとうございます。さっそく拝見しま──ん？」

　私から送られた重さ１ＫＢのテキストファイルを開いた編集・ぬるさんが首をかしげます。

「タイトルしかありませんよ。『友達の妹』？　というかＯＬヒロインは？」

「考えれば考えるほど生っぽいリアルなオフィスものは苛酷かこくな未来しか見えなくて」

「なるほど」

「だいたい今時オフィスでラッキースケベなんてしたら即セクハラで追放ですよ。セクハラのリスクを回避しながらヒロインと仲良くなっていくなんて、あまりにもまどろっこしい。何かもう主人公の手の届く範囲に最初からいてほしいですね、ヒロイン」

「それで友達の妹ですか。幼なじみでも妹でもなく」

「想像してみてください。めっちゃよく遊びに行く友達の家、リビングでいつも無防備に足をパタパタさせて音楽聞いて漫画を読んでる友達の妹がいるとするじゃないですか」

「なるほど」

「もしもそれがめっちゃ美少女だったら？」

「いいですね」

「そういうことです」

「なるほど。しかしこれ、友達の妹ってどんな子で、何をする話なんですか？」

「そこな」

　ＨＡＨＡＨＡ、と私は笑いました。正直なところ、そのヒロインの距離感が魅力的であるという以外に何も考えてこなかったのです。

「そういえば最近別の作品で意外なキャラに人気が集まったことがあったんですよ」

「ほう？」

「自分としてはめっちゃウザい言動をさせたつもりなのに、妙に愛されてて」

「ああ、最近みんなそういうの好きですよ。ウザかわ」

「なるほど……？」

　言われた私はその場でササッと頭に浮かんだタイトルを書いてみました。




『友達の妹が俺にだけウザい』




「「これだ──ッ!!」」




　良い大人二人が思わず声を合わせて滾たぎるタイトルが爆誕した瞬間でした。

　というわけで、タイトルから生まれ、その後でキャラが生まれ、最後に物語が生まれたこの作品、皆さん楽しんでいただけたでしょうか？　楽しんでいただけたらいいなぁ。

　明照あきてる、彩羽いろは、真白ましろ、オズ、菫すみれ──こいつらの過去と現在と未来を是非見守っていって下さい。




　謝辞です。トマリ先生、最高級のウザかわヒロインをありがとうございます！　キャラデザ、表紙、口絵、モノクロすべてが完璧かんぺきすぎました。是非このシリーズを一緒に盛り上げていけたらと思っています。今後ともよろしくお願いいたします！

　担当・ぬるさん、ＧＡ文庫編集部の皆様、様々な施策しさくで後押ししてくれた営業部の皆様、温かい応援のコメントをくださった全国の書店員の皆様、その他『いもウザ』の出版にかかわってくださったすべての皆様、ありがとうございます。滅茶苦茶めちゃくちゃ感謝しております。

　そして最後に読んでくれた読者の皆様に最大限の感謝を！　三河ごーすとでした。
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著者

三河ごーすと（みかわごーすと）

　担当さんに「ウザかわ作品なので、ぼくも三河さんにめっちゃウザ絡みしていきますね！」と言われたので、「ウザかわじゃなくて、ただのウザなので嫌です」

　と返しました。




イラスト

トマリ（とまり）

　ウザくてかわいくてやっぱりウザい…でもかわいい彼女たちをどうぞよろしくお願いします！

　私も三河さんにウザ絡みしていこうと思います!!








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「三河ごーすと先生」係

「トマリ先生」係




https://ga.sbcr.jp/
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